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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　街は陽かげ炎ろうに揺ゆれている。

　男は歩みに呼吸を合わせ、通りをゆく。背負ったリュックが合わせて揺れる。

　ヒッチハイクした車を降りてから、さして歩いたわけでもないのに、伸のばしたままの無ぶ精しよう髭ひげの奥をすでに汗あせが伝いはじめていた。

　暑い。

「──見ろや。なんか暑っ苦しいのが来たぜ」

　声は、男のゆく手で聞こえた。

　民家の軒のき先さきがつくる影かげの中。中年の男が二人ばかり、だらしない格好で腰こしを下ろしている。

　こんなところしか涼すずむ場所がないのだろう。

　リュックの男は相手にちらりと目をやっただけで、無視してそのまま歩みを進めた。

「──おい、待てよ」

　いらつきをたっぷりと含ふくんだ声は、通り過ぎた、その背後から聞こえた。

　足を止めて振り向く。そこには、やはりさきほどの男たち。

「見かけねえ顔だな。よそもんか」

　リュックの男の答えは、

「まあ、そんなところさ」

　声は、思ったよりも若かった。

　中年男の片方が返す。

「そうかい。けどこんなに暑いと大変だろう。

　大変だろうけどよ、地元の人間にあいさつくらいあってもいいんじゃねえか？

　それを、暑っ苦しい格好で何のあいさつもなし、ってのは気に食わねえな」

　りくつにはなっていないが──そんなことはどうでもいい。

　不快は人を短気にする。例えばこの暑さもそうだ。

　つまり男たちは──

　暑い。ゆえにイラつく。従って他人に当たりたくなる。

　という状態に陥おちいっているだけなのだ。

　それがわかったから──

「なあ、やめにしようや」

　リュックの男は、物もの憂うげに言った。

「やめる？　何をだ？」

「俺たちゃ何もしてねえぜ。まだ」

　リュックの男は、めんどくさそうにため息をつき──

「ルード＝Ｄ＝ロズウェルね」

　あらぬ方から女の声に名を呼ばれ、リュックの男は、やはりめんどくさそうに振り向いた。

　一体いつの間にやって来たのか。そこにいたのは二人の女。

　このくそ暑いのに、何かの制服のようなスーツをきっちり着込んでいる。

　片方は、長い黒くろ髪かみの女。前髪の一ふさだけが収しゆう穫かくを待つ麦ばく穂すいの色にかがやいて、その下の目は、何の感情も浮うかべぬまま、じっと彼──ルードを見やっている。

　こちらだけ見ると、お近づきになりたくも素す性じようを知りたくもない、何かのプロフェッショナルな人、といった印象なのだが──

　同じ服を着たもう片方は、黒い髪を頭の両側でくくった、見た目十五、六の少女。プロフェッショナルというよりも、文化祭の劇でそういう役を押しつけられて練習中、といった雰ふん囲い気きである。

「なんだお前ら？」

　質問──というより、からむ口実探しのように言ったのは、ルードではなく、中年男の片方だった。
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　長ちよう髪はつの女は振り向きもせず、

「トラブルシューターよ。巻き込まれたいなら事情の説明はするけど」

「……っ」

　その返事に、中年男二人は言葉を詰つまらせた。

　事件トラブル処理業シユーター。名の通り、やっかい事を処理する民間企き業ぎようのことである。

　──人類が、光の速度を超こえる方法を手に入れて、太陽系を飛び出してから、およそ百年。

　今やあちこちに新たな植民惑わく星せいが生み出され、ヒトの版図は急速にひろがりつつある。言うなれば銀河開かい拓たく時代。

　しかしそれゆえに、行政司法官憲の手が及およばぬ部分も多々できて来る。

　そんな所で起きた、数々のトラブルを解決するために生まれたのがこの職業である。

　彼らは時には穏おん便びんに、時には法律スレスレの手で、あるいは法律完全アウトの方法で、あれやこれやと解決を図る。

　そんな職業の人間に、好んで関かかわり合いになりたがるかたぎの人間はいないだろう。たとえそれが、暑気払ばらいで旅人に因いん縁ねんをつけるようなロクデナシでも。

「……ごたごたならよそでやってくれよ」

　中年男二人も、さすがにトラブルシューターがどういう職業しごとかを知っていたらしく、面おも白しろくもなさそうに──それでも一応おとなしく去ってゆく。

「……トラブルシューター？」

　男たちを見送ってから、ルードがつぶやく。あいもかわらずめんどくさそうに。

「ええ」

　長髪の女は、胸のポケットから名めい刺しを取り出し、さし出すと、

「トラブルシューター・シェリフスター・カンパニー、キャンペーン部一課、レティシア＝マイスターです」

「同じくメニィ＝マリオン～」

　一体何がうれしいのか、もう片方も陽気に名乗りを上げる。

「……シェリフスター……ああ……つまりじいさんの件ね」

　心当たりがあるらしく、ルードはつぶやく。

「じゃあ、自分の立場がわかった上で旅を続けている、と？」

　レティシア、と名乗った女の問いに、ルードは、さし出された名刺を受け取ることもなく、再び歩き出しながら、

「自分の置かれた状じよう況きようって奴やつはわかってるつもりだ。けど、これからどうすりゃあいいのかはよくわからねえ。

　だから、こうやって旅してる」

　レティシアも気にしたふうもなく、名刺をポケットへと戻もどし、一いつ緒しよに並んで歩きながら、

「旅の先に答えが落ちている、とでも？

　危険、って単語の意味は理解してる？」

　とレティシア。

「トラブルシューターに護衛なんて頼たのんだ覚えはないんだが」

　問いを無視してルードが言う。二人とも視線は合わせようともしない。

　ちょこちょこついて行くもう一人──メニィは、きょときょと二人を見比べる。

「あなたの意思にかかわらず、あなたに相続権がある以上、何らかのトラブルは予想される。会社が当然の処置を取っただけよ」

「会社の都合は関係ねえ。俺は旅をしたいから旅をする。ただ、それだけだ」

　レティシアが言い、ルードが言い、いいかげん空気がぎすぎすしてきたところで──

「旅って楽しい？」

　ルードにそう聞いたのはメニィだった。

　彼が足を止め、目をやったのは、その声にあったのが、揶や揄ゆではなく、純じゆん粋すいな期待と好こう奇き心しんだったから。

　自分を見つめる、むやみにきらきらした子供のような瞳ひとみに、ルードは思わず笑えみを浮かべ、

「ああ。楽しいよ」

「じゃあ、ついて行っていい？」

　期待のまなざし。

「……ご自由に」

　そう言うしかなかった。

　やたらうれしそうに微笑ほほえむメニィを、ルードは苦く笑しようしつつ眺ながめ──その視界の端はしに映ったのは、優やさしいまなざしでメニィを眺めるレティシア。

「──へぇ。あんた、そういう表情かおもできるんだ」

「──何の話よ」

　問い返した時には、レティシアはすでにもとの無表情に戻っていた。

「──別に」

　言って歩き出したルードのあとを、レティシアとメニィ、二人はついて歩き出した。




　──遡さかのぼれば──

　レティシアたちがルードの護衛依い頼らいを受けたのは、一週間ほど前のことだった。




「兄さん」

　通信回線がつながるなり、レティシアに呼びかけられて。

　画面の向こうにいる男は、ぴくっ、と小さく身をふるわせた。

　二十歳はたちをやや過ぎた金きん髪ぱつの男。身内のひいき目をさし引いたとしても、ハンサムと呼んでいいだろう。

　これで、似合わない丸まる眼め鏡がねと、どこかおどおどとしたような空気がなければ、それなりにモテるかもしれない。

　ティモシー＝マイスター。

　一応これでも、レティシアの兄でもあり上司──彼女の所属する、シェリフスター・カンパニーの社長でもあるのだが、十人に聞けば、おそらく九人がこう答えるだろう。

　そうは見えない、と。

　今、レティシアがいるのは、いずことも知れぬ宇宙を進む、恒星間スター宇宙船シツプ『シューティング・スター』の艦橋ブリツジ。対するティモシーの居場所は、太陽系第四惑わく星せい、火星。

　こうやってリアルタイムで会話を交かわしてはいるものの、二人の間には、数値に示すのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるほどの距きよ離りと、それを埋うめる宇宙のつめたい虚きよ無むがある。

　ゆえに、レティシアのまなざしがいくら冷たかろうが、何やら剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを全身に纏まとわりつかせていようが、ティモシーがむやみにひるむ必要はないのだが──

『やあ。何だい？　我が妹よ』

　レティシアの態度から、一体何を感じ取ったのか。彼の声には、いっそすがすがしいまでのぎこちなさがあふれ返っていた。

　レティシアは、画面の向こうで腰こしの引けた兄を睨みつけ、

「知ってたの？」

『な……何を？』

　とぼけるな──とは言わない。こんな頼たよりなさげな兄でも、一応社長である。

　ならば、レティシアの知らないこともあれこれ知っているはずだし、となると、彼女が問いかけたのが、そのうちどれのことなのか、本気で見当がつかないのだろう。

「メニィのことよ」

　レティシアは、自分のパートナーの名を口にした。

　今、そのメニィは艦橋ブリツジにはいない。艦かん内ないにある医い療りようルームで、医療マシンによる『定期検査』を受けている。

　だから話せる。今ならば。

「メニィが遺伝子操作で生み出された強化体だ、ってことは知っていたわ」

　彼女は言った。

　そう。メニィ＝マリオンは、普ふ通つうの人間ではなかった。

　人類最大規模の企き業ぎよう、クロフト・カンパニーの軍事産業部門が、理想の兵士を夢見て、遺伝子操作によって生み出した生体兵器バイオウエポンたちのうちの一人なのである。

　見た目は十五、六。外見も知能も普通の人間だが、その実彼女は、この世に生み出されてから、まだ四年と経たってはいない。

　好みや感情も持ち合わせ、だがその戦せん闘とう能力は、人間の兵士をものともしない。

　おそらくは反はん抗こうを防ぐためだろう。彼らには、定期的にある種の投薬を行う必要があり、それをせずに長期間を過ごすと、やがては死に至ることになるらしい。

　そもそもレティシアたちの所属するシェリフスター・カンパニーも、クロフトが、生体兵器バイオウエポンなどの実験と宣伝をする目的で作り上げた会社なのである。

　そこまでは、レティシアも前から、あるいは知っており、あるいは想像していたことである。

「けど……

　まさかあの子が、痛覚まで除去されていたとは思わなかったわ」

　レティシアが言う。

　痛覚の除去。

　それは、生きてゆく上での自衛能力の一部が奪うばわれていることを意味する。

　彼女の指し摘てきに──ティモシーは、小さく口の端はしを不ふ機き嫌げんにゆがめ、つぶやいた。

『……やっぱり……』

「どういうことよ!?　やっぱり、って！　知ってたの!?」

　声を荒あららげるレティシアに、ティモシーは苦い口調で、

『レティも読んだと思うけど……

　本社から渡わたされたデータには、もちろんそんなことは書かれちゃあいない。

　そういう意味じゃあ、僕もそのことは知らなかった。

　けれど、彼らが試作体だということを考えて、彼らの行動パターンを見てれば、どんな役割を持たされたのかは、大体想像がつくだろう？』

「……………………」

　言われてレティシアは口ごもる。

　メニィの一番近くにいたにもかかわらず──いや、一番近くだったからこそ、なのかもしれないが──

　気づかなかったのだ。彼女は。

　ごく最近、ある人物にそのことを指摘されるまで。

　考えてみれば、確かにメニィのパワーは普通ではなかった。定期検査の頻ひん度ども高かった。

　メニィが生体兵器バイオウエポンだから──レティシアは単純にそう考えていたのだが──

　今となればわかる。

　違ちがう。

　通常、人間は、持てる筋力の七、八割ほどしか使わない。

　もし常に百パーセントの力を出せば、筋肉は容易に損傷してしまう。そうならぬよう、無意識のうちに脳が力をセーブしている。

　だが──

　おそらくメニィは、痛覚の除去などにより、そのセーブが利ききにくくなっている。

　彼女は常に、百パーセント近い力で戦い、筋肉を損傷し、定期検査で回復する……そんなことを繰くり返していたのではないか。

「……最低ね……」

　つぶやく言葉は、誰だれへのものか。

　だが。

『まあ、あまり感心できたやりかたじゃあないとは思うけど』

「感心できたやりかたじゃない!?」

　なぐさめのつもりか何なのか。気軽に言ったティモシーに、レティシアは、思わず声を上げていた。

「そんな程度ですむ話だと思ってるの!?　これが……どれだけひどい話か！」

『あの……レティ』

「痛覚を奪われる、ってことがどういうことか、兄さんにはわかってるの!?　確かに、遺伝子操作で生み出された生体兵器バイオウエポンだ、っていう時点でもうどうしようもないくらい踏ふみ外してる！」

『ちょっ……ちょっとレティ……』

「けどせめて、できるだけ普通に接したい、って、少なくともあたしはそう思ってたわ！

　でもこれじゃあ、あの子は普通に生きることだって……！」

『わかった！　わかったから一つだけ！』

「何よ！」

『怒おこってるのはわかった。それで結局──

　どう解決すればいいのか、そのアイデアはあるのかい？』

　──

　不意を突つかれ。レティシアは小さく息を吞のんだ。

　解決。

　ティモシーが続ける。

『仮に、僕や誰かが謝ったところですむ問題じゃないだろ？

　また仮に、彼らのような存在はもう二度と生み出さない、ってクロフトが決めたとしても、それでメニィくんが痛覚を得るわけでもない。

　もちろん、彼らを生み出したこと自体が間違いだったから、彼らを消す……なんていうのは、解決どころかただの証しよう拠こ隠いん滅めつだ。

　クロフトが一生責任を持って彼らの面めん倒どうを見るか？　それも違うだろう？

　じゃあクロフトからの解放？

　実はこれ自体は簡単なんだよ。クロフトは彼らに、戸こ籍せきを用意した。もちろん偽ぎ造ぞうだけど……充じゆう分ぶん世間に通用するものを、ね。

　つまり、彼らが何度か転居して、あとは辞職届でも出せば、書類上の縁えんは切れる。

　たぶんそうなると、クロフトは追っ手を出さないだろう。

　試作体としてのデータ収集はある程度終わってるだろうし、遺伝子パターンの設計図があれば、かわりはいくらでも生み出せる。

　でもって、必要な薬を与あたえないだけで、彼らは勝手に死んでゆく。

　けどもちろん、これじゃあ単に彼らを放り出しただけのことになる。

　なら、どうする？　どうすればいい？』

「……………………」

　レティシアは沈ちん黙もくした。

　どうすればいいか──そんなこと、考えてもいなかった。

　憤いきどおりと、なんとかしなければ、という思いに駆かられ──だが、『なんとかする』とは一体どうすることなのだ？

　なんとかしろ、と他人に言うだけならたやすい。しかし何の案も示さずに、お題目のようにそう繰くり返すのは無責任でしかない。

　少なくとも彼女はそう思う。

『今すぐ答えてくれ、とは言わないよ。

　けど、いいからとにかく何とかしろ、なんて言われても困る。

　仮に、僕やレティが良かれと思って何かを勝手にやったとする。けどそれが、メニィくんたちの望んでいたものと同じとは限らない。

　だろ？』

「……そうね……」

　レティシアには、そう答えるしかなかった。

『彼ら自身の意見、っていうものもあるからね……

　まあ、この件に関しては、ここで僕とレティだけが話し合ってどうこうすべきことじゃない。

　もちろん、放っておこう、って意味じゃない。よく考えて、機会を改めて話し合う必要のある問題じゃないか、ってことさ』

「……………………」

　沈黙するレティシア。画面の中のティモシーは、ぽりぽり頭を搔かいてから、

『……それでまあ……こういう時に切り出すのも何なんだけど』

　しばしことばを切ってから──ティモシーは続けた。

『新しい依い頼らいが来てるんだ』

「……聞くわ」

　力無く、レティシアは言う。

　ティモシーは、手元のレポートだか画面だかを見ながら、それを読み上げるような調子で、

『しばらく前、一人の老人が死亡した。惑わく星せいクロニアル、セントシカゴ在住のジョセフ＝Ｒ＝リンドバーグ、八十五歳』

「──ちょっと待って」

『氏に相続者は一人だけ』

　レティシアの制止を聞かず、ティモシーは続けた。

『ルード＝Ｄ＝ロズウェル。二十五歳。リンドバーグ氏の孫に当たる。

　ところが現在、彼は、惑星ガレットのハースト大陸を一人で旅行中。

　祖父の死去が彼の耳に届いているかどうかは不明だけど、彼に遺産の相続権がある以上、それを目当てとする何らかのトラブルに巻き込まれる可能性はある。

　接せつ触しよくと事情説明。そして彼の保護が、今回の依頼内容だよ』

「だから、ちょっと待って」

　レティシアは繰り返す。

「ジョセフ＝リンドバーグのニュースはあたしも知ってるわ。

　けどこれはつまり──

　誰かからの依頼じゃなくて、会社……クロフトからの命令じゃないの」

『……まあね』

　レティシアの指し摘てきを、ティモシーはあっさりと認めた。

　彼女がその名を知っていた理由は、至って単純。

　死亡したその老人が、親会社──つまり、クロフトの大株主の一人だったからである。

　となればこの件は、大株主の死によって浮ういた株にからんでのこと──ありていに言えば、クロフトの内部抗こう争そうがらみなのではないか。そのくらいの予測はつく。

　彼らの所属するシェリフスター・カンパニーは、一応独立した子会社、という形を取ってはいるが、クロフトから供給される物資・金銭の援えん助じよなくしては、財政的に成り立たない、というのが現状である。

　となると当然、そのクロフトからの依頼……いや、命令を拒きよ否ひすることは難しい。

　とはいえ──

「冗じよう談だんじゃあないわ」

　レティシアは言った。

「会社そのものにいろいろと命令されること自体は、まあ仕方ないとしても……

　派は閥ばつ争いだか利り権けん漁あさりだか、そんなものにまで手を貸す理由はないわ」

『確かにこれは、どう考えても、クロフト内部のごたごたがからんでいるだろうねえ』

　面おも白しろくもなさそうにティモシーは言う。

『けどレティ、そういったことを含ふくめて、相続者が危ない立場にいるのは事実だと思うんだけど？』

　それは確かに──その通りである。

　金を欲しがるごろつきなど、どこの世界にもいくらでもいる。もしそんな連中の誰だれかが、目の前をゆく一人旅の男が莫ばく大だいな財産の相続権を持っている、と知ったら、どういう行動に出るか。

　どうやったら財産をぶん捕どれるか。まあとりあえず誘ゆう拐かいでもしとけ……などと短たん絡らく思考で行動する馬ば鹿かも、一人や二人はいるだろう。

　クロフトの中にも、あまり平和的とは言えない方法で、彼に干かん渉しようしてくる人間がいるかもしれない。

『メニィくんのことでクロフトに反感を抱いだいてるのはわかるけど……

　依頼内容はあくまで護衛なんだから、派閥争いっぽいから断る、相続者の身の安全なんて知ったことじゃあない、っていうのは……さすがにどうかと思うんだけど』

「…………わかったわよ……」

　仕方なく。

　レティシアは不ふ機き嫌げんにうなずいた。




　かくて──

　レティシアとメニィの二人は、ルードの旅につき合うことになったのだった。




「乗れば？」

「断る」

　レティシアの提案に、ルードは何の迷いもなしに即そく答とうした。

　惑星ガレット、ハースト大陸。

　小さな町の端はしにあるドライブ・インから見えるのは、町のまわりに植えられた木々と、その向こうに果てなくひろがる一面の荒こう野や。

　どこまでもまっすぐにのびた一本の道が、町と荒野を貫つらぬいて、陽炎かげろうの奥に消えてゆく。

　陽ひ差ざしは、今日も強い。

　ルードは、あくまでも自分はヒッチハイクで行くと主張し、車を探しているのだが──当たりはなし。

　赤いオープンカーのハンドルを握にぎるレティシアは、見かねて──というより、つきあいかねて、乗らないか、と何度も誘さそっているのだが、返って来るのはいつも、取りつくしまもない答え。

「ついて来ていい、とは言った。連れて行って欲しい、とは言ってない」

　振ふり向きもせずにルードは言う。

　実は彼、よく見ればなかなかのハンサムなのだが、おせじにも立派とは言えない旅たび装しよう束ぞくと伸のびた無ぶ精しよう髭ひげ、その先にぶら下がる汗あせの玉のせいで、実際より老ふけてむさ苦しく見えている。

　そんな暑むさ苦しい人物を、ヒッチハイクさせてやろう、などという物好きはそういない。

　そもそも、この町を通ってゆく者自体、あまり多くはないのだ。

　このままルードの好きなようにさせていると、どれだけ時間がかかるかわかったものではない。

　とはいえ、無理矢理連れて行くわけにもいくまい。

　護まもる、などと言っておきながらそんなことをすれば、レティシアたちの方が暴漢になってしまう。

　仕方なくレティシアは、アプローチの方法を変えることにした。

「……一人旅は人間を大きくする……なんてフレーズはよく聞くけど……

　あれって本当なの？」

「そんなもん噓うそに決まってるだろ」

　意外にも、返って来たのは否定の答え。

　旅の意味を疑問視させる作戦、早くも失敗の予感である。

　道路の果てを眺ながめながら、彼は言う。

「そんな都合のいい話があるなら、みんなが旅すりゃあみんなが大物だ。

　旅をして。何を見て。そこから自分が何を感じて何を考えるか──」

　ルードはそこで一いつ旦たん言葉を切り、行きずりのトラックに手を振り──無視され、砂すな埃ぼこりを浴びる。

　ぺぺっ、と口の中の砂を吐はき出して、

「誰と出会うか。何を見るか。俺はそれから何を得るか。

　それが知りたい。

　だから──

　意味がないのさ。ただあんたたちに送ってもらったんじゃあ。

　……まあ……もっとも……」

　ルードは口の端はしに笑えみを浮かべて、

「こういう旅が好きだ、ってのが一番の理由なんだがな」

　言って手を挙げたルードの前で、ようやっと、一台のトラックが停車した。




　不機嫌のオーラをまき散らしながら、ベックマンは廊ろう下かをゆく。

　気に入らない。何もかも。

　空調がききすぎてやや肌はだ寒ざむいのも気に入らないし、すれ違ちがう社員たちがおびえたように道を空けることにもいらつく。

　社員たちの腰こしが引けるのも、まあ、当然といえば当然だろう。

　彼は確実に大おお柄がらな部類に入る。かつては、近寄り難いとまで言われた鋭するどかった面おも立だちも、さすがに五十に近くなると頰ほおの線が緩ゆるんで来たが、それは彼に、鋭さと貫かん禄ろくの同居をもたらしていた。

　そんな彼が、ごつい黒服の警護ガード二人とともに、怒ど気きも露あらわに靴くつ音おと高く廊下を進んでゆくのだ。

　ましてや彼──Ｊ＝ベックマンが、この会社、クロフト・カンパニーの取とり締しまり役やくの一人と来れば、それは社員たちも道を空けようというもんである。

　だが、社員たちが引く理由がわかったからとて、いらつきがおさまるわけでもない。

　不機嫌のそもそもの原因は、別にある。

　そう──あの男だ。

　ランドルフ＝マイスター。クロフト社代表取締役社長。

　クロフト社大株主の一人、ジョセフ＝Ｒ＝リンドバーグの死去は、とうにニュースで知っていた。

　だが──

　その相続人のもとに、すでにシェリフスター・カンパニーのエージェントが護衛として送られているというのはどういうことか？

　彼はその事実を、今しがた終わった役員会議ではじめて知ったのだ。

　シェリフスター・カンパニー。クロフトの資本で近年設立された、トラブルシュートの会社である。

　独立した会社の体てい裁さいを取ってはいるが、実際のところは、クロフト製兵器の実用試験と宣伝を目的とした組織であり、当然クロフトから物資や資金が供給されている。

　しかし、そこの社長がランドルフ＝マイスターの息子で、社内に娘むすめもいるという事実を考えれば、会社そのものがランドルフの私兵のようなものである。少なくとも、ベックマンの目にはそうとしか映らない。

　そのランドルフの私兵が、大株主の遺族に接せつ触しよくしたというのだ。

　狙ねらいは、株などの取り込みによる権力拡大。それ以外にはあり得ない。

　──株式会社というものは、単純に、持ち株が多い方が偉えらい、というものではない。会社によっても違うが、自社株を全く持たない重役もいる。

　とはいえ強みというのは、多いに越こしたことはないのも事実。

　ランドルフが力をつけるのは、ベックマンにとっては決して面白いことではなかった。
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　クロフト社内の重役連も決して一枚岩ではない。派は閥ばつもあれば抗こう争そうもある。

　そしてベックマンは、社長のランドルフとは敵対する派閥の側にいた。

　もしランドルフが絶対的な力を持ってしまったら、自分が今の地位を追われる、という事態も起こりうるだろう。

　ならば。

　防がなければならない。そんな見え見えの工作は。それが、自分の為なすべきこと。

　ガードとともに外に出る。迎むかえ待つのは黒くろ塗ぬりのリムジン。

　ひさしぶりの火星の空は、夕暮れ時にもかかわらず、いつもと同じ灰色だった。

　役員会のためにやって来たが、ベックマンの勤務地は、ここからはるか離はなれた惑星ほし。今から宇宙に出て、長い時間をかけて戻もどらねばならない。

　しかし、移動の時間を楽しむゆとりはない。

　やらねばならないことはいくらでもあるのだから。

　車内に滑すべり込むと、車は流れるように動き出す。同時に、自動的に盗とう聴ちよう機きのチェックが行われ、反応なし、のグリーンランプが灯ともる。

　ガードたちと運転手は、防音防ぼう弾だんの仕切り板の向こう。

　ベックマンは車内電話を取ると、直通回線の一つをつなぎ──

　指示を、下した。




　人類が、光の速度を超こえてからおよそ百年。

　宇宙を渡わたる方法にしろ、他ほかのさまざまな交通手段にしろ、日々どこかしらで改良の研究が行われ、その成果があちこちで実を結んでいる。

　より早く。より短時間で。

　宇宙はずいぶんと狭せまくなった。何かの番組で、レポーターがそう言っていた。

「……あれは噓ね……」

「何が？」

　オープンカーの運転席でつぶやき漏もらしたレティシアの言葉に、助手席のメニィが問いかけた。

「何でもないわよ」

　視線は通りの先にいるルードから外さぬまま、彼女は答えた。

　ルードにつきあい、旅をして、今日でもう何日目になるだろう。数えると憂ゆう鬱うつになりそうだったのであえて考えないことにしたが、ルードの、出会った時には無ぶ精しよう髭ひげだったものは、いまやそれなりの髭に成長していたりする。

　旅は続いている。大地はどこまで行っても暑い。

　ルードは町でヒッチハイクの車を拾い、適当な町で降ろしてもらい、そこでまた車を拾い──

　そんなことを何度も続け、すこしずつ進んでいる。

　どうやら彼の目的は、大陸横断のようなのだが、さてさて、このペースで進んでいては、一体いつ終わることやら。

　レティシアたちは、彼が拾った車のあとを尾つけるようについてゆく。町では話をしたり、時々一緒に食事をしたりもするようになったが、それでもルードは頑がんとして、レティシアたちの車に乗ることは拒きよ否ひし続けていた。

　──こんな所でこんなことをしてる場合じゃないのに──

　日々が過ぎれば過ぎるほど、レティシアの中に生まれた焦しよう燥そう感かんは、少しずつ、その大きさを増してゆく。

　脳のう裏りにはずっと、メニィのことが引っかかっていた。

　このくそ暑い中、助手席で、なぜか始終楽しそうにしている少女。自分が抱かかえた運命の重さを知ったふうもなく。

　なんとかしてやらなければならない。

　そんな思いが、始終レティシアの胸の裡うちに在った。
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　むろんのこと──

　たとえ今、ルードの護衛から解放されたとしても、メニィの問題が解決するわけでもない。それはレティシアにもわかっているのだが……

　ともあれ。

　今日も今日とて彼女たちは、わりと大きな町の端はしで、ルードがヒッチハイクの車を停とめようとしているのを、やや距きよ離りを置いてじっと眺ながめていた。

　……レティシアたちの乗るこの赤いオープンカーは会社のものなのだが、装備課のシュミ人がおかしな嗜し好こうの持ち主で、曰いわく、『オープンカーに幌ほろの屋根なんて美学に反する』。

　よって、この車にはそもそも幌がついていないのだ。

　雨でも降れば大だい惨さん事じだし、今日のような日も、幌を閉じてエアコンで涼すずむ、ということができない。

　建物が作る日ひ陰かげに停めてはいるが、いやになるほどの暑さが、ほんの少し和やわらぐ程度のことでしかない。

　無む為いな時間とこの暑さ。いらつきは、少しずつだが確実に募つのってゆくばかり。

「……ねー、レティ」

「何よ」

　メニィの呼びかけにも、つい不ふ機き嫌げんに答えてしまう。

「あの車、変」

「車？」

　言われてメニィの視線を追う。

　陽かげ炎ろうの中をのびる道。行き交かう車の群。

　そんな群の中に、シルバーグレイの大型ワゴン車が一台、交じっていた。

　すべての窓に黒いフィルターがかかっており、車内の様子は全く見えない。

　まあ、それはいいとしても──

　ナンバープレートにテープが貼はられ、覆おおい隠かくされているというのは、さすがに見過ごせないポイントである。

　車はまっすぐ、ルードの方へ向かってゆく。

　レティシアはアクセルを踏ふみ込んだ。タイヤを軋きしませ急発車。

　グレイのワゴンが加速する。ルードのところに届くのは、向こうの方がわずかに先か。

　気配を感じ、ルードが振り向く。急ブレーキの音とともに、ワゴンのサイドドアがスライドし──

　黒服の男が四人、彼のまわりに降り立った。

　中の一人が、有無を言わさずルードに手を伸のばし──

　ぎャキキィィぃぃぃっ！

　けたたましい音とタイヤが焼けるにおいを引きずって、赤い車がそこに割り込む。

　停まりきるより早く。

　助手席から飛び出た影かげが、ルードと、男たちとの間に立ちはだかった。

　男たちに比べれば、あまりにも小さい。

　前に立たれた黒服の男は苦く笑しようした。

「どきな。ガキ」

　言うと同時に腕うでをひと振ふり。

　しかし、振りきるその前に──

　どっ。

　鈍にぶい音を立てアスファルトの上に転がっていたのは、黒服の方だった。

　倒たおれた男もその仲間たちも、一いつ瞬しゆん、理解できなかった。飛び出した、せいぜい十五、六にしか見えない少女──メニィが、いともたやすく男をなぎ倒したのだ、ということを。

　理解できず、動きが止まったその時。

「動フかリなーいでズ」

　レティシアの声が響ひびいた。

　車から降り立った彼女の手には、男たちに向けられた一丁の銃じゆう。

　男たちの方も銃くらい持っているかもしれないが、抜ぬく時間をくれてやるつもりはない。

　勝負はついた。

　レティシアが思った、その時。

「伏ふせてっ！」

　響いた声はメニィのものだった。

　レティシアが何も考えずに従ったのは、その声に含ふくまれていた、らしからぬ緊きん迫ぱくの響きのせい。

　レティシアの視界に何かの影。身を低くした頭上を風が薙なぐ。流れた髪かみが叩たたかれる感覚。そして右手に──痺しびれ。

　手にしていた銃が路上を滑すべる。

　転がるように距離を取り身を起こし、彼女ははじめて、相手を見た。

　黒服たちとは別のドアから出てきたのだろう。路上に飄ひよう然ぜんと佇たたずむ黒い影。

　体型からすると男。長身を黒いボディ・スーツに包み、その顔も、目の部分だけを出したマスクで覆い隠している。

　……！

　動どう揺ようがレティシアを捕とらえた。

　男は──彼女が知っている人物に、ひどく似ていた。

　むろん、隠された顔は見えない。だが、マスクから覗のぞく両の目は、右と左とで瞳ひとみの色が異なっていた。

　同じ特とく徴ちようを持つ人物を、彼女は知っていた。

　そう考えて見てみれば、体格などもその人物と同じに見える。

　シェリフスター・カンパニー、キャンペーン部二課、イーザー＝マリオン。

　だが、同どう僚りようのはずの彼がなぜ？　いや、ありえない。ならば単によく似た別人か？　あるいは──

　動揺と混乱に、一瞬動きが止まった彼女に向かい、黒ずくめの男は無造作に歩み寄る。

　男の足が──動いた。

　硬かたい音。視界が黒に染まる。

「レティ！」

　メニィの呼びかけに、レティシアはようやく我に返り、状じよう況きようを理解した。

　黒ずくめがレティシアに向かって放った蹴けりを、とっさに割って入ったメニィがガードしてくれたのだ。今、目の前にあるのは、メニィの黒いスーツの背。

「ありがと！」

　言いながら横に跳とび、あらためて状況を確かめる。

　黒ずくめに対するメニィ。やや離はなれて、黒服数人に囲まれたルード。黒服四人はまだ状況が把は握あくできていないのか、三人は突つっ立ったまま、一人はいまだ地面に転がったまま、黒ずくめとメニィの方に目をやっている。

　とはいえ、ほどなく本来の目的──ルードの誘ゆう拐かいだか何だかを思い出し、その実行に移るだろう。

　そうは、させない。

　黒ずくめの相手はメニィに任せることにして、レティシアはルードの方に向かって駆かけ出した。

　その動きをきっかけに、黒服たちも我に返る。

　二人がルードに手を伸ばし、倒れていた一人があわてて身を起こす。残る一人はレティシアの行く手に立ち塞ふさがった。

　にやけた笑えみすら浮うかべつつ、目の前の男は右手を伸ばして来る。

　こちらを、丸まる腰ごしの女一人と甘く見ているのだろう。たしかに黒ずくめの攻こう撃げきで、手にしていた銃は離れた場所に転がっている。

　しかし──

　レティシアは男の手首を左手で取り、右手を男の首筋に当てる。

　ばぢっ！

　小さな音と小さな閃光。彼女が手にはめているスタン・グローブが生み出した電撃は、目の前の黒服をあっさり昏こん倒とうさせた。

　その向こうでは、黒服二人がルードに摑つかみかかる。

　まず一人がルードの腕を取り──

「──ぐあっ!?」

　片手をねじり上げられて、悲鳴を上げたのは、しかし黒服の方だった。

　どうやらルードも護身術の心得くらいはあるようだった。

　レティシアは、身を起こしかけていた男の背中を踏み台にジャンプ。ルードに迫せまっていたもう片方の頭頂部に、靴くつの踵かかとを叩き落とす。

　ルードのそばに駆け寄り、振り向くと──

　目の前に、黒い影がいた。

　影が反転し、蹴りを放つ。それを、影のすぐ後ろに迫ったメニィが腕でブロックした。

　メニィの体が宙に浮く。

　いつの間にか黒ずくめが、メニィのマークを振り切って、レティシアの背後に迫っていたらしい。それをメニィが追い、黒ずくめが迎むかえ撃うったのだ。

　数メートルを飛んでメニィが着地する。自ら跳んで、ある程度衝しよう撃げきを殺したのだろうが……それをさし引いても、黒ずくめの一いち撃げきが尋じん常じようなものでなかったのは明らかだった。

　ガードを解いたメニィの目の前に──黒ずくめがいた。メニィが跳ぶのと同時に地を駆けて、距きよ離りを保っていたのだ。ダッシュの加速に拳こぶしを乗せて──

　どッ！

　にぶい音とともに、拳が腹に突き刺ささる！　少女の体が「く」の字に折れた。

「──メニィ！」

　レティシアが悲鳴を上げたのは、今度こそ、受け身も取れずに吹ふっ飛ばされたメニィが、路上に転がったあとだった。

　ゆっくりと──

　黒ずくめが視線を向ける。

　レティシアは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくした。

　ありえない。

　普ふ通つうの人間が、格かく闘とう戦せんでメニィを圧することなど。

　なにしろ彼女は、戦うために、遺伝子操作で生み出された者なのである。

　今の二人の攻こう防ぼうにしても、格闘技をある程度習得したレティシアでさえ、離れて見ていて、状じよう況きよう理解がやっとという速さでのことだったのだ。

　こんなことができるのは──

　黒ずくめは無言のまま。

　左右色の違ちがう瞳ひとみで、じっとレティシアを睨ねめつけた──







　　　２




　それは、対たい峙じに見えたかもしれない。

　だが、違う。

　勝てない。

　その思いだけが、レティシアの脳のう裏りを占しめていた。

　覆ふく面めんの奥から自分を見つめる、左右で色の違う瞳。視線を合わせているだけで、体の芯しんから熱が奪うばわれてゆくような感覚。

　蛇へびに睨まれた蛙かえる、という言葉がある。

　目の前にいるのは『敵』などではない。自分の未来を摘つみ取る者なのだ。男が動いた時こそが、自分の命が終わる時なのだ。そんな、妄もう想そうじみた奇き妙みような確信。

　体が動かぬ──いや、動かそうという意思すら湧わかぬまま、レティシアはただ、硬こう直ちよくしていたのだった。

　黒ずくめの男が動いた。

　身を沈しずめ、レティシアの方に向かって地を蹴けろうとした、その瞬しゆん間かん。

　残像が。

　視界を横切った。

　それがエネルギーガンによる狙そ撃げきなのだと理解できたのは、黒ずくめが大きくよろけ、視線を左──レティシアから見て右に送ったからだった。

『退ひく』

　意外なほどにあっさりと。

　くぐもった声で宣言すると、黒ずくめはグレイのワゴンに向かって駆ける。

　残る黒服たちが、呆然とそれを眺ながめた。

　彼らには退たい却きやくの理由が理解できなかっただろう。狙撃者の存在に気づいてさえいないのだから。

　それに、退却を宣言されても、対応できる状態でもなかった。

　四人のうち、二人はレティシアのスタン・グローブと踵かかと落おとしで完全に意識を失い、一人は意識はあるものの地に這はわされ、もう一人もルードに片かた腕うでをねじり上げられている。

　かまわずに、黒ずくめはワゴンの助手席に乗り込んだ。

　ほぼ同時に、右の路地から人ひと影かげが二人、駆け出して来る。

　あたりを素す早ばやく見み渡わたして──
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　……ワゴンの中で何があったのだろうか。黒ずくめが車内に姿を消してから、わずかな沈ちん黙もくがあり──

　がくんっ、と車が大きく揺ゆれると、運転席のドアが開き、男が一人、路上に転がる。

　間を置かず、タイヤを軋きしませ、ワゴンが発車した。

　路地から現れた人影の片方──銀色の長い髪かみをした男が、手にした銃じゆうを無造作に持ち上げ、狙ねらいをつけた様子もなしにトリガーを引いた。

　仲間のはずの黒服たちには目もくれず、走りはじめたワゴンに向かって。

　光が迸ほとばしる。

　それはワゴンの車体を直ちよく撃げきし──脆もろくはじけ散る光球となった。

　耐ビームコーティング。

　どうやら普通の車ではないようである。おそらく組織の連中が、抗こう争そうなどの荒あら事ごとに使うための特注品か何かだろう。

　銀ぎん髪ぱつは、続けて一撃を窓に向けて撃うつ。

　黒いフィルターのかかった窓に穴あなが空くが──運転が乱れる気配すらない。

　銀髪は銃口をわずかに動かし、タイヤを狙おうとして──

　そこで銃撃を断念した。

　視線を向け、レティシアはそのわけを理解した。

　地上の騒さわぎなど知らぬげに、照りつける太陽。

　はや陽炎かげろうが、去りゆくワゴンの姿をゆらめかせはじめている。これで正確な射しや撃げきが望めるはずもない。

「……う……」

　路上で上がった小さな呻うめきに、彼女ははじかれたように視線を向けた。

　さきほど黒ずくめに蹴り倒たおされたメニィが、ゆっくりと身を起こすところだった。

　影がメニィの上にさす。

「無事か」

　左右、色の違う瞳でメニィを見下ろしながら、銀髪の男──レティシアたちの同どう僚りよう、イーザー＝マリオンは呼びかける。

　その声は、さきほど黒ずくめが漏もらしたものと同じ音色を持っていた──




「メニィ！」

　声が出ると同時に体は動いた。

　レティシアは、道路の上に半身を起こしたメニィに駆かけ寄ると、

「大だい丈じよう夫ぶ!?　どこか……！」

　──どこか痛むところはない？

　何気なく口走りかけたセリフを飲み込む。

　彼女が痛覚を除去されているのだと思い出して。

　痛いか、と聞けば、痛い、と答えるだろう。以前誰だれかに、そう言えと教えられた通りに。

「……どこか苦しいところはない!?」

　言葉を変えて問いかける。

「……おなかとか。でもだいじょうぶ」

　痛みを知らぬ身でも、やはりこれはこたえたのか、わずかに眉まゆを曇くもらせ──それでもメニィは立ち上がりながら、無理矢理笑えみを浮うかべて答えた。

　レティシアの脳のう裏りを、一いつ瞬しゆん、内ない臓ぞう破は裂れつ、などという不ふ吉きつな単語が駆け抜ぬけた。

「あとで医い療りよう用カプセルで、ちゃんとチェックしましょう」

「……そりゃあずいぶん……親切なことで」

　聞こえた声を揶や揄ゆと受け取り、レティシアは相手に視線を送る。

　その先にいるのは、長い金髪の少女。

　イーザーとともに現れた、彼のパートナー、名はサミィ＝マリオン。

　メニィ。イーザー。サミィ。

　同じマリオンの姓せいは、しかし血けつ縁えんを意味しない。

　それは操マリりオネ人ツ形トの忌いみ名。メニィと同じく、遺伝子操作によって生み出された生体兵器バイオウエポンという運命さだめの刻印。

　そして彼女、サミイは、自分が置かれたその状じよう況きようから、ことあるごとにレティシアにつっかかるようなそぶりを見せていた。

　いつものレティシアなら、そんな態度も黙だまって受け流しただろう。しかし今の彼女に、そのゆとりは、ない。

　挑いどむようにサミィを睨にらみつけ、

「どういうことよ？　なんであなたたちがここに？」

　いつもと違ちがうその反応に、サミィはやや面くらったような表情で、

「どう……って……

　ご想像の通り。陰かげからそっちをバックアップしてたのよ」

「陰から？」

「そういう命令だし。

　……まあ、くわしい事情はあとで話すけど。

　とにかく今は、それより先にやることがあるでしょ？」

　言うとサミィは、ワゴンから落とされた男に歩み寄り──一いち瞥べつすると声を上げた。

「……あー。こりゃダメね」

　運転席から放り出された男は、首を妙みような格かつ好こうにねじ曲げ、灼やけたアスファルトの上で、もはやぴくりとも動かない。

　何があったのかは想像に難くない。車を出せと指示する黒ずくめに、黒服たちを見捨ててはいけない、とかなんとか反論し……その結果、こうなった。

「こっちにも説明して欲しいな」

　口を開いたのはルードだった。

　いまだに黒服のうち一人の腕うでをねじり上げてはいるが──黒服は、もはや抵てい抗こうするでもなく、馬ば鹿かのようにぽかんと口を開け、イーザーをただ眺めていた。

　ルードは、レティシアたちを順に見やり、

「服を見れば、あんたらがお仲間だ、ってのはわかる。

　けど、あんたらの連れん携けいが取れてないってのはどういうことだ？

　あんたらだけじゃない。

　こいつらだって。車に乗って逃にげた男と、仲のいいトモダチ、ってわけじゃあなさそうだ」

　彼は、捕とらえた黒服の男を目で指す。

　沈黙が落ち──

「──確実に言えるのは──」

　口を開いたのはレティシアだった。

「かなりやっかいなことになった、ってことだけよ」

　──遠くから聞こえはじめたパトカーのサイレンは、徐じよ々じよにその大きさを増しつつあった……




　グレイのワゴンは右へ左へ道を折れ、時には意味なくまわり道をして──

　やがてタイヤを停とめたのは、薄うす汚よごれた路地の一角でだった。

　尾び行こうがないのは確かく認にん済みである。

　車内にただ一人残った黒ずくめは、そこではじめて、覆面マスクを取った。

　銀色の短い髪。端たん整せいな顔立ち。左右で色の違ちがう瞳。

　髪の長さこそ違えども、それは、離はなれた場所にいるイーザー＝マリオンと同じ顔。

　体を動かし、自身の肉体コンディションをチェックする。

　さきほど狙そ撃げきされた時、一撃は背を薙なぐようにかすめ、浅く肉を灼やいていた。痛みはあるが活動に支障はない。

　車内に置いてあったジャケットを着ると、その内側から携パー帯ソナ電ル・フ話オンを取り出し、ある番号をプッシュした。

　しばらく待って、つながると、

「釣つれなかった。餌えさだけを持って行かれた」

　相手はしばし沈ちん黙もくし、

『釣りのマナーを守りましょう。ごみはきちんと片づけて』

　返ってきたのは、合成音声による、キャンペーンＣＭのようなフレーズ。

　それで、意味は理解できた。

　銀ぎん髪ぱつの男はパーソナル・フォンの電源を切ると、車を置いて通りをまわり込み、とあるビルの玄げん関かんへと向かった。

　あたりに人通りがないのは、近所の住民たちも知っているからだろう。そのビルに入っている連中の、よからぬ素す性じようを。

　数や規模は違えども、犯罪組織などというものは、ほんの少し大きな町にならどこにでもある。

「今帰った」

　玄関ドアの入り口で。男はインターホンに向かって言う。

『……他ほかのは？』

　やや間を置いて、スピーカーから返ってきた声には疑念の響ひびき。

　頭上では監かん視しカメラがＲＥＤランプを灯ともらせて、銀髪の男をじっと見つめていた。

「それも説明する」

　男は、そうとだけ言った。

　逡しゆん巡じゆんがあったのか。それとも単に物理的なタイムラグか。しばし経たってから玄関のドアが開いた。

　男は迷わずそこをくぐる。

　スモークのかかったガラスにしか見えないドアは、しかし男から見れば、分厚い耐たい熱ねつ防ぼう弾だんガラスだと知れる。

　二重になったドアの先はロビー。そこには、数人の男たち。

　首から身分証をぶら下げているわけでもないが、彼らがどういうたぐいの人間なのかは、その身に纏まとう空気ではっきりとわかる。

　銀髪の男はざっとあたりを一瞥すると──

　黙って『作業』を開始した。

　ジャケットの下から銃じゆうを抜き出す。

　右に小型のレーザーガン。左にやや大ぶりなビームガン。

　まわりにいた男たちが何かの反応をするよりも早く。

　光は、男たちの眉み間けんを割さいて頭ず蓋がいを穿うがち、脳を灼いていた。

　銀髪は大おお股またで奥へと進み、エレベーターに乗り込むと二階のボタンを押す。

　箱の天てん井じようを見上げ、見つけた小さな黒い丸──エレベーター内の監視カメラに向かってトリガーを引いた。

　二階に着き、ドアが開き──

　警報のベルは、その時になってやっと響いた。

　そこにたむろしていた連中が事態を理解するより先に。銀髪の銃が吐はき出した破は壊かいの光が、男たちを沈黙させる。

　撃うって来る者もいるにはいたが、混乱と恐きよう怖ふは容易に人間の手元を狂くるわせる。見当違いの方向に弾丸を飛ばした次の瞬しゆん間かんには、銀髪に撃ち倒たおされていた。

　次。

　エレベーター内部の三階のボタンを押すと、自身は乗らず、足音を殺して廊ろう下かを渡わたり、階段を一気に駆かけ上がる。

　三階のエレベーターホールで、無人の箱に向かって銃を構える男たちを後ろから仕留めるのは、さして難しいことではなかった。

　同じフロアにある監視カメラを殺すと、四階への階段を途と中ちゆうまで上り、踊おどり場のカメラも潰つぶす。

　一いつ旦たん引き返し、エレベーターで四階のボタンを押すと、やはり乗らずに階段に向かう。

　四階の相手はこれで、エレベーターと階段、双そう方ほうに戦力を分散させたはずだ。

　踊り場までの高さと距きよ離りを確かく認にんし、階段の下に背を向けて立つと──

　床ゆかを蹴ける。

　次の瞬間。銀髪は、踊り場に着地していた。

　普ふ通つうの人間には成し得ない跳ちよう躍やく。

　正面左に下へと続く階段。正面右に上へと続く階段があり、そこには数人の男たちが、呆ほうけたような表情でこちらに目をやっていた。

　男たちからすれば、銀髪は、いきなり踊り場に出現したようにさえ見えただろう。

　気をとりなおすスキを与あたえず、立て続けにトリガーを引いた。

　光は壁かべを穿ち扉とびらを穿ち柱を穿ち男たちの肉体を穿つ。

　間を置かず階段を駆け上がり、エレベーター前の部隊を一いつ掃そう。

　四階にある監視カメラもことごとく破壊して、ついでに各部屋を回り、丹たん念ねんに生き残りを処分してゆく。
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　残るは五階。最上階。

　目もくする相手はそこにいる。

　だが、銀髪は知っている。階段に面した五階の非常扉が常に閉められていることを。扉に、高い防ぼう弾だん機構があることも。

　監視カメラのモニタールームもそこにある。おそらく全員、もはや事情を理解して、そろそろ冷静さも取り戻もどし、エレベーター前で銃器を構え、手ぐすね引いて待っているだろう。

　銀髪は視線を巡めぐらせる。

　無人となったエレベーターホール。

　たった今、自分が倒した男たち。中には、実じつ弾だんタイプのマシンガンや、手しゆ榴りゆう弾だんまで持っている者もいた。

　利用させてもらうことにして、武器を回収し、一旦それを廊下へと置く。

　銀髪は、エレベーターホールの天井に向けて、立て続けにレーザーガンのトリガーを引いた。

　むろんそれだけでは分厚い構造材を貫かん通つうするには及およばなかったが、指が入る程度の穴を空けることはできた。

　銃身をジャケットの中にしまい、作業を開始する。

　そばにあったテーブルを引きずり、上に登る。ジャケットのすその片かた端はしを開け、中に仕込まれていた白い粘ねん土どを絞しぼり出し、適当な大きさにちぎり取る。

　ジャケットの内ポケットに隠かくされた、大きめのカプセル剤ざいのような装置を取り出す。はさまった絶ぜつ縁えんシートを引き抜ぬくと、ちぎった粘土でまわりをくるみ、さきほど空けた天井の穴に詰つめる。

　そんな作業を、穴の数だけ手早く行うと、エレベーター内の五階のボタンを押し、やはり乗らぬまま身を引いた。

　無人のエレベーターが動き出す。真上では皆みなが、銃じゆうを構えて、その到とう着ちやくを待ちわびているはずだった。

　銀髪は廊下へと退さがり、ポケットの中に隠された回路をつなぐ。

　天井に埋うめた、カプセルと粘土が反応した。

　Ｃ─４。俗ぞく称しようプラスチック爆ばく弾だん。

　並の衝しよう撃げきや熱には無反応で、持ち運ぶだけならほとんど無害なそれも、雷らい管かんを挿そう入にゆう・起動させれば──

　どン！

　鈍にぶい轟ごう音おんがビルを揺ゆらした。

　無造作に見えて正確に穿うがたれた穴。そこで同時に起きた爆ばく発はつは、天井を──上にいる者にとっては床を、一気に崩ほう壊かいさせた。

　瓦が礫れきに続いて落ちてきた、コンクリートとは異なるものを、銀ぎん髪ぱつが、サブマシンガンで薙ないでゆく。濃こい土つち煙けむりの漂ただよう中では、レーザーやビームよりも、この武器の方がよほど使い勝手がいい。

　煙けむりの向こうには何も見えないが、しかしそれでも銀髪は、自分がトリガーを絞るそのたびに、誰だれかの命が失われてゆくのを感じ取っていた。

　上の残った部分にいた連中が、半ばパニックを起こしながら、むやみに銃を乱射している。だが土煙の上がる中、ほとんどが見当違ちがいの方向に向かい、銀髪には当たる気配すらない。

　銀髪は、置いておいた手榴弾のピンを抜くと、三つ半を数えて割れた天井の上にほうり投げた。

　放物線を描えがいたそれが、五階の床にごとりと落ちる──見えはしなかったが、その映像は、はっきりと銀髪の脳のう裏りに浮うかんだ。

　爆発。

　小さな瓦礫の雨がおさまるのを待って、消えぬ土煙の中へと突つっ込む。見当できびすを返すと、安定しない足場を蹴って跳躍し──

　五階の廊下に着地した。

　駆ける。

　煙を瞬しゆん時じに抜けると、そこはぶち抜きの広い部屋。

　壁にはモニターが並び、まだ男たちが六人ばかり残っていた。

　相手が反応するより先に、手にしたマシンガンで薙ぐ。

　壁ドドがドドはドドじドドけドドモドドニドドタドドードドがドド割ドドれドドガドドラドドスドドがドド散ドドりドド人ドドがドド跳ドドねドド血ドドがドドしドドぶドドきドド火ドド花ドドがドド散ドドりドド。

　硝しよう煙えんの奥ですべてが動きを止めた頃ころ、銀髪はようやく引き金から指を離はなした。

　倒れた男の一人に歩み寄る。

　自分たちの素す性じようやつながりを知っているのはこの男──この、小さな組織のボスだけのはずだった。

　サブマシンガンのモードを単発射しや撃げきに切り替かえて──

　男の額に向けて、一度だけ引き金を引いた。

　靴くつ先で男のスーツをひろげ、パーソナル・フォンを探さぐり──こちらの番号をメモリーしている可能性もある。それにも一発。

　これで、ざっと『作業』は片づいた。銀髪は借りもののマシンガンを放り出す。

　指し紋もんを気にする必要もない。ここに来てから一度たりとて、手て袋ぶくろを外したことはない。

　あとは、まだ息のある連中を丹たん念ねんに潰つぶし、外に残った車も処分すればいいだけである。

　銀髪は早さつ速そく、残る『作業』に取りかかった。




　二度、同じ事を聞かれ、二度、同じ事を答えた。

　三度目を聞かれても、レティシアは、別に腹も立てなかった。

　警察とはこういう所だと知っていたからである。

　三度同じことを答えて、ようやく彼女は取り調べから解放された。

　町にある警察署である。

　──誰が騒さわぎを通報したのかはわからないが、ともあれ人が一人、殺されたのだ。

　やって来た警官たちがレティシアたちに同行を求めたのは当然だろう。

　警官たちが来るのがもう少し早ければ、黒ずくめが逃にげたワゴンを追え、と言うこともできただろう。

　逆にもう少し遅おそければ、捕つかまえた黒服連中を締しめ上げて、あれこれしゃべらせることもできたかもしれない。

　レティシアたちにとって、ここで警察と関わるのは時間のロスでしかなかった。とはいえ、押しかけて来たパトカーの前で逃げたり抵てい抗こうしたりしようものなら、余計話が面めん倒どうになるだけである。

　そこで結局、おとなしく取り調べを受けることとなったのだった。

　時間のロスを節約するコツは簡単。正直にしゃべればいい。それだけである。

　むろん──全部を語る必要はないが。

　自分たちがトラブルシューターだということ。高額遺産を相続する予定のルードを護衛していること。相手はその話をどこかから聞きつけて来た悪党ではないか、ということ。

　そう語ると、取り調べの警官はうなずいて言った。

　確かに──殺された男を含ふくめ、黒服たちの全員が、この町にある小さな組織のメンバーだと。

　人が死んだにもかかわらず、この程度の取り調べで終わったのは、相手がそういった連中だったからだろう。

　レティシアが署のロビーに行くと、雑然たる人ごみの向こうに、安物のソファに腰こしかけたサミィの姿があった。他ほかの皆みなはまだ取り調べが終わっていないのか、あたりに姿は見当たらない。

　サミィの全身から、実体化しそうないきおいで噴ふき出す不ふ機き嫌げんなオーラのせいか、隣となりの席は空いている。

「…………………………」

　レティシアは一瞬ためらったが、ここでサミィを避さけても、それはそれで彼女の神経を逆ナデすることになるだけだろう。ロビーを横切り、サミィの隣に腰かけた。

　わりと大きな町ではあるが、都市と呼べるほどの規模でもない。だがこんな町でもトラブルの種は絶えないのか、そこそこ広いはずのロビーは、行き交かう警官やら連行される奴やつやら被ひ害がいを訴うつたえる者やら苦情の持ち込みやらで埋まっている。

　ざわめきがロビーを満たし──

　だが、レティシアとサミィの間にはまだ会話がない。

　サミィがレティシアに気づいていないはずもない。しかし彼女は、無視しているのか、それとも単に話題がないだけなのか、口を開こうとしない。

　むろんそれはレティシアの方とて同じことなのだが。

　一人で黙っているよりも、二人で会話がない方が、その沈ちん黙もくは痛い。

　感情表現がへたなレティシアにとっては、慣れた痛みではあったが──だからといって、このまま黙だまっておいていいものか。

　話すべきことはいろいろある。しかしそれは、今話すべきことなのか。あるいは全員が揃そろうのを待ってから話すべきことなのか。
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「──車で逃げた黒ずくめの男──」

　結局のところ。

　視線をぼんやりと前の人ごみに向けたまま、先に口を開いたのはレティシアだった。

「見た？」

　──イーザーに似ていた。

　もしもそう言えば、サミィは怒おこり出すかもしれない。

　そう考えて尋きいたのだが──

　サミィもやはり、レティシアの方を見もせずに、

「イージス、ね」

　こともなげに言われ。

　レティシアは、驚おどろいてサミィに目を向けた。

　彼女の白い横顔には、何の表情も浮かんではいない。それでいて、不機嫌のオーラが一層その強さを増したような気がする。

「……イージス？」

　予感を込めてその名をつぶやく。

　意味はいくつかある。神話に出てくる神の盾たて。艦かん船せんの種類。

　しかし今、レティシアが感じたのは別の可能性。

　サミィが振り向く。ま近で見る碧みどりの瞳ひとみには、憎ぞう悪おの色さえ浮かんでいるような気がした。

「まさか、そんなもの知らない、なんて言わないわよね」

「どういうことよ」

　瞳の怒いかりが濃こさを増す。

「とぼけるつもり？」

　レティシアの胸の裡うちに、小さないらつきが生まれる。何の話をしているのだ？

「あたしは別に何から何まで全部を知っているわけじゃあない。

　何の話よ」

　サミィはわずかに身を引いた。まるで何かにひるんだかのように。瞳に浮うかぶ色は、とまどいへと変わっていた。

　彼女は小さく吐と息いきをついてから、

「……報告書を読んでないの？　エシードラの衛星ラボでの件」

「報告書は上が読むものよ。

　それともあなたは、あたしの書いた報告書を読んだことがあるの」

　レティシアは言った。

　彼女は前に、サミィたちのチームの活動が知りたくて、報告書が読みたいとかけあったことがあった。

　しかし兄──社長のティモシーの答えは、まずは読む目的を文章で提出してくれ。妥だ当とうかつ必要と判断すれば閲えつ覧らんを許可する。というものだった。

　見られたくないことでも書いてあるのか、とつついてみたが、兄妹だからこそこういうけじめはつけておく必要がある、と返され、結局そのままである。

　サミィはまじまじとレティシアを上から下まで見つめ、ちらりとあたりに視線を走らせてから、

「……あの事件で、あたしとイーザーは『イージス』たちに出会った。

　クロフトの生み出した……

　イーザーの……量産クローンよ……」

　呻うめくように言って目を伏ふせる。

「──」

　息を吐はき、レティシアは沈黙した。

　呼こ称しようからなんとなく想像はしていた。

　メニィとサミィ、そしてイーザーがプロト・タイプの遺伝子ジーン・操作バイオ生体兵器ウエポンだと知った時点で、いずれこういう時が訪れるだろうということも、予想はしていた。

　だが。それが現実のものとして、目の前につきつけられた時。

　自分はどうすればいいのか。自分に何ができるのか。

　ふたたび息を吐き、言葉を紡つむぐ。

「なら……たぶんあなたたちも知らないはずね。

　あたしでさえ聞かされていなかったんだから……

　あの子──メニィが、痛覚を除去されている、ってこと」

　サミィの沈黙と硬こう直ちよくは、しばし続いた。

「──痛……覚が、ない……？」

　その意味が理解できないわけではなく、ただ──信じられないのだろう。

「何よ……それ……」

　彼女は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　そのまましばらく沈黙して──

「でも、あなた──」

　何かを口にしかけ──彼女はまた、沈黙する。

「お互たがいに……いろいろ知らされてないことがあるようね……」

　かわりに──と、いうわけでもないのだが。レティシアは言った。

「どうやら……いろいろ情報交こう換かんをする必要がありそうね。

　とりあえず、みんなが揃そろってから──」

　ざわりっ、と。

　ロビーの空気がざわついたのは、その時だった。

　警官たちの動きが目に見えてあわただしさを増し、何人もの制服警官が次々と外に駆かけてゆく。

　レティシアはその中に、さきほど自分を取り調べていた警官の顔を見つけ、

「何があったの！」

　張り上げた声に、まだ若い警官は、彼女の方に小走りで駆け寄ると、

「いい報しらせが二つある。

　あんたたちがリベンジされる心配はなくなった。

　もう一つ。あと一日二日、この町にいてもらうことになりそうだ。いい町だから気に入るはずだ。

　詳くわしくは夕方のニュースでも見な」

　口早に言うと、そのまま他ほかの警官たちとともに駆け出してゆく。

『……………………』

　レティシアとサミィ、二人は同じ想像を抱いだきつつ、じっと顔を見合わせたのだった。




　着き飾かざった男たちや女たちのその中で。

　Ｊ＝ベックマンは、もともと持ち合わせの乏とぼしい愛想という奴やつを精せい一いつ杯ぱいふりまいていた。

　こういった豪ごう奢しやなパーティーは、いまだ好きにはなれなかったが、それでも慣れるには慣れた。

　他人のあらさがしをすることでしか食いつなげないマスコミや、それを鵜う吞のみにする低能どもには理解できないことだろうが、社会の中で責任ある立場の人間にとっては、こういったパーティーに参加することもまた、仕事のうちなのである。

　少なくとも、ベックマンはそう認にん識しきしていた。

　マイナー政治家が開いた、金だけはかかっているが魅み力りよくには乏しいパーティー。しかし出席者名めい簿ぼに大物政治家たちの名が並んでいるとなると、やはり出向かぬわけにもいかない。

　服やアクセサリーを誉ほめその妻の美しさを讃たたえ相手に興味があるふりをする。

　それで、運良く大口の仕事でも飛び込んで来ればもうけもの。はたからは、着飾って料理を食べて雑談をしているようにしか見えなくても、彼にとっては営業である。

「ミスター」

　後ろから声をかけられたのは、今も影えい響きよう力を持つと囁ささやかれている元国防長官と、ポーカーの話をしていた時のことだった。

「……なんだ？」

　いらつきを隠かくして振ふり向き、問いかける。

　声で、相手が自分の秘書だということはわかっていた。三十にも満たぬ若造だったが、それなりには使える男だった。

　こんな時に声をかけて来るとは気のきかない話だが、こんな時であっても耳に入れておくべき報告がある──秘書はそう判断したのだろう。

　秘書はベックマンの耳もとに口を寄せ、つぶやいた。

「……魚は釣つれず。荷物を片づけて帰るそうです」

「──そうか」

　ベックマンはそうとだけ答えた。

　どうやら計画は失敗したようである。

　不ふ機き嫌げんの虫がまた、ざわつきはじめる。

　なぜ、しくじった？

　多少つきあいのあった現地の弱小組織など、もともとあてにはしていなかった。だからこそ、強力な猟犬イヌを助すけっ人ととして送りつけてやったというのに。

　尻しつ尾ぽを捕つかまれるようなへまはしていないのか？

　相手はどこまで気づいたか？

　いろいろなことを確認する必要がある。

　確かに、軽かろんじてよい話ではなかった。だが今すぐ動くというわけにもいかない。

　ふくれ上がる不安といらつきを押し殺し、顔面の筋肉を総動員して慣れない笑えみを作りながら、彼は政治家たちとの談だん笑しようを続けた。




『──では次のニュースです。カルガモの親子──』

　プツンッ。

　トップニュースを聞き終えると、レティシアはテレビを切った。

　リモコンをテーブルの上に放り出し、

「──と、いうことよ」

　言って、皆みなの方を振り向いた。

　ホテルの部屋にいるのは四人。レティシアとメニィ、サミィにイーザー。

　ルードは隣となりの部屋である。もっと安い宿でいい、と当人は主張していたが──

　セキュリティの甘いところだと、また昼間のようなことがあるかもしれない。そうなると、まわりの無関係な人間を巻き込むおそれもある──

　そう説得したレティシアの言葉に折れて、クロフト系列のこのホテルに泊ることを承しよう諾だくしたのだ。

　──警官が署で去り際ぎわに言った通り、一同はあと何日か、この町に滞たい在ざいする羽目になったのだが──

　その原因はたった今、ローカルＴＶのトップニュースでやっていた。

　壊かい滅めつしたのだ。昼間、ルードを襲おそった男どもが所属していた組織が。

　ビルは炎えん上じよう。生存者はなし。警察は、別の組織との抗こう争そうが原因と見ている。シロウトに毛が生えたようなアナウンサーは、興奮気味にそう語っていた。

「警察の見解が組織の抗争という線で固まったら、たぶん明日あたりにも出発はできるようになるでしょうね」

　レティシアの声には、ほんのかすかにいらつきが混じっていた。それを自覚しながらも、彼女はどうすることもできないでいた。

　正直、彼女としては一刻も早く、メニィに医い療りようチェックを受けさせたいのだ。
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　昼間の戦い。その後こう遺い症しようがないかどうかを確かめるために。

　とはいえ、そのあたりの病院にかつぎ込むわけにもいかない。メニィが普ふ通つうの人間ではないと見み抜ぬかれるかもしれないし、逆に見抜かれなかったとしても、普通の人とは違ちがう彼女に、普通の医者が適切な処置を行えるとは限らない。

　別の場所に待機させているシャトルを呼べば、そこの医療用カプセルでチェックを行うこともできるのだが……まさかこんな町の中で、シャトルそんなものを呼ぶわけにもいかない。

　幸い今のところ、当人に、特に異常はなさそうだったが。

「問題は」

　サミィが口を開いた。

「誰だれが『イージス』を操あやつってるか、よ。

　といっても……そんなことができるのは、限られてるわけだけど……」

　言ってレティシアにちらりと目を向ける。

　レティシアはそれにうなずくと、

「ええ。『誰が』と言えば、クロフト以外の答えは考えられないわ。

　手を組んでいた組織を潰つぶしてまで痕こん跡せきを消そうとしているのが、何よりの証しよう拠こよ。

　問題は『なぜ』よ。

　クロフトも一枚岩の組織じゃあない。内部抗争だってあるでしょう。

　たぶんそれが、こっちに飛び火したのよ」

「内部って……それじゃあどうするのよ？」

　サミィに問われて、レティシアはイスに腰こしかけると、サイドテーブルの上で電源を入れっぱなしにしていたハンディ・パソコンを手元に引き寄せ、キーボードを叩たたきながら、

「火の粉が来ないようにすればいいのよ」

　入力キーを押し込む。

　ハンディ・パソコンとしてはやや大型なそれは、装備課のシュミ人がつくり上げた意味不明アイテムのうち一つ。

　衛星軌き道どう上に待機している母船──レティシアたちの場合は『シューティング・スター』を介かいして、秘ひ匿とく回線での恒こう星せい間リアルタイム通信が可能という、体に悪い電波とかいろいろ出ていそうな機能がついている。

　コール先は、虚こ空くうをはるか隔へだてた先、シェリフスター・カンパニーの社長室。

　数度のコール音が響ひびいた後──

　画面に映し出されたのは、二十歳はたちを過ぎた金きん髪ぱつの男。

『やあレティ……うわっ？

　なんでみんな揃って？』

「襲しゆう撃げきを受けたわ。

『イージス』が出てきた」

　画面の向こうでのけぞる兄に、レティシアは一気にたたみかけた。

「い……イージス？」

「とぼけないで」

　言ってから、レティシアは、自分が、サミィに投げかけられたのと同じ言葉を使っているのに気づく。

「あたしたちにルードの護衛を依い頼らいした。

　それはいいわ。

　けど、サミィとイーザーに、陰かげからあたしたちのバックアップを命じていた。

　これはどう考えても、あたしとメニィだけでは手におえない相手の出現を前提としたものよ」

『ちょ……ちょっと待ってレティシア。

　つまりそのイージスというのは、量産タイプの呼こ称しようなわけだね？』

「やっぱり知ってるんじゃない」

『話に聞いたことはある、って意味だよ。正式名めい称しようは知らなかったけどね。

　……そうか……イージスか……あんまりひねりのない名前……』

「名前はどうでもいいのよ」

　ティモシーのつぶやきをぴしゃりと遮さえぎり、

「つまりは、知っていたのね」

『……可能性はある、とは聞いていたよ』

　言葉を選びながら、彼は言う。

『これはクロフト社からの護衛依頼なんだ。

　その時に言われたんだよ。

　チーム・モーニングスターをバックアップにつけろ、って。

　何も起きないかもしれないけど、へたをすればひどくキナくさいことになる、って……

　……そうか……量産タイプまで出てきたのか……』

「それで──」

　レティシアは、またまた一人でつぶやきはじめるティモシーに呼びかけ、現実に引きずり戻もどすと、

「その依頼、クロフトのどこから出たの？」

　問われて彼は──

　じっと、モニターのなかから真顔でこちらを見つめ、言った。

『わかってるだろう？　言わなくても』

　──やはり──か。

　レティシアは、無言で小さく唇くちびるを嚙かむ。

「……とにかく……

　ことはクロフトの内部抗争なんでしょ？

　とばっちりはごめんよ」

『同感だけど、とばっちりを防ぐためには、方法は一つしかないよ。

　これがクロフトの内部抗争だということ……つまり、イージスが動いている、という確かな証しよう拠こを手に入れること』

「……無茶は言わないで」

　レティシアは苦々しくつぶやいた。

　自分たちはイージスを見た。

　だがそんな主張は、他人にとって何の証拠にもならない。

　見み間ま違ちがい、勘かん違ちがいと言われればそれでおしまいである。

　体毛や血でも採取できれば、ＤＮＡ照合をすることも可能だが──

　イージスは、路上の戦いでは全身をスーツとマスクで覆おおっていたし、さきほどのニュースによれば、拠きよ点てんとしていた組織ビルには火が放たれている。

　いずれにしろ、ＤＮＡ照合が可能な何かが発見される可能性は低い。

　組織の生き残り──ルードを襲おそい、今は警察署に拘こう留りゆうされている四人に話を聞く、というのも無む駄だだろう。

　誘ゆう拐かいの実行犯としてこき使われるような連中が、イージスの素す性じようにつながる情報を持っているはずもない。

　イージスの素顔がイーザーにそっくりだった、という程度の話なら聞けるかもしれないが、そんな話が何の役に立つ？

　つまり。

　あれが本当にイージスだという証拠を摑つかむには、次の襲しゆう撃げきを待つしかないのだ。

　それがどれほど危険なことか。

　黒幕は今度のことで、レティシアたちのバックアップにイーザーとサミィがついていることを知った。そしてその人物は、イージスを動かすことができる。

　ならば。

　今度襲撃して来るイージスの数は、四人か、あるいはもっとか。

　いずれにしろ、そうなれば、レティシアたちの勝ち目は無いに等しい。

　にもかかわらずなんとかして証拠を……というのだから、どう考えても無茶である。

『無茶は……わかってるよ』

　苦々しく、ティモシーがつぶやく。

『けど、それじゃあ他ほかにどんな方法がある？

　クロフトのお偉えらいさんを集めて、やめてください、って頼たのむのかい？

　それとも、ルードを見捨てて仕事を放ほう棄きする？』

「………………………………」

　レティシアは唇を嚙んだ。

　それはそうだ。

　ティモシーに諭さとされてやめるような相手なら、最初からこんなことをやらかすはずもない。

　仕事の放棄は──論外。

　レティシアにとっては、『やめたやめた』で終わることなのかもしれないがそれはルードを見捨てることを意味するし、さらに言うなら、シェリフスターという組織自体がクロフトから切り捨てられる危険を生むことになる。

　もしそうなれば、メニィやサミィやイーザーが、生命維い持じのために必要としている薬品の供給も途と絶だえる。その先に待つのは、彼らの緩かん慢まんな死。

　つまりは結局──

　相手の尻しつ尾ぽを摑んで、動きを止める。レティシアたちに与あたえられたマシな道は、それしかないのだ。

　とはいえ、こちらの手札カードはあまりにも少ない。無いものねだりはしても仕方ないが、せめて情報くらいはもっと欲しい。

「……わかったわ……

　とりあえずこっちは仕事を続ける。

　けど、クロフト社内の力関係や、誰だれがイージスを動かせる場所にいるのか。

　そのあたりの情報をできるだけ集めて。

　早急に」

『わかった』

　それを別れの言葉にして、通信は終わった。

「……ちょっ……ちょっと待ってよ」

　抗こう議ぎの声を上げたのは、それまで黙だまって聞いていたサミィだった。

「大だい丈じよう夫ぶなの？　社長に任せて」

「大丈夫なわけないじゃない」

　迷わず断言。

　あの兄のことだ。なんだかいろいろな相手に、煙けむに巻かれて終わりそうな気がする。

「護衛は続ける。その間に、こちらはこちらで情報を集める」

　──どうやって──とは、サミィは尋きいては来なかった。

　かわりに。

「任せていいのね」

「……ええ」

　レティシアは小さくうなずいた。瞳ひとみに決意の色を込め。

　──どうやらいよいよ、向き合わなければならない時が来たようだった。

　父──クロフト・カンパニー代表取とり締しまり役やく、ランドルフ＝マイスターと。
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　レティシアとの通信を終え、ティモシー＝マイスターは大きく息をついた。

　太陽系は火星にある、シェリフスター・カンパニー本社。

　本社といっても自社ビルではない。

　そびえ立つ、クロフト系のテナントビル。その一角に間借りした、小さな事務所と形だけの社長室。それが、シェリフスター本社のすべて。

　内装の家具も、見た目は高級品揃ぞろいだが、手ざわりはそれをかなり裏切っている。

　成り立ちが成り立ちだけに、テナント料は法外に安く、セキュリティも万ばん全ぜん。しかしもちろんいいことずくめではありえない。

　たとえば普ふ通つうの通信は、親会社のクロフトに筒つつ抜ぬけと考えていいだろう。

　ティモシーがひと息つくのを待って。

『なかなか面めん倒どうなことになっているようだね。ティモシーくん』

　口を開いたのは、レティシアとの会話中、ずっと待たせていた通信相手だった。

　ティモシーは苦く笑しようし、今使っていたのとは別の小さなディスプレイに向きなおり、

「……お待たせしました。ハワード教せん授せい」

『かまわんよ。こちらが待つと言ったのだからな。

　しかし途と中ちゆうから、通信の内容をこちらにも聞こえるようにしたということは……

　助けがいるのかね？　ティモシーくん』

「手を貸していただけるんですか？」

　ティモシーはそう問いかけた。

　通信の相手は、彼の大学カレツジ時代の恩師。

　その恩師から送られて来た通信端たん末まつで話をしている最さ中なかに、さきほどのレティシアからの連れん絡らくが入ったのだ。

　さして大きくもない画面には、四十がらみで細ほそ面おもての男が映っていた。きらりと光る銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねに、白いものが混ざった黒い髪かみ。

　名は、ジョセフ＝ハワード。大学カレツジ時代はそう名乗っていた。今は確か──レヴィアン＝コラードの名を使っていたはずだ。たぶんどちらも偽ぎ名めいだろうが。

　レティシアがこのことを知ったら大おお騒さわぎになるだろう。彼女がかつて何度も相まみえたマッドサイエンティストが、兄であり上司でもあるティモシーと知り合いで、こうして話をしているなどと。

『無論、かまわんとも』

　コラードは満面の笑えみを浮うかべて言った。

『きみと私とが会話をしている時に、今の報告が入った。

　確率論的な偶ぐう然ぜんと片づけてしまえばそれまでだが──これは、機、なのだと私は考えるのだよ』

「機？　……運命のようなものですか？」

『そこまで大げさなものではないにしろ、何かの意味あること。良く転ぶのか悪く転ぶのかはわからんから、機会と呼ぶのも正確ではない。

　だから、機、さ。

　きみも似たようなことを考えたからこそ、今の会話を私に聞かせたのではないかね？』

「かも、しれませんね」

　言って浮かべる曖あい昧まいな笑み。

『私の理想は知っていると思うが……それに一番近いところにいるのはきみたちだ。クロフトではない。

　イージス、と言ったかね？　今、そんな模造品に舞ぶ台たいを台無しにされては困る』

「ですが、模造品とは言っても、弱いってわけじゃあありませんよ」

　ティモシーの指し摘てきに、コラードは余よ裕ゆうの表情で、

『無論わかっているよ。

　しかし、イージスという名前から察するところ、あの銀ぎん髪ぱつの青年のクローンかね？』

「そんなことまでご存じですか」

『まあ、ね』

　コラードは答えた。

　かつて彼はある件で、一方的にだが、サミィとイーザーの顔と名を知ることとなった。

　イージスの名から、それがイーザーのクローンだと推察するのは難しくない。

『ともあれ、そうなれば弱点は明白だ』

「弱点、ですか？　イージスの？」

『ああ。

　しかしそれを語る前に教えてくれ。

　なぜきみは、私と話をしている？

　私としてはいろいろときみに聞きたいこともあって、この通信端末を送りつけた。

　そちらに元からある通信端末を使えば、会話はおそらくクロフトに筒抜けになるだろうからね。

　しかしきみの方には、この端末に電源を入れないでおくことも、何も語らないでいることもできたはずだ。

　だがきみは電源を入れ、レティシアくんたちからの通信が入る前、こちらの聞いたことに素す直なおに答えてくれた。

　それどころか、レティシアくんとのやりとりさえ私に聞かせてくれた。

　大学カレツジ時代のきみは、私にとってはいい生徒だったが……きみにすれば、私に対してそこまでの義理があるわけでもないだろう？

　なら、なぜだ？』

「そうですねぇ……」

　ティモシーは、しばし、のほほんと考えて、

「あえて言うなら……退たい屈くつだったから、ですかね？」

『退屈？』

　コラードの眉まゆが寄る。

　対するティモシーは自じ嘲ちようとも苦く笑しようともつかぬ笑みで、

「ええ。

　クロフト社社長の御おん曹ぞう司し。他人はうらやましがってくれますが……これがなかなか、かなりしっかりとしたレールが人生に敷しかれていましてね。

　それが見えてしまうと、もう退屈で退屈で仕方ないんですよ。

　ところがそこに、教せん授せいが現れた。

　レティたちの話を聞くと、あいもかわらず面おも白しろそうなことをやっていらっしゃる。

　なら、話をしてみる方が確実に面白くなりそうじゃあありませんか」

『面白い、かね』

　その答えに、コラードは小さく笑った。

　ティモシーが本心を語っているのか否いなか、無論わかるはずもなかったが──

『悪くない。悪くないよティモシーくん。

　何かを変えようとする者にとって、それは十分な動機だよ。

　ならば──

　私も語ろう。イージスの弱点を』




　部屋は静けさに満ちていた。

　空調の立てる、かすかな風の音だけが耳につく。

　大地を灼やいた太陽もいまや傾かたむき、部屋は薄うすい闇やみに包まれている。

　今。レティシアは一人でホテルの部屋にいた。
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　他ほかの皆みな──メニィにサミィ、イーザーは、別の部屋に外してもらっている。

　これから彼女は、父親と話をしなければならないのだから。

　あの父親が、メニィたちがいる場所で、あれこれと話をしてくれるはずもない。

　それに──

　レティシア自身、父親と話をする時に、冷静でいられる自信はなかった。

　──彼女が父親に反感を抱いだきはじめたのは、いつの頃ころからだっただろう。

　仕事を理由に、約束を破る──どころか、約束さえしてくれなかった時からか？　クラスメートたちが陰かげで、自分のことを、死の商人の娘むすめと揶や揄ゆしていると知った時か？　それとも──

　心当たりを挙げていけばきりはない。

　仕事に没ぼつ頭とうする父親と、反発する娘。そう言葉でくくってしまえば、とりたてて珍めずらしい親子関係でもない。

　これが普ふ通つうの家庭で起こったことなら、娘が就職して一人暮らしでもはじめれば、問題は、解決しないまでも自然消しよう滅めつしただろう。

　だがレティシアの選んだ道は、違ちがった。

　父親の会社──クロフトが、新兵器実験のためにトラブルシュートの会社をでっち上げた。そこには遺伝子操作で生み出された、人の姿をした兵器が配備されるという。

　そう知った時。

　レティシアは、ブチキレた。

　生命さえも弄もてあそび、商品にするのか、と。

　普通の抗こう議ぎは無む駄だだとわかっていた。そこで彼女は飛び級で入学していた大学をやめ、新会社──シェリフスター・カンパニーへの入社を申し込んだ。

　ここまでやれば、あの父親も、少しは自分の話を聞いてくれるだろう。そういう計算だったのだ。

　……まさか、本当に採用されるとは思わなかったが。

　──ちょっと厳しい環かん境きように放り込んでやれば、すぐに音を上げるだろう──

　そんなふうに思われている。レティシアはそう解かい釈しやくした。

　絶対音を上げてなどやるものか。彼女は固く心に誓ちかい、日々の業務をこなし続けたのだった。

　──そう。

　彼女がこの仕事に就いたのは、親への当てつけ、ただの意地だった。

　だがそれは最初の話。今は、違う。

　メニィたちの置かれた状じよう況きようをなんとかしたい。本気でそう思っている。

　──とはいえ──

　何をどうすればいいのか。最終的にどんな形にすればいいのかさえもわからない。

　しかし──このままではいけない。そのことだけはわかる。

　だから。できることをやるしかない。まずは自分が。

　気が進まないのは事実だったが、そんなことを言っていられる状況ではない。

　レティシアは胸の奥に溜たまった息を吐はき出すと、ハンディ・パソコンに通信コードを入力した。

　──出るな──話し中か留守ならば──

　頭の片かた隅すみで気弱な祈いのり声が囁ささやく。

　が、コール音はあっさりと鳴り響ひびき、さらに驚おどろくほどあっけなく、画面の向こうにその男は顔を現した。

『レティシアか』

　声に、驚きの響きは微み塵じんも混じってはいなかった。

　数年ぶりの会話だというのに。まるで、予想していたものが予想していた通りに来たとでもいうふうに。

　白いものの混じった金色の髪かみを後ろにまとめ、手入れの行き届いたスーツを隙すきなく着込んでいる。

　兄のティモシーと──そしてレティシア自身に似た面おも影かげを持つ顔立ちには、何の感情も浮うかんではいなかった。

　ランドルフ＝マイスター。

　レティシアとティモシーの父親にして、クロフト・カンパニー、代表取とり締しまり役やく社長。

「……『イージス』が現れたわ」

　単刀直入に言い放つ。それで、父親がどう反応するか──

『ティモシーから聞いた』

　反応それはレティシアの予想に反し、至し極ごくあっけないものだった。表情には毛ほどの変化すら見当たらない。

　レティシアは片方の眉をわずかにふるわせて、

「聞いた。で済む話じゃないでしょ？」

『むろんそれだけで済ませるつもりはない』

　対するランドルフの声には、一いち抹まつの動どう揺ようすらない。

「じゃあどうするつもりなの……？」

『説明しても意味がない』

　──それは──小さい頃から何度も浴びせられたのと同じ言葉。

　何か、約束をして欲しいとねだるたびに、仕事があるからそれはできないと断られ、何の仕事かと問いかけるごとに返された言葉。

　──説明しても意味がない──

　レティシアの、怒いかりのスイッチを入れるには充じゆう分ぶんだった。

「……何よ？　それ……？」

　唸うなる。低く、低く。

「……馬ば鹿かにするのも大たい抵ていにしてよね……

　いつまでも……いつまでも子供扱あつかいで……

　そっちは安全な場所で座ってるだけで、書類をあっちからこっちに回すだけのことをやっていて……！

　現場にいるのはこっちなのよ！　それにあたしも、もう、説明されても何もわからないほど子供じゃない！

　そもそもそっちの『イージス』の管理に落ち度があったからこういうことになったんでしょ!?　それを何!?　ふんぞり返って『説明しても意味がない』？

　寝ね言ごともいいかげんにしてよね！　こっちは命がかかってるのよ！

　何がどういうことでこうなったのか、どう手を打つのか説明する義務くらいはあるはずよ！　違う!?」

『……………………』

　──はじめて──

　ランドルフの表情に変化が現れた。

　深いため息をつくとともに、眉み間けんに皺しわを刻み込み、

『……かも……しれんな……』

　漏もらした声には、わずかだが、疲つかれの色がにじんでいた。

「──」

　はじめて見る、父親のその様子に、レティシアも思わず口をつぐむ。

　ランドルフは、まるでレティシアと目を合わせるのを恐おそれてでもいるかのように視線を伏ふせて、

『……子供ではないとお前は言うが、親にとっては、子供はいつまでも子供なのだよ。

　だがな……

　説明を避さけたかったのは、お前がまだ半人前だなどと思ったからじゃあない。

　ことがクロフトのスキャンダルに関かかわってくることだからだ。

　とはいえ……そうだな。全く説明をしない、というわけにもいくまい』

　ランドルフはしばし黙もつ考こうし、

『……すでに想像はしているとは思うが、今回のことは、クロフトの内部抗こう争そうにその端たんを発している。

　現時点ではあまり詳くわしく話すわけにはいかないが……

　しかし、私が社内に作り上げたネットワークは、レティシア、お前が想像しているよりもずっと強固なものだ。

　今回、ある役員の暴走を止めることこそできなかったものの、誰だれが、どういう指示・連れん絡らく経路で今回のことをやったのか──すでにこちらは完全に把は握あくし、明確な証しよう拠こも持っている。

　つまり今回の件は、ある意味すでに解決しているのだよ。

　これ以上の詳しい説明はできないが──

　いずれにしろ、次の役員会議でけりがつく。

　首しゆ謀ぼう者しや、共謀者、全員が社から粛しゆく清せいされることになる』

「──ちょっと待って。

　解決のめどが立っているのはいいとして……次の役員会議って、いつ？」

『二週間後だ』

「そんな悠ゆう長ちような……！　今すぐ──」

『それは無理だ。

　役員などの関係者は、それこそ宇宙中に散らばっている。当然全員が忙いそがしい身だ。緊きん急きゆう招集をかけたところで、やはり集まるのは半月ほど後になるだろう。

　警察を介かい入にゆうさせるわけにはいかんし、仮に介入させたとしても、かえって解決に手間がかかるだろう』

　気がつけば、ランドルフの表情はいつの間にか、父親の顔から経営者のそれへと戻もどっていた。

　──解決──

　社内のうちわもめで頭に血を上らせ、他人にイージスを送りつけて来たような奴やつを、会社からひっそりと締しめ出して、それで全部終わったことにする──

「……そんな……そんな解決なんてあるわけないでしょ……」

　レティシアは言葉を吐はき捨すてた。

「イージスが派は遣けんされて！　人が死んでるのよ！　何人も何人も！

　それで、社内で粛清人事をしてハイおしまい!?　冗じよう談だんじゃないわ！」

『ティモシーに報告を受けたあと、私も情報を集めた。犯罪組織の人間が全ぜん滅めつしたということだったが……

　結論から言うと。

　犯罪組織の連中を犬死にさせないために、社を告発してクロフトを傾かたむけ、無数の社員たちを失業の憂うき目に遭あわせるつもりは毛頭ない』

　そんなふうに言われてしまえば、さすがに、社員を見捨ててもいいから告発しろ、とは口に出せないが──

「けど……！　糸を引いてた何人かをどうこうして、それで本当に解決になるの!?

　次にまた同じことをやろうとする人間が出てこないって保証がないじゃない！

　もっと根本的な解決が必要なのよ！

　そもそも、ヒトの心と形を持った兵器を作る、なんてこと自体が間ま違ちがいだったのよ！」

『なら、イージスと、プロト・タイプのマリオンシリーズ全すべてを廃はい棄きしろとでも？』

「そうじゃないっ！　そうじゃなくて……」

　何をどう言えばいいのか。言葉に詰つまるレティシアに、ランドルフは小さくため息をつき、

『あのプロジェクトの是ぜ非ひに関して、今ここでお前と議論するつもりも時間もない。

　とりあえずこの件の処理に関してはこちらに任せてもらう。

　あと二週間。

　それさえ乗り切ってくれればいい。

　ルード＝ロズウェル氏に事情を話して、一いつ旦たん宇宙に出てやりすごす、という手段が妥だ当とうだろう』

　レティシアも、肩かたを落として息をつく。

　さまざまな諦てい念ねんの混じった、小さく、しかし重い息。

　やはりこの父親とわかりあえる日はこないのか。メニィたちのことはどうにもならないのか。

　とりあえず今回の事件に関しては、時さえ待てばなんとかなるようだが──

「……そっちも気をつけてね。相手がこのことを知ったら、そっちに手を出してくる危険もあるから」

　ともすれば尽つきそうになる気力をふりしぼり、それでもなんとか言葉を紡つむぐ。

『私に？』

　声に失しつ笑しようを混ぜるランドルフに、しかしレティシアは真顔で、

「そう──

　一旦暴走をはじめた相手に分別を求めることは難しいわ。どこまでがまともで、どこまでが暴走なのか、自分ではわかっているつもりでも、わからなくなってるのよ」

　──父さんが、クロフトの非常識な仕事を何とも思わずこなすようになったのと同じように、ね──

　胸の裡うちでそっとつけ足す。

　だがランドルフは余よ裕ゆうの口調を変えず、

『まるで私が誘ゆう拐かいか暗殺でもされるような口ぶりだが……それは杞き憂ゆうだな。

　相手にこちらの動きを悟さとられるような迂う闊かつはしていないし、万一相手が私の動きを察知したとしても、さすがに私をどうこうしようと企たくらむほど愚おろかでも、大だい胆たんでもあるまい』

　レティシアの胸をふと、不安がよぎる。ランドルフは相手を甘く見すぎている。そんな気がした。

「……分別だけで世の中が成り立ってるのなら、クロフト社の軍事部門なんてとうの昔に廃はい業ぎように追い込まれてるはずよ」

『他人からはルール外にあるように見える組織にも、その組織の中での、絶対に守らねばならんルールというのは厳然と存在する。世間的には無分別に見える者が、内部のルールには忠実だというのはよくあることだ。

　それに知っての通り、私のところには護衛の者もいる。

　心配は無用だ』

「けど……！」

『くどいぞ。

　ともあれ、話はこれで終わりだな。
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　……時間を取りすぎた。私は次の業務に移らねばならん。

　切るぞ』

　レティシアが、かけるべき言葉を見つけるより先に。

　小さな音だけを残して通信は切れた。

　ブラックアウトした画面に反射する彼女自身の顔は、ひどく疲つかれて見えた──




「つまりは……ただ待て、ってこと？」

　不ふ機き嫌げんに問うサミィに、レティシアは、うなずくより他ほかになかった。

「何よ？　それ──」

　憮ぶ然ぜんとサミィは吐はき捨すてる。

　父、ランドルフとの通信を終えたあと──

　レティシアは気持ちを落ち着かせてから、メニィ、サミィ、イーザーの三人が待つ部屋に行き、話を伝えたのだが──

　返ってきたのは、まあ、当然と言えば当然の反応だった。

　陽ひは傾き、ホテルの部屋には明かりが灯ともされている。オレンジ色の光が満ちる中、レティシアはベッドに深々と腰こしを沈しずめ、意味もなく自分の爪つま先さきに視線を落としていた。

「二週間、って、その間にまた相手が動く可能性だってあるじゃない！」

　サミィの声にはありありと不満の色がにじんでいた。

　当然だろう。伝えたレティシア自身が納なつ得とくできる内容ではないのだ。それで誰かを説得しろ、というのが無理な相談である。

「あたしもそう言ったわ」

　疲れた声でレティシア。

「ルードを連れて、一時宇宙に退たい避ひする手段もある。どうとでもやりようはあるはずだ……それがあっちの答えよ。

　まあルードなら、事情を話せば、そのあたりのことは納得してくれるとは思うけど」

「そりゃあそうかもしれないけど……」

　サミィが漏もらす。

「じゃあ結局今度の件は、それでおしまいにする、ってわけ？　クロフトの中でなんだかごたごた片づけて。あたしたちには何のしらせもなくて……

　……それで、本当に片づくの？」

　確かに彼女の言う通り、それで今回かたがついたとしても、何ら根本的な解決になるとは思えない。

「……不安は……ない、と言えば噓うそになるわ。

　向こうでこの件が解決しなかった時、一体どうなるのか……」

　レティシアは視線を上げ、

「クロフトの社長は、自分が握にぎっている証しよう拠こで十分に相手を葬ほうむることができる、ってふうに言ってたわ」

　彼女は気づいていない。自分が無意識に、父親のことを『クロフトの社長』と呼んだことに。

　それは単に事務的な慣例からなのか、それとも心の溝みぞがそう呼ばせたのか──

「けどその証拠が、相手を追い詰めるのには不十分だった場合……あるいは……」

　今さらながらに。

　ぞくりっ、と薄うす寒ざむい予感を覚えつつ、彼女は続ける。

「あるいは、相手が社長の動きを察知して、何らかの行動に出るかもしれない。

　証拠隠いん滅めつのための行動に……」

「──暗殺──」

　イーザーの漏らしたつぶやきに、レティシアもうなずいて、

「可能性としては十分に考えられることよ。

　もっとも社長は、それはない、ってタカをくくっていたみたいだけど……

　とにかく、そのどちらかになった場合──」

「事件は、解決しない」

　サミィが疲れた声を吐く。

「でもって今、あたしたちにできることは何もない。そういうことね……」

　何もないのだろうか。本当に。

　レティシアは自問する。

　しかし何も思いつきはせず──

　結局彼女は、返す言葉もなく沈ちん黙もくするより他になかったのだった──




『……私が社内に作り上げたネットワークは、レティシア、お前が想像しているよりもずっと強固なものだ。

　今回、ある役員の暴走を止めることこそできなかったものの、誰だれが、どういう指示・連れん絡らく経路で今回のことをやったのか──すでにこちらは完全に把は握あくし、明確な証拠も持っている……』

　何度繰くり返し聞いてみたところで、それはまぎれもなく、ランドルフ＝マイスターの声に他ならなかった。

　出先に取ったホテルの一室で。片耳にイヤホンをつけたまま、Ｊ＝ベックマンは不機嫌な沈黙を続けていた。

　さきほど秘書から渡わたされたディスク。それには、クロフト社社長ランドルフ＝マイスターと、その娘むすめ、レティシアとの会話が録音されていた。

　おそらくは秘ひ匿とく回線で通話していたものを盗とう聴ちよう・録音したのだろうが……問題は、その内容である。

　証拠を持っている。ランドルフははっきりとそう言っていた。

　役員の暴走、とも。

　人ひと払ばらいは済んでおり、続きになった広い部屋にいるのは、テーブルに向かって座するベックマンただ一人。

　ディスクを聞く彼の額には、じっとりと、粘ねばい汗あせが浮ういている。

　こちらの動きを摑つかまれたというのか？

　イージスを一体、シェリフスターの妨ぼう害がい工作に使った証拠を握られたと？

　直接現場の指示をしたのは、このディスクを持ってきた秘書──ジュスティス＝ブーゲンビルという、多少は使える若造だった。

　ことが現金がらみの話なら、その秘書が独断でやったと言い張り、彼を切り捨てることもできるだろう。

　しかしことがことである。そんな言い訳が通じるはずもない。

　なら──

　こんなところで終わるのか？　自分は？

　自問し──

　──否いな！

　自答する。

　まだ、何か手はあるはずだ。

　役員会まであと二週間。それまでになんとか手を打つ必要がある。そう多くのことができるわけではないが──

　かつて自分に向けられた、ランドルフの、見下すような視線が脳のう裏りをかすめる。

　考えをまとめようとしても、思い浮かぶのは近い未来の暗い想像。クロフト本社の会議室で、自分に向けられる侮ぶ蔑べつの目。目。目……そして全てを失う自分の姿。

　思考の淵ふちに沈むうちにも、再生しっ放しのディスクはイヤホンを通じて、彼の鼓こ膜まくに音を送り込んで来る。

『まるで私が誘ゆう拐かいか暗殺でもされるような口ぶりだが……』

　お気楽そのもののランドルフの声。が。

　暗殺。

　その単語が、妙みように耳についた。

『……さすがに私をどうこうしようと企たくらむほど愚おろかでも、大だい胆たんでもあるまい』

　お前は何もできない腰こし抜ぬけだ。そう言われたような気がした。

　自分を見下すランドルフの視線は、いまだ脳裏から消えない。

　──カーテンを閉ざしたホテルの部屋で。

　ベックマンは、暗いまなざしのまま、ディスクを何度も何度も聞き返した──




　町はあいもかわらず陽かげ炎ろうに揺ゆれている。

　舗ほ装そうされた路みちは陽光を照り返し、白くさえ見えていた。

「……で？　話っていうのは？」

　テーブルにつくなりルード＝Ｄ＝ロズウェルは、一同を見回し、問いかけた。

　ホテルの一階にある、通りに臨のぞむ喫きつ茶さ室しつ。レティシアたちシェリフスターの四人とルードは、そこにいた。

　旅行者はあまり多くないらしく、結構大きな喫茶室は閑かん散さんとしていた。

　ホテルで気合いの入った洗せん濯たくでもしたのか、ルードの服はかなりこざっぱりとしてはいたが、伸のびた無ぶ精しよう髭ひげはそのまんま。

　ホテルの洗面所にも髭ひげ剃そりくらいはあったはずだが──

　この機に髭ひげを伸ばすつもりなのか、それとも一人旅の徴しるしを、こんな事件のせいで泊とまった場所で落としたくはなかったのか。

　さきほど、警察から連絡があった。一同の足止めが解除された、と。

　事件は組織同士の抗こう争そう、ということで片づけられるようである。

　となれば決めなければならない。これからの動き方を。

　それには、ルードとの話し合いが不可欠だった。

「……今回の件……クロフト内部のごたごたが原因らしいのよ」

　レティシアは、前置きなしにずばりと言い放つ。

「それに、あなたやあたしたちがダシに使われた。

　あの襲しゆう撃げき事件は、どうやらそういうことらしいわ」

「……やれやれ……」

　ため息をつき──ルードは窓の外、どこか遠くに視線を送る。

　彼の前、テーブルに置かれたアイスコーヒーの氷が揺れて音を立てた。

　レティシアは続ける。

「あと二週間。

　ある筋からの情報によれば、それで全すべてが解決する……と、いうことよ。

　けど問題が二つ。

　その間に、また襲撃がないとも限らない。

　もう一つ。

　本当に二週間で完全解決するのかどうか。

　向こうで証しよう拠こ集めに動いていた人間が暗殺されて未解決に──なんて可能性もありえなくはないわ。

　あたしたちのやらなくちゃあならないことは──理想を言うなら、襲撃からあなたを守り、同時に、証拠集めをしている人間も守ること」

「無理でしょそれは。いくらなんでも」

　サミィが横から口をはさむ。

「それともまさか、あたしたち四人が別行動をする、なんて言い出すんじゃないでしょうね？」

「いいえ」

　レティシアはルードを見つめ──昨夜ひと晩中考えていた案を口にした。

「あたしたちと一いつ緒しよに火星に行って欲しいの」

「……ちょっ……！　ちょっと待ってレティシア！

　何考えてるのよ!?」

　顔色を変えて抗こう議ぎするサミィに、レティシアは淡たん々たんと、

「護衛する相手二人が別々の場所にいるよりも、一ヵ所にいてくれた方がいい。それだけのことよ」

「……そりゃあそうだけど……！　その、なんていうか……！」

　サミィがうろたえ──

「別の可能性が考こう慮りよに入っていない」

　イーザーが冷静に口を開く。

「レティシアが今提案した方法が有効なのは、事件の黒幕が、事件を解決しようとする者の存在を知り、暗殺しようという意志を持っている場合に限る。

　だがもし、黒幕が解決者の存在を知らなかった場合、我々が動くことにより、黒幕にその存在を教えることになる。

　そうなれば黒幕は、なりふりかまわず全力で潰つぶしに来るだろう。

　我々と、解決者とを。

　なら我々四人がいたところで無意味。

　いや、むしろこちらの手のうちを晒さらす分、不利になる」

「そうそう。それが言いたかった」

　我が意を得たりとこくこくサミィが首を縦に振ふる。

　しかし、それは黒幕がランドルフの動きに気づいていないという前提での話。

「相手がそんな甘い連中だと思う？」

　言うレティシア。が。

「あんたのおとうさんは甘い奴やつなわけ？」

　即そく座ざにサミィに返され、レティシアは沈ちん黙もくした。

　確かに──あの父親は、相手にそうそうスキを見せるようなタマではないだろう。

　だが、名も知らぬ黒幕が父親と同等かそれ以上のタマだという可能性もあるのだ。

　ランドルフが黒幕の動きを摑つかんでいるように、黒幕もまたランドルフの動きを摑んでいるかもしれない。

　通信には秘ひ匿とく回線を使っていたとはいえ、完全に盗とう聴ちようできないシステムなどというのは存在しない。

　それに──

　胸むな騒さわぎがするのだ。ひどく。

　イーザーの言うことも無論納なつ得とくはできるのだが、この胸騒ぎを拭ぬぐい去ってくれるほどのものではない。

　だが、胸騒ぎがする、というだけで、サミィたちを説得できるはずがないこともわかっていた。

「あんたの親父おやじさんなのか？　その、証しよう拠こを集めてる人ってのは？」

　ルードがレティシアに問いかける。

　無論彼にはそのあたりの人間関係を話してはいないが、別段隠かくす意味もなく──

「まあね」

　彼女は曖昧にうなずいた。

　ルードは、そんなレティシアに優やさしい目を向け、

「なら、行って守ってやりな。親父さんを」

「じゃあ、火星に来てくれるの──」

「いや」

　問うレティシアに、ルードは小さく笑えみを浮うかべて、

「こっちのことはいい。俺はこのまま旅を続けるさ」

「……そんなわけにはいかないでしょ」

　憮ぶ然ぜんとするレティシアに、ルードはいたって気楽な調子で、

「こっちは大だい丈じよう夫ぶさ」

「何が大丈夫なのよ？」

「大丈夫さ。そろそろあっちに届く頃ころだからな」

　妙みようにさっぱりとした顔で言う彼に、レティシアは眉まゆをひそめ、

「……何の話？」

「俺の住んでたところの役所に、そろそろ届く頃だ、ってことさ。

　前に出した、相続権放ほう棄き手続きの書類が」

　…………………………

『なっ……!?』

　全員が声を上げた。メニィや、イーザーさえも。

「ずっと考えてたんだ」

　ルードは言う。視線をはるか、窓の外、遠くに向けたまま。

「この旅をはじめてすぐ。

　じいさんが死んだ、って聞いた時から。

　そんなアホみたいな額の金、受け取っちまっていいもんか、ってな。
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　……なんつうかな、怖こわいんだよ」

「こわい？」

　おうむ返しに問うメニィに、ルードは小さく笑いかけ、

「ああ。

　そりゃあまあ、金は欲しいさ。ないよりはあった方がいいし、いろいろと便利だし。

　俺も楽な暮らしをしてるってわけじゃあないし、な。

　一年間遊んで暮らせる程度の額ってことなら、たぶん喜んで受け取ったろうさ。

　けどな、こいつぁちょいとデカすぎる。

　友達連れてパーッと飲んでおしまい、って話じゃねえ。

　自分の分っていうか器うつわっていうか……そういうのに過ぎたもんが、いきなりぽんっ、と入って来る、って思うと……

　なんか、不安になっちまうんだ。

　いつかツケが回って、ろくでもないことになるんじゃないか、ってな。

　実際、こんないろいろややこしいことになっちまって……

　──あ。いや、別にあんたらを非難するつもりはないんだが……あー……」

　困ったようにがりがりと頭を搔かき、

「なんというかまあ、うまく説明はできないけど……

　金って奴に振り回されて、知らないうちに俺自身が変わっちまうんじゃないか、って、そんな気がするんだ。

　ろくでなしの風ふう来らい坊ぼうだが、それでも俺は今の俺が嫌きらいじゃない。

　気の合った仲間もいるし、こういう旅もまたやってみたいって思ってる。

　けどもしそんな馬ば鹿かみたいな遺産相続しちまったら、今まで通りにやっていけるのか？

　あるじゃねえか。宝クジ当てた奴が、そのせいで人間関係が壊こわれちまった、なんて話。

　──とはいえ正直、金が欲しくないわけじゃない。

　いろいろ考えながら──

　ある晩、宿で、ほんの冗じよう談だんで落書きをしてみたんだ。遺産なんていらない、ってな」

　照れたように小さく笑い、

「……妙にすっきりしてな……

　ついいきおいで、正式に書類を書いて出しちまった。

　あんたたちが来た、何日かあとのことだ。

　あとで猛もう烈れつに後こう悔かいするかとも思ったんだけど……

　不思議と、いまだにすっきりしてる。

　我ながらバカだとは思うけどな」

　ひと息ついて──

　いまだぽかんっ、としているレティシアたちをぐるりと見回し、

「つまり、もう今は、俺には狙ねらわれる理由がなくなった、ってことさ」

「………………噓うそ？」

　長い沈黙を経て、レティシア。

　ルードは小さく肩かたをすくめ、

「本当だ。

　さすがにこの状じよう況きようで、そんな噓をつくつもりはないって。

　……そっちの会社から護衛終しゆう了りようの連れん絡らくが来た時、あんたたちがどんな顔をするか、ちょっと見てみたかったんだが……

　ま、今その顔を見たからいいや」

「…………………………」

　いまだ事態が飲み込めず困こん惑わくするレティシアに、ルードは嚙かんで含ふくめるように、

「……いいか。つまり、だ。

　あんたはとっとと親父おやじさんのところに行って、守ってやればいい。それを妨さまたげる理由はもうねえ。

　そういうこった」

　レティシアは口を開き──何を言えばいいのかわからず、また閉じて──

「……悪いけど……」

　しかし、苦い調子で口をはさんできたのは、サミィだった。

「状況は変わってないわ。まだ」

「変わってない？」

　問うルードにうなずいて、

「あなたの書類が役所に届いて受理されて、それを、黒幕や、他ほかの皆みなが知って──そこではじめて状況が変わるのよ。

　実際、あたしたちのところには、いまだ依い頼らいの取り消し命令は来てない。

　先のことはともかく、少なくとも現時点では、状況は変わってない、ってわけ。

　……あたしたちがいる以上、こちらの動きはたぶんクロフトに筒つつ抜ぬけ。

　たぶん事件の黒幕にも。

　なら、へたに動けば、さっきイーザーが言ったように不利になるだけ。黒幕に、一いち網もう打だ尽じんのチャンスを与あたえることになる」

「あたしはそうは思わない」

　レティシアは言う。

　何かができるはずだ。何かが。だが──なら何ができるかと問われれば、答える術すべがないのも事実だった。

　黒幕はどこまでのことを知り、どう動こうとしているのか。その中で自分たちが取りうるベストの手段が何なのか。

　イーザーとサミィの意見は正しい。だが自分の意見が間ま違ちがっているとも思えない。

「平行線ね」

　とサミィ。

「そうね」

　とレティシア。

「だから。行ってこいって」

　ため息混じりにルード。

　しばしの沈ちん黙もくが落ちた。

　考えても正解は出ない。なら。

「──行くわ。あたしは」

　レティシアが席を立つ。

「行かないわよ。あたしは」

　言うサミィに小さくうなずいて、

「──わかってる──」

「戦力の分散なんて無意味よ！」

「──わかってる──」

「強ごう情じようを張っても、あたしたちはつきあわないから！」

「──わかってる──」

「……命令違い反はんよ。任務はルードの護衛なんだから」

「それも──わかってる──」

「……いいわよね……命令違反をしても、ごめん、で済むひとって」

　サミィの皮肉に返す言葉はない。

　レティシアはルードの方を向き、

「ごめんなさい。無理矢理押しかけて……最後まであなたを守ることもせず立ち去ることになって。

　身勝手を謝ります」

「いいって。俺が、行け、って言い出したんだからな」

「……ごめんみんな。ルードのこと、お願い」

　言うとレティシアはきびすを返して店を、ホテルを出る。

　通りを町の外れの方へと駆かけながら、

「──来て。『ワイヴァーン』」

　口の中でつぶやいた。

　駆ける後ろにふと気配を感じ、肩かた越ごしに目をやると、そこには、あとについて来るメニィがいた。

「──メニィ──」

　思わず立ち止まり、振ふり返る。

　合わせてメニィも立ち止まる。

　照りつける陽ひが、路みちに、二人の影かげを短く落とす。

「何の用？」

　なるべく冷れい淡たんに聞こえるように問いかけたのに、メニィはいたってにこやかに、

「あたしもいっしょに行く」

「駄だ目めよ。あなたはここに残って」

　しかしメニィは胸を張り、

「命令違反のひとに命令されても聞けません」

　びっす。

　思わずそのおでこにチョップを入れるレティシア。

　条件反射でメニィの口が動き──

　言いかけた言葉を飲み込み、ただ、小さく笑いかけた。

　レティシアも微笑ほほえんで、

「──ありがと。行くわよ。

　火星へ」

　言って駆け出す二人の頭上を──

　──ゴゥッ。

　レティシアの脳波コントロールで呼び寄せられた連絡艇シヤトル──『ワイヴァーン』の蒼あおい姿が横切った。







　　　４




　遠い昔、そこは赤い星と呼ばれていた。

　太陽系第四惑わく星せい、火星。

　地球に生まれた人類がはじめて入植した惑星でもあり、ワープ技術の開発によって外宇宙進出が始まった際、最大の拠きよ点てんとなった星でもある。

　植民による人口流出などで、かつてほどの勢いは失ったとはいえ、それでもいまだこの星が、人類屈くつ指しの繁はん栄えいを誇ほこる惑星であることに変わりはない。

　軌き道どう上をさまざまな衛星施し設せつが巡めぐり、衛サテラ星イト・港ポートだけでも大小合わせて五十六。保安態勢に関しても、通常の入植惑星など比ひ較かくにならないほどしっかりと整えられている。

　だが──

　たとえどんなものにでも、完全を望むことはできない。

　衛サテラ星イト・港ポートの窓口勤務を終え、マルガリータは肩かたから少しだけ力を抜ぬいた。

　制服から私服に着き替がえ終わると、同じ時間帯勤務の同どう僚りようたちと並んで、洗面所の鏡を見つめながら髪かみや化け粧しようの乱れを整える。

　この時間帯、皆の話題は決まっていた。すなわち仕事のグチである。

　──入国窓口係というのは、見た目ほど楽な仕事ではない。彼女がそう知ったのは、就職したあとのことだった。

　学生の頃ころはじめて目にした、凜りんと佇たたずむ彼女たちの姿にあこがれ、この職に就ついたのだが……実際自分がその立場になってみると、大変なこと尽づくしである。ほとんど立ちっぱなしのせいで足はむくむわ迷めい惑わくな客はやたらと多いわ。

　列に割り込んで来る客などは可愛かわいい方で、理り不ふ尽じんなクレームをつけてくる客、しつこくナンパをしてくる男。酔よって騒さわぐ客もいる。

　来るな。帰れ。と言いたくなるが、相手が明らかに違い法ほうなことをしているのでもない限り、さすがに立場上口にはできない。

　無論最悪なのは、何かろくでもないものを持ち込もうとする犯罪者。はじめてそういうのに行き会った時には、足が震ふるえて止まらなかった。

　こんな仕事やめてやる。そう思ったことが幾いく度どあったか。

　ストレスの溜まる職場ではあるが、今日はほんの少しだけ、いいことがあった。

　たあいもない、ささやかな幸運。とびきりのイイ男と出会ったのだ。

　……もっとも、出会ったといっても、客と窓口係としての話だが。

　銀ぎん髪ぱつに、左右で色の異なる瞳ひとみ。寡か黙もくでミステリアスなたたずまい。

　思わず休きゆう憩けい時間に、別の衛サテラ星イト・港ポートに勤める旧友に、携パー帯ソナ電ル・フ話オンで自じ慢まんのメールを送ってしまったほどである。

　化け粧しよう直なおしを済ませ、携パー帯ソナ電ル・フ話オンのメールを確かく認にんしてみると、その友人からの返信があった。

　タイトルは、『こっちもいい男見つけ♡』。

　携けい帯たいでこっそり撮とったものらしき画像が添そえられており──

「………………？」

　マルガリータは無言で眉まゆをひそめた。

　別の衛サテラ星イト・港ポートに勤める友人から送られてきた画像──

　小さな液えき晶しよう画面の中、人ごみにまぎれて佇んでいるのは、短い銀髪で、瞳の色が左右異なる──

　彼女がこの衛サテラ星イト・港ポートで見たのと、全く同じ男だった。




　そう。たとえどんなものにでも、完全を望むことはできない。

　火星の警備網もうであろうと、大会社の社長個人宅の警備であろうと。

　警備網の突とつ破ぱ。
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　何も知らぬシロウトには難しいだろうが、クロフトの警備部門を預かる彼がその気になれば、さほどのことでもない。

　Ｊ＝ベックマンは、計画の成功をほぼ確信していた。

　すでにイージスたちは火星に降ろした。

　あとは作戦の開始を待ち、ここから眺ながめているだけでいい。

　火星にあまたある衛サテラ星イト・港ポートのうちの一つ。幾いく重えにもなった円えん盤ばん状構造物の端はしからは、歯車のように無数のドッキングポートがつき出して、その先にやはり無数の宇宙船を繫けい留りゆうしている。

　そのうちの一隻せき──船腹に幽ペー霊パー会カン社パニーの社名を刻んだ青い宇宙船の中に、ベックマンはいた。

　白一色──清潔と言えば清潔だが、愛想も何もない狭せまい個室に一人、閉じこもり、ディスプレイをじっと眺めたまま、計画に穴がないかを考える。

　無論今までに何度も検討を繰り返してはきたが、それで不安が完全に消えてなくなるわけではない。

　失敗は許されない。彼にはもはや、後はないのだから。

　──組織の規模が大きくなれば、そこには派は閥ばつが必ず生まれる。

　対立する派閥の長おさ──クロフト・カンパニー代表取とり締しまり役やく社長、ランドルフ＝マイスターの追い落とし。最初はそれが目的だった。

　社長子飼いの私兵会社、シェリフスター・カンパニーの業務を妨ぼう害がいし、社長の失点とする。

　しかし、ベックマンが立案・実行したその作戦は、あっさりと失敗に終わった。

　ただ失敗しただけではない。どうやら、その妨害工作を指示したのが自分だと、社長に感づかれてしまったようなのである。

　社長かれがいまだそのことを表ざたにしないのは、会社のスキャンダルを恐おそれてのことなのだろうが、対立派閥に属する自分が見み逃のがしてもらえるはずもない。

　おそらくは間近に控ひかえた役員会議で表ざたにされ、ベックマンは葬ほうむられることになるだろう。

　まずは会社から。そしておそらく、社会から。

　クロフトではよくある話なのである。いろいろあってクビになった社員が次の就職先を探そうとするのだが、どこに行っても採用されない、ということは。

　それもそのはず。その人物の行く先行く先に、社会正義に燃えたどこかの誰かが、元社員がやらかした、かつての悪行を吹ふい聴ちようして回っているのである。

　無論これはいやがらせではない。就職希望先の会社への忠告なのだから。

　元社員が、なんとかどこかの会社に就職したとしても、そこと取引のあるクロフト傘下の会社がこう言い始める。

　──信用の置けない人物を雇やとっている会社と取引はできない──と。

　言うまでもなく、これもいやがらせなどではなく、単なる自衛行為である。

　そんなこんなで、何故かそういったわけあり社員の大半は、まともな職にもありつけず、社会からあぶれてゆくことになる。

　裏社会に沈しずんでゆく者、自殺に走る者、末まつ路ろはさまざまあれど、ともあれまともな暮らしは望めない。

　そのあたりのことはベックマンもよく知っている。彼自身、幾度となく『善意の忠告』や『自衛行為』を指示したことがあるのだから。

　だが間ま違ちがっても、自分が逆の立場に立たされるのはごめんだった。

　なら彼が取りうる手段は、たった一つしかなかった。

　消し去るのだ。

　自分がこの件に関かかわっていた証しよう拠こと──それを握にぎるランドルフ＝マイスターを。

　今。

　彼の前に置かれたディスプレイには、上空から写したランドルフ＝マイスター邸ていの映像が表示されている。

　場所は一等地とは呼べないが、火星の個人邸宅としては、とにかく広い。

　街の数区画ブロツクぶんほどを、ぐるりと塀へいが取り囲み、門から玄げん関かんまでのアプローチもかなりある。

　さすがにこの画像には映っていないが、下調べしたところによると、監かん視しカメラに多数のガードマン。警備の方もしっかりとしたものらしい。

　──むろん──

　そんなもの、イージスの群れの前には何の役にも立たないだろうが。

　抹まつ殺さつそのものは決して難しくない。

　重要なのは、いかに証拠を残さず、騒ぎが大きくなりすぎぬうちに作戦を遂すい行こうできるかである。

　当然、他ほかの場所で狙ねらうことも検討はしたのだが、まさか会社で、というわけにもいくまい。

　会社と自宅の移動途と中ちゆうを狙うのは、確実さに欠けた。

　ランドルフ＝マイスターの用心深さは社内でも有名である。

　通勤に使われるのは二台のリムジン。防ぼう弾だん防ぼう爆ばくなんでもござれの処理が施ほどこされたボディに、窓には偏へん向こう防弾ガラス。当然外から中は見えず、彼はその二台のうちどちらかに乗っている──と言われていた。

　ならば二台とも潰つぶせばいいか、というとそうでもない。実はその二台ともが囮おとりで、当人は、誰も知らない三台目に乗っている、という噂うわささえあるのだ。

　適当に車を潰したら乗っていなかった。おかげで警備が厳重に──などということになっては台無しである。

　長期間狙撃手スナイパーをはりつけていれば、いつか機会チヤンスが訪れるかもしれないが、あてのない『いつか』を待つ時間は、ベックマンには残されていない。役員会議は目前なのだ。

　結局──相手の姿を確かめて、確実に処理をするにはこれしかないのである。

　決行の時間は、近い。




　いまだ栄えてはいるものの、それでも着実に、街は衰おとろえつつあった。

　毎日窓から眺めているだけでも、それは手に取るようにわかる。

　白く塗ぬられているはずなのに、なぜかいつ見ても灰色にしか映らぬビル群の窓からは、年月をかけて少しずつ、明かりの数が減ってゆく。

　自分が子供の頃ころ、この火星の夜はもう少し明るかったはずだ。

　送そう迎げいリムジンの窓から外を眺めつつ、ティモシー＝マイスターは、そんな、感かん慨がいとも呼べぬ思いを抱いだく。

　彼にとって、昔から、世界は同じ色だった。

　生まれをうらやましがられたことも幾いく度どとなくあったが、あれこれと枷かせをつけられた上に、自身の行い以外の部分で他人からねたみそねみを受ける暮らしというのは、それほど楽しいものでもない。

　肩かた書がき上は小さなトラブルシュート会社の社長にしか過ぎない自分が、こんなリムジンでの送迎を半ば義務づけられているのも、その生まれ──父親が、クロフト・カンパニーの社長、ランドルフ＝マイスターである、というのが理由だった。

　今の境きよう遇ぐうを嘆なげくわけではない。恵めぐまれた環かん境きようにいる自覚はあるし、そもそも、甘かん受じゆしているのは彼自身なのだから。

　だが──何にしろ、世界が退たい屈くつだということには変わりない。

　しかし最近は、面おも白しろそうなものがちょくちょくと、彼のまわりに現れはじめている。

　彼が社長を務めるシェリフスター・カンパニー。人の外見と心を持ちながら、人ならざる兵器たち。

　そして、彼の師でもあったマッドサイエンティストのレヴィアン＝コラード。

　いろいろと組み合わせてみれば、ひょっとしたら、それらが彼の退屈をまぎらわしてくれるかもしれない。

　車は道を滑すべり行く。向かうは父、ランドルフの住む邸宅──ではない。

　彼は今の肩書きをもらうとともに、別の場所に私し邸ていを与あたえられていた。向かっているのはそちらである。

　大通りを行き、赤信号で停車して──

「──社長」

　運転席の呼びかけに、ティモシーは視線を前に向け──

　それだけで、用件はわかった。

　停止した車の前。横切る通行人たちの中に一人だけ、こちらの行く手を塞ふさいで立つ者がいた。

　見覚えのあるスーツ。長く伸のばした髪かみの中、前まえ髪がみの一ふさだけが黄こ金がねの色にかがやいていた。

　黒髪をそこだけ脱だつ色しよくしているのではなく、金髪ブロンドをその場所だけ残して黒く染めているのだ、ということを彼は知っている。

　レティシア＝マイスター。彼の、血を分けた妹。

　運転手も、彼女の顔くらいは知っていたのだろう。

「ここで下ろして」

　ティモシーは運転手に声をかける。

「しかし……そういうわけにも……」

　ティモシーお抱かかえ、というよりも、ランドルフに命じられてこの任についている運転手は渋しぶい顔をする。どうやら彼としては、ティモシーの言葉より、誰かさんから与えられた送迎マニュアルの方を重視したいようである。

　お願いをしているつもりはないのだが、わざわざそう口にして、カドを立てる必要もない。ティモシーは苦く笑しようを浮うかべて、

「きみ一人で帰れ、って言ってるわけじゃあないよ。一時下ろして、ついて来てくれればいい」

「……わかりました」

　まだ何やら言いたげにしながらも、運転手はようやくドアを開けた。

　相手を車の中に招き入れなかったのは、言うまでもなく、この運転手に話を聞かせたくなかったからである。

　ティモシーは道路に降り立ち──

「レティ、どうしたんだい？　いきな──」

「武器が要いるわ」

　彼の言葉を遮さえぎって、ずいっ、と一歩歩み寄り、レティシアは低い声で言って来る。

　ティモシーはいつものように、ぴくんっ、と小さく身を震ふるわせ、気け圧おされたように半歩退さがってみせた。

「……と……とにかく……歩きながらでも話そう。もう信号が変わるから」

　言って歩道を歩きはじめる。肩かたを並べて歩むレティシア。

　──通勤時間帯にはやや早いが、それでも歩道には、二人の他ほかにもかなりの人通りがあった。

　歩きながら話をするのに、邪じや魔まになるほどではなかったが。

「一人でここまで？　ロズウェル氏の護衛はどうしたの？」

　ゆっくり歩み行きながら、ティモシーはレティシアに問いかけた。

　二人に合わせて、車道を、彼の乗っていたリムジンがついて来る。

「来たのはあたしとメニィの二人だけ。ルードの護衛は、サミィとイーザーの二人に任せたわ」

「そんな無責任な」

　ティモシーは声を上げた。

　事態が刻々変化していることは彼とて承知の上だったが、命令違い反はんは命令違反。こんな独断行動は、サミィならともかく、レティシアにしては珍めずらしいことである。

　彼女は彼の非難を無視し、

「聞いて。イージスを使ってあたしたちの妨ぼう害がいをした奴やつが、父さんを狙ってる可能性があるの」

　──それはそうだろう。

「──ほ……本当に？」

　内心の平へい坦たんなつぶやきとはうらはらに、彼は言葉に動どう揺ようの響ひびきを混ぜた。

「父さんは、相手が誰だれか知ってるしその証しよう拠こも摑つかんでいる、って言ってた。

　そのことを相手は知らないはずだ、とも。

　けどたぶん、相手はそんなに甘くない」

　……なるほど……

　ティモシーには、大体筋書きが見えてきた。しかしそんなそぶりなどおくびにも出さず、

「でも、父さんが大だい丈じよう夫ぶだって言ってたのなら……」

「父さんだって、いつも完全で間ま違ちがいを犯さないってわけじゃあないわ」

　通りのどこか遠くに目をやったまま、彼女はつぶやいた。

　──察するところ──

　どうやらレティシアは、余計な心配をした挙げ句、本来の仕事をほうり出し、火こんな星ところまでやって来たらしい。

　とはいえ、武装を地上に持ち込む算段は見つからなかったようである。

　彼女たちが使う連絡艇シヤトル『ワイヴァーン』には、一応のステルス機能がついているが、さすがに火星の警備網もうを突とつ破ぱできるほどのものではない。

　観光客を装よそおえば、入国そのものは可能だが、そうすると今度は武器が持ち込めない。

　結局は現地調達を当て込んで、身一つでティモシーのところにやって来た。おそらくはそんなところだろう。

　放っておいてもかまわないのだが……できあいのシナリオに一枚嚙かませてみるのも面白いかもしれない。

「そりゃあまあ……父さんだって神様じゃあないんだし……」

「万一のことがあってから後こう悔かいしても遅おそいのよ」

　真しん摯しなまなざしを向ける妹に、彼は小さく息をつき、

「……もうすぐそっちに配備する予定だったパワード・スーツが、まだ倉庫にあるはずだと思う」

「ありがとう」

　レティシアの方を、ちら、と見て、

「けど、くれぐれも無茶はしないように」

「わかってる」

　その目は、わかっているようには見えなかったが──それでこそ。

　ティモシーは足を止め、しぐさで、ついて来ていたリムジンを呼ぶ。

「そうだな、三時間後、宇スペー宙ス・ポ港ートの入り口あたりで落ち合おう」

　言いながら、開かれたドアをくぐって車内へ。

「──ありがとう。兄さん」

　妹の声に手を挙げて答え──

　──いいさ。別に──

　胸の中でつぶやいた。

　──賭かかっているのは、僕の命じゃあないし──

　車のドアが、音を立てて閉まった。




　レティシアは焦あせっていた。

　自分でもそれはわかっている。

　ここまで来る途と中ちゆう、宇宙船の中で、幾いく度ど妄もう想そうしたことか。

　──自分たちがこうやって移動している間にも、もう襲しゆう撃げきは始まっているんじゃあないか。ひょっとしたら父親は、もう殺されてしまっているんじゃあないか──

　火星ここに着いた今でさえ、その焦りは変わらない。兄が装備を持ってくるまでの三時間さえ、ひたすら長く感じられる。

　火星の空からすでに陽ひは沈しずみ、宇スペー宙ス・ポ港ートにも街にも人工の明かりがあふれている。レティシアが昔、火星ここにいた頃ころに比べると、ずいぶんと明かりの量が減っているような気はしたが。

　黒幕がクロフト内部の人間ならば、夜中に私し邸ていを襲撃するはず。

　いくらなんでもこんな時刻──ランドルフが家に戻もどっているかどうかも怪あやしい時間にことを起こすわけもない。

　そんなことはレティシアにもわかってはいるのだが──

　しかしやはり、焦りは消えない。

　空港近辺には人々や車が行き交かい、昼間と変わらぬにぎわいを見せている。もう約束した時間のはずだが、あたりをざっと見み渡わたしても、ティモシーの姿は見当たらない。

「レティ、心配？」

　隣となりに佇たたずみ、見上げてメニィが問いかけて来た。

　──別に──と、流そうとして、それが虚きよ勢せいにすぎないと気づく。

　メニィの目から見ても、自分はそんなふうに見えるのだろうか。

「少し、ね」

　答えて微び苦く笑しようを浮うかべる。

「だいじょーぶ。あたしがついてるから」

　言って誇ほこらしげに胸を張るメニィ。レティシアにとって、嬉うれしくも頼たのもしくもあったが──また、心配でもあった。

「……絶対無茶だけはしちゃあ駄だ目めよ」

　それこそ無茶な頼みであることを、レティシアは自覚している。楽をして勝てる相手なら、そもそも自分たちがここに来る必要はないのだから。

「レティもね」

「……わかったわ」

　なんだか最近、まるでメニィの方が自分の保護者のようである。レティシアは苦く笑しようを深め──

「あ。来た」

　メニィの声に目を転じると、こちらに向かい来る、一台の大型トラックが見えた。

　一体どこから調達してきたものやら。あちらこちらが適当にボロく、無意味なデコレーション・ランプが車体を飾かざり立て、コンテナにはセクハラギリギリの女性の絵。

「……………………」

　憮ぶ然ぜんと絶句するレティシア。

　その前で停とまったトラックの窓から、にこやかに顔を出したのはティモシーだった。

「やあレティ。早いね」

　気の抜ぬけた笑え顔がおが、やさぐれたトラックと果てしなく似合わない。

「……そっちが遅かったのよ」

　と、レティシア。

「時間通りだろ」

「遅おくれたわ。少しだけど」

　ティモシーは腕うでの時計にちらりと目をやって、

「……時計、火星時間に調整した？」

「──」

　言われてみれば、忘れていた。

　自転時間の関係で、地球時間に基づく宇宙標準時間より、火星の一時間は一分半ばかり長い。

「モノはコンテナの中。ひと通りは揃そろえておいたつもりだよ」

　気にしたふうもなくティモシーが言う。

「感謝するわ。……けど、もうちょっと他ほかのトラックはなかったの？」

「まさかクロフトのロゴが入ったトラックで張り込むわけにはいかないだろ？」

　それはそうなのだが。

「ともかく──」

　ティモシーは車から降りると、キーをレティシアの手の中に落とす。

「父さんのこと、頼むよ」

「わかってる」

　その目を正面から見つめ返し、レティシアは小さくうなずいたのだった。




　街の中心からかなり離はなれた場所に、ひろがる緑がある。

　知らない者が上空から見れば、大規模な公園か何かと勘かん違ちがいしたかもしれない。

　だが無論、あたりに住む者たちは知っている。それが個人の邸てい宅たくだと。

　マイスター邸てい。クロフト・カンパニー現社長の住居である。

　敷しき地ちのまわりを高さ二メートル半に及およぶ塀へいがぐるりと取り囲み、あちこちに設置された監かん視しカメラが、ＲＥＤランプと黒い瞳ひとみで道ゆく者たちを見つめている。

　そこからやや離れた場所にあるホテルの高層階から、男は、ずっと、ランドルフ邸の監視を続けていた。

　カーテンのわずかな隙すき間まから、そっと覗のぞかせた高倍率の望遠鏡。先に見えるのは、マイスター邸の一室である。

　真っ暗だったその窓に明かりが灯ともったのは、真夜中頃ごろのことだった。

　中庭に面した、ランドルフ＝マイスターの私室である。

　大きな窓の中には、落ち着いた色調でまとめられた内装。大きな執しつ務む机づくえが目立つ。そこにいるのは間違いなく、ランドルフ＝マイスター当人だった。

　中の光景が見える──つまり光を通すのなら、レーザー・ライフルで狙そ撃げきできそうだが、実際のところはそうもいかない。

　クロフトが扱あつかっている商品の中には、戦せん闘とう兵器用の特とく殊しゆガラス、というのが存在する。

　通常の実じつ弾だんやビームに対する防弾作用は当然として、こと光に関しても、通常の光量なら何の問題もなく透とう過かするのだが、一定量以上の光──レーザーなどを受けた場合、分子構造と屈くつ折せつ率を変化させ、光の進路を変えるのだ。

　おそらくランドルフの私室に使われているガラスもそれのはず。

　ハンドガン程度の武器でどうこうすることはできまい。

　だが男が、そんなことまで気にする必要はない。彼はランドルフの在宅を確かく認にんし、連れん絡らくをするだけの役割なのだから。

　男は渡わたされている携パー帯ソナ電ル・フ話オンにメモリーされた番号をプッシュし、ただ一言。

「確認しました」

　とだけ告げた。

　それが。

　作戦開始の合図となった。




　待つだけの時間は長い。

　先にあるのが楽しいことなら、待つこと自体もまた楽しみとなるのだが……そうでないなら、待つのは単なる苦痛に過ぎない。

　おまけに待機する場所が、過ごすにはあまり快適とは言えぬ、鉄の箱の中と来れば。

「襲しゆう撃げき、あると思う？」

　ディスプレイやら何やらがひしめくコンテナの中で、メニィはレティシアにそう問いかけた。

「なければ、それに越こしたことはないわ」

　言う自分の声に、かすかな疲つかれが混じっているのをレティシアは自覚した。

　マイスター邸から少し離れた場所のホテルに偽ぎ名めいで部屋を取り、その立体駐ちゆう車しや場じように停とめたトラックの中で、二人は監視作業を続けていた。

　コンテナの中には、二機のパワード・スーツと武器弾だん薬やくに監視用機器。

　兄も、たった三時間で、よくこれだけのものを調達してくれたものである。やはり彼も父親のことが心配だったのだろう──レティシアは思う。

　このホテルの場所にしても、兄に教えてもらったものである。

　借りた部屋の窓やらトラック外部やらにカメラを設置し、ここのモニターでチェックを続けていた。

　部屋の方で監視できれば楽なのだが……パワード・スーツがあるのはこのコンテナの中である。もしもことが起きた時、部屋からここまで来るその時間差が、致ち命めい的てきなタイムロスになる可能性はあった。

　監視を続けて今日で二日目。

　その必要がない昼間のうちは、部屋のベッドで休めるが、それでもこの退たい屈くつな監視作業が、神経をすり減らすものであることに変わりはない。

　いくつも並んだディスプレイには、夜に沈しずむマイスター邸が映っている。あるいは暗視映像で。あるいは赤外線映像で。

　レティシアの実家──ではあるのだが、正直、彼女はここにはなじみが薄うすい。

　小さな頃ころ、家族は別の場所で暮らしていたし、こっちに越して来た頃には、レティシアは学生寮りように入っていた。

　つまり彼女がこの邸やしきで過ごしたのは、学校の長期休きゆう暇かの時くらいのものなのである。

　とはいえ無論、家の構造はきっちり頭に入っている。

　大きな中庭を四角く囲んだ、大きな大きな二階建て。今も変わっていないならば、父親、ランドルフの私室は、その中庭に面した部屋のはずである。そこへと向かう最短ルートも、脳のう裏りに思い描えがくことができる。

　ドアを開けるためのカードキーも持っているし、いざという時の活動に、支障はないはずだった。

　最大の問題は──

「勝てると思う？」

　問われてレティシアは、ぎくりっ、とメニィに目をやった。まるで──内心の不安を見み透すかされたような気がして。

　メニィの顔には不安も恐きよう怖ふもない。彼女はその感情を知らぬゆえ。

　──メニィはルードの護衛任務中、イージスを相手に遅れを取っている。

　もしあの時、イーザーとサミィの援えん護ごがなかったらどうなっていただろう。

　今さらながらに想像し、レティシアの背筋にかすかな寒気が走る。

　とはいえ、ここで自分が弱気になってどうする。

　レティシアはメニィを見つめ、きっぱりと断言した。

「勝つわ」

「うん」

　にっこり大きくうなずくメニィ。二つにくくった髪かみが、ぴょこんっ、と揺ゆれる。

「とにかく、見はりをしっかり──」

　言いながらレティシアはモニターに目をやって──

　言葉を途と切ぎれさせた。

　モニターに異常があった。

　監視カメラのうち一つ。赤外線映像で見ると、マイスター邸近くの空に、いくつかの揺らぎが見て取れた。

　これは──

「──ヘリ!?」

　レティシアの声がコンテナの中に響ひびいた。




　火星の夜を横切る黒は、併へい走そうする三機のヘリコプター。

　もっぱらビル火災時の被ひ害がい者しや救助などに使われる機体で、小こ柄がらで小回りもきく割に操縦安定性は高く、おまけに安価。街にはこれを標準配備している消防署も少なくはない。

　つまり、ありふれた、手に入れやすい機体だということである。

　しかし。

　レーダーに映らぬ高度で空行くそのボディは、闇やみの色へと塗ぬり変えられ、風切るローターも消音タイプに改造されている。

　本来なら誰だれかの命を救うための機体に今、誰かの命を奪うばうための兵器が積み込まれていた。
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　──人の形を模した兵器たちが。

　明かりをすべて消したヘリの中。微び動どうだにせず待機するのは、パイロットを除いて、各機八名ずつ、計二ダースの男たち。

　ありふれた野戦服と簡易防弾ジャケット。両目だけを覗のぞかせた、黒いマスクにヘルメット、手には揃そろいのアサルトライフル。

　どうということもない装備だが、それで十分である。目標に絶対の死をもたらす兵器は、装備ではなく、身につけている者たちの方なのだから。

　闇の中、男たち全員の片目だけが、薄い燐りん光こうを放っている。

　イージス。人の手により生み出された、美しき死神たち。

　ヘリがマイスター邸ていの上空にさしかかると同時に、彼らは行動を開始した。




「──始まった──！」

　画面の中の映像を目にして、レティシアは小さく吐はき捨すてた。

　いくつもの熱源が、建物の屋根の上へと下りてゆく。

　エメラルド・グリーンのパワード・スーツ『セイレーン』のセンサーは、その数を二ダースと判じていた。

　異常を察知するとともに、二人はそれぞれのパワード・スーツを身に纏まとい、マイスター邸へと向かっていた。

　膝ひざ立ちの姿勢になった下か脚きやく部ぶから車輪が展開し、背中の推スラ進スタ器ーで前進。整地道路上での最高速度は、標準的な戦車のそれを上回る。

　夜道を疾しつ駆くする二機のパワード・スーツを目にして、裏路地の犬が吠ほえ立て、通りすがりの深夜タクシーがハンドルを切りそこねるが、レティシアには、そんなことにまで気を回す余よ裕ゆうはない。

　相手はイージスが二十四人。

　勝てるのか。自分たちで。

　自問はただ、胸の裡うちにある不安の濃こさを増しただけだった。




　部隊は予定通りに展開した。

　玄げん関かんや勝手口、中庭に面した出入り口に、屋上への出入り口。それぞれにおよそ二人ずつが向かう。

　中庭に下りたうちのひと組は、目の前のガラス越ごしに、ランドルフの姿を捉とらえた。

　視線が合う。

　ランドルフの表情に動どう揺ようがひろがり、その手が執しつ務む机づくえの上に伸のびる。

　瞬しゆん間かん、部屋の明かりが消えて、ガラスはただの黒い板と化した。

　手持ちの火器では、そこへの攻こう撃げきは無む駄だだとわかっている。刺し客かくたちは未練も見せず、予定通り、担当する戸口にとりついた。

　無論扉とびらにはカギがかかっているが──

　アサルトライフルにあるスイッチの一つを入れると、小さく鋭するどい音を立て、銃じゆうの先せん端たん下部から、刃は渡わたり二十センチほどの銃ベイオ剣ネツトが飛び出した。

　ただの刃物ではない。出現と同時に作動する分子振しん動どうブレードである。

　施せ錠じよう部を手て際ぎわよく抉えぐり抜ぬき、ドアを蹴けり開けて建物内部に踏ふみ込んでゆく。

　──警報の音が鳴り響いたのは、建物内から銃声が聞こえて来たのよりも、ほんの少し遅おそかった。




　エメラルド・グリーンの『セイレーン』と、アクアマリンの『ウィンディーネ』。二機のパワード・スーツはまっすぐに、マイスター邸へと向かってゆく。

　いちいち門を開けている時間はない。

「跳とぶわよメニィ！」

『うん！』

　背中のスラスターを下に向けて最大噴ふん射しや。同時に曲げていた脚あしを跳はね伸ばし──

　二機のパワード・スーツが宙に跳ぶ！

　放物線を描えがいて門を飛び越こえ、着地。

　玄関までは、荒あらい砂じや利り道みちが続いている。さきほどと同じ高速移動モードで進むのは無理だろう。足裏のキャタピラを作動させて前進を開始する。

　人の駆かけ足よりは速いが、さきほどまでに比べると、かなりのスピードダウンである。

　レティシアの胸の裡うちで、焦あせりの声がふくれ上がるが、それで速度が上がるはずもなく。

　外部マイクが、屋や敷しきに響ひびく警報の音を拾った。

　カメラスコープの倍率を上げてみれば、出入り口はすでに突とつ破ぱされている。

　──間に合わない──!?

　胸の奥にひろがるどす黒い絶望感を、レティシアは奥歯を嚙かみしめ、なんとか力ずくでおさえ込む。

　もしここで、その黒い感情に身を任せ、足を止めれば、それこそ絶対に間に合わなくなる。

　刺客たちは、屋敷の内部構造までは知らないはずだ。彼女はそれを知っている。

　ならそこに、相手を出し抜くチャンスはあるはずだった。

　父親──ランドルフの部屋は、中庭に面してはいるものの、防ぼう弾だんガラスに守られた上、構造的にはかなり奥に位置している。知らぬ者がたどり着くには、かなりの時間を必要とするはず。

　二機は玄関へと向かい──

「──」

　レティシアは無言で苦い唾つばを飲み込んだ。

　玄関近くに死体がいくつも転がっていた。イージスと交戦したのだろう。屋敷のガードマンたちのものである。

　その中の一人に、レティシアは見覚えがあった。前に立ち寄った時、顔を見かけたことがある。名までは知らぬ、知った顔。

　怒いかりと──同時に恐きよう怖ふがこみ上げる。数分後、あるいは数十分後、自分がこうなっていないという保証はどこにもない。

　感情を押し殺し、玄関をくぐる。

　天てん井じようにはシャンデリアタイプの明かりが灯ともり、だだっ広いホールを煌こう々こうと照らし出していた。

　時には名士を招いてのパーティー会場としても使われるそこには、今はガードマンたちの死体が転がるばかり。長い毛足の絨じゆう毯たんも、血を吸い、どす黒く染まっている。

　熱源センサーで周囲をサーチ。反応あり。

　ホールの端はしには二階へと続く階段があり、上の方の物もの陰かげに、人間とおぼしき熱源が一つ、潜ひそんでいた。

　しかしそれが、ガードマンなのか、刺客なのかは確かく認にんできない。

「メニィ、一応上に気をつけといて」

『わかった』

　短い通信を交かわし、上の熱源には気づかないそぶりのまま、それでもカメラでモニターしながらロビーを突つっ切り──

　二人が階段そばにさしかかった時、頭上の熱源が動きを見せた！

　伸び上がって手すりから身を乗り出し、こちらに向かって手しゆ榴りゆう弾だんを投げ放つ！

　一瞬だったが、モニターしていた画面の中で、確かに見えた。顔を隠かくした兵士姿。

　間ま違ちがいない。イージスである。

　メニィが即そく座ざに反応した。左ひだり腕うでのビームバルカンでひと薙なぎし、空中で手榴弾を捉える。

　大気を揺ゆるがす爆ばく発はつ音おんは、外部マイクとスピーカーを通す間に音量を自動調節され、妙みようにくぐもった音となって、レティシアの耳に届いた。

　カメラの先を爆光が閉ざし──

　瞬しゆん間かん。レティシアは『セイレーン』の腕を跳ね上げて、虚こ空くうにビーム・バルカンをばら撒まいていた。

　直感したのだ。今の手榴弾は、攻こう撃げきではなく目くらましのためではないか、と。

　外部マイクは、彼女の背後に何かの落ちる重い音を捉とらえた。

　跳ねるように振り向き、構える。

　倒たおれた兵士姿は、身を起こそうとわずかに動き──

　そこをバルカンの一連射が襲おそい、男は動かなくなった。

　やったのはレティシアではない。

「──メニィ！」

　思わず非難の声を上げる。が。

『迷っちゃだめだよ。レティ』

　スピーカーから聞こえたメニィの声は、いつもと違って、重い。

　──そう。彼女の言う通りだ。

　軽装の敵にパワード・スーツでとどめを刺さすのは、むろん決していい気分のものではない。

　しかしイージスは、傷でひるむ相手でもなければ、降こう伏ふく勧かん告こくに手を上げる相手でもない。

　兵士姿のイージスが落としたアサルトライフルの先せん端たんから、銃ベイオ剣ネツトタイプの分子振しん動どうブレードが突き出していた。手持ちの火器ではパワード・スーツに対たい抗こうできぬと判断し、目くらましをかけてから懐ふところに飛び込み、白兵戦を挑いどむつもりだったのだろう。

　もしレティシアがためらいを見せ、もしもメニィの援えん護ごがなければ、『セイレーン』の装そう甲こうを切り刻まれていたかもしれない。

　たとえ仲間と同じ出自だろうと、イージスを殲せん滅めつすべき敵と割り切り、仮か借しやく無く倒す──今は、その決断が必要な時だった。

「──ごめん。行くわよ」

『──うん──』

　二機は、ロビー奥の廊ろう下かへと進む。

　まっすぐな廊下の左右にドア。つき当たりには中庭に面した窓。

　おそらく防弾なのだろう。たしかこの窓は開かなかったはず。そこを通っての近道は望めそうにもない。

　レティシアは廊下を突っ切った。相手の目的がランドルフの命である以上、このあたりにそうそう多くの伏ふく兵へいを配置してはいない、と読んでのことである。右後ろに並ぶメニィの『ウィンディーネ』。

　だがその時。

　右のドアが突とつ如じよとして開き、影かげが『ウィンディーネ』の懐に飛び込む！
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　イージス！

　その手にあるアサルトライフルの先から、ブレードが飛び出すのが見えた。

　影と『ウィンディーネ』、二つが重なり合い──

　がギュウゥゥゥゥゥゥゥッ！

　けたたましく響ひびいたのは、分子振動ブレードが、パワード・スーツ装甲の、高こう硬こう度ど合金を穿うがつ音！

　その音が消えもせぬうちに。

　ドンッ！

　鳴ったのは小さな爆ばく音おん。

　胴どうを狙ねらってくり出されたブレードを、メニィは『ウィンディーネ』の右みぎ腕うでパーツで受け、刺し貫つらぬかれたそのパーツを、炸さく薬やくで強制排はい除じよしたのだ。

　銃ベイオ剣ネツトを突き立てたまま、いきおいに流されて体勢を崩くずすイージス。そこに。

　レティシアは、左手のビームバルカンを斉せい射しやした。

　動かなくなったイージスを見下ろして、レティシアは、重く、小さな吐と息いきをつく。

　──やはり、いい気分のものではない。

　だが、ゆっくりと落ち込んでいる時間はない。レティシアはメニィに声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

『あたしはだいじょーぶだけど……』

『ウィンディーネ』は、肘ひじから先の無くなった右腕を上げてみせた。これで戦力は、かなり落ちることになるだろう。

　こちらに比べて相手の装備が貧弱だということだけが、レティシアたちの利点だったのだが……伏兵として配されていたイージス二人を倒すだけで、すでにこれである。

　残る相手の数を考えると、先が明るいとは言えないが……

　いずれにしろ、イージスを絶対に懐に飛び込ませないことである。

　向こうの装備のうち、こちらにダメージを与あたえることができるのは、分子振動ブレードしかないのだから。

「まだいけそう？」

『まだいかなくちゃならないんでしょ？』

　答えにレティシアは苦く笑しようした。メニィの言う通りである。

「なら、行くわよ」

　宣言し、再び進みはじめる。

　正面には、中庭に面した大きな窓ガラスがあり、廊下はそこでＴ字路となって左右にのびている。

　角先に伏兵が配されている可能性はある。二機は手前で減速し──

　その時。

　窓のはるか向こうに明かりが灯ともった。

　中庭をはさんだその先──ランドルフの私室に。

　距きよ離りはかなりあったはずだ。だが、レティシアにははっきりと見えた。

　部屋の中、執しつ務む机づくえのそばに佇たたずむランドルフの姿が。離はなれて、入り口ドアのそばにいる兵士姿の数人が。明かりをつけたのはそいつらだろう。

　彼らが手にしたアサルトライフルの銃じゆう口こうがランドルフを狙って跳はね上がり──

　銃じゆう弾だんを受けた窓ガラスが白く濁にごった。

　それで──部屋の中は、何も見えなくなった。

　頭の奥が白く染まる。

　喉のどの奥からわけのわからない叫さけび声を絞しぼり出し、レティシアは走った。

　スピーカーからメニィの声が聞こえたような気もしたが──よくわからない。

　Ｔ字路を左に曲がり──

　目の前に、兵士姿がいた。







　　　５




　頭の芯しんは白く冷え切り、胸の奥は灼やけるように熱く──同時に、凍こごえるように冷たい。

　今。

　怒いかりと混乱だけがレティシアを支配していた。

　目の前に現れた兵士姿──その中身がイージスであるということさえも忘れ──

　レティシアは、目の前の相手にバルカンを斉射し、足も止めずに廊下を駆かける。

『レティ！』

　急いでそのあとを追いながら、『ウィンディーネ』のメニィが呼びかけるが──その声も届いていないのか、立ち止まるそぶりも応答する気配もない。

　駆けながら、メニィはちらりと、倒たおれた兵士姿に視線を向けた。

　レティシアにあっさり撃うち倒された、イージスの一人である。

　正面からのビームバルカンで、胸から下は破は壊かいされ──

　それとは別に、ヘルメットの側頭部に、ぽつりと一つ、穴が空いていた。




　メニィがずっと呼びかけているのはわかっていた。

　だがそれでも、立ち止まる気にも応答するつもりにもなれず──

　今、レティシアの頭を占しめるのは、父親、ランドルフのもとへ行く──ただ、そのことだけだった。

　助けられる状じよう況きようではない。冷静に考えれば、それはわかるはずだった。

　しかし考えることを放ほう棄きして──前に行くことのみで頭を埋うめて、レティシアは進む。

　階段を上がり廊下を行き別の階段を下りまたまた別の階段を──

　防犯上わざと複雑なつくりになっている、父の部屋へと続く道を、彼女は間ま違ちがえることなく進み──

　やがてゆく手にドアが見えた。

　開いたままの厚いドアが。

　駆け寄り腕うでのバルカンを構え──

「──」

　レティシアは硬こう直ちよくした。

　もしも今、パワード・スーツを身につけていなければ、強きよう烈れつな血けつ臭しゆうが鼻をついたことだろう。

　長い毛足が血を吸った絨じゆう毯たんの、じくじくとした感かん触しよくに嫌けん悪おしただろう。
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　そこにはイージスたちがいた。

　部屋のこちら側と、正反対の二ヵ所に分かれて。

　レティシアのそば──足もとには、血まみれで倒れた兵士姿の五、六人が。

　向かい壁かべ際ぎわには、こちらに対たい峙じし、銃じゆうを構えた装アーマ甲ー・ス服ーツ姿の十数人が。

　そして──

　大きな執しつ務む机づくえのそば。部屋の中央に佇たたずんで、イージスたちとレティシアの双そう方ほうに、制止のポーズを送っているのは──

　傷一つない、ランドルフの姿。

「来たのか」

　ランドルフの口が動いた。声に動どう揺ようの色は全くない。

　すぐ後ろに、メニィの『ウィンディーネ』がやって来たのがわかったが──今、レティシアの意識を占めるのは、ただ、目の前にひろがる光景のみ。

　それが何を意味するのか──

　ランドルフは何も語ろうとしない。イージスたちも無言のままで控ひかえている。

　沈ちん黙もくはどれほど続いたのか。

　──実際のところ、それほど長かったわけでもないのだろうが──

「……どういう……こと……？」

　かろうじて。

　その沈黙を押しのけて、レティシアはそうつぶやいていた。

「お前の忠告を採り入れて用心をした。それだけのことだ」

　こともなげにランドルフは言う。

　確かに以前、レティシアは、ランドルフが狙ねらわれる可能性を示し唆さした。

　だがその時、彼は、それを一いつ笑しように付した。

　あとになって考えが変わったというのは、彼らしくないような気がするのだが──

「……けど……」

　混乱したまま、レティシアは言葉を漏もらす。

「さっき……撃たれて……」

　レティシアは見たのだ。

　部屋に乱入してきたイージスたちが、ランドルフに向かって引き金を引いたのを。

　それが夢ではない証しよう拠こに、銃じゆう撃げきを受けて白く濁にごった窓ガラスが視界の隅すみに入っている。

　いくら味方にイージスがいるといっても、彼らとて、放たれた銃じゆう弾だんまで止められるわけもない。

「見ていたのか」

　ランドルフは言うと、大きな執務机に歩み寄り──

　そのまま、通り抜ぬけた。

「──!?」

『立体映像？』

　レティシアが小さく息を吞のみ、後ろでメニィが声を漏らす。

　そういうことである。

　見れば、部屋の天てん井じよう四よ隅すみにモニターカメラのようなものがあるが──この部屋にそんなものを四つも設置する理由はない。おそらくはあれが投プロ影ジエ機クター。

　声は執務机にスピーカーでもしかけてあるのだろうか。

　本当のランドルフは、どこか別の安全な場所にいて、姿と声をこの場所に送っているのだ。

　それがどこなのかは、レティシアにもわからない。

　多分、この部屋のどこかに隠かくし通路の出入り口か何かがあり、そことつながっているのだろう。

　突とつ飛ぴな想像ではない。現に、襲しゆう撃げき側のイージスがこの部屋になだれ込んだ時、迎げい撃げき側のイージスたちの姿はなかった。

　ならば、彼らはどこから現れたか？

　──ようやっと、レティシアは大体の事情を飲み込んだ。

　ランドルフは自分の立体映像を囮おとりにして襲撃側のイージスたちをおびき寄せ、それこそ隠し戸の奥かどこかに配置しておいた味方のイージスたちに迎撃させた。

　そんなところなのだろう。

　ランドルフ側のイージスが配置されていたのは、ここだけではなかったはずだ。

　レティシアは、今さらながらに思い出す。

　さきほど目の前に現れた兵士姿のことを。

　怒いかりのままに撃ち倒したが──考えてみれば、アドレナリンの力を借りただけで容易に倒せる相手ではない。

　相手がベストコンディションならば、の話だが。

　あのイージスは、それ以前にランドルフのイージスと交戦し、動けなかったか、あるいはすでにこと切れるかしていたのだろう。

　レティシアの肩かたから力が抜ける。

「つまり……とりあえずはおしまい、ってことね」

「とりあえず、ではない。完全に終わりだよ。

　今いま頃ごろは、ヘリのパイロットや、この邸やしきを監かん視ししていた男の身み柄がらも押さえているはずだ。

　今回のことで黒幕の尻しつ尾ぽは摑つかんだ。あとはこちらで処理する」

　なるほど。

　警察に任せるつもりか、それとも社内で粛しゆく清せいするか、いずれにせよ──

　──？

　パワード・スーツの中で、レティシアはわずかに眉まゆをひそめた。

「今回のことで尻尾は摑んだ？

　──待って。前の通信で、もう証拠は握にぎっている、って──」

　言いかけて──

　彼女は気づいた。

「──まさか──」

　つぶやく自分の声が、ひどくかすれている。

　さまざまな──小さな違い和わ感かん。小さな矛む盾じゆん。

　それらを全て解決する答えは、たった一つしかない。

　彼女は、それを口にする。

　違ちがっていて欲しいと願いつつ。

「このシナリオを書いたのは父さんなの？」

　無言で視線を向けるランドルフ──いや、その立体映像に向かって、レティシアは畳たたみかける。

「前に通信をした時──

　父さんは、黒幕の証しよう拠こを押さえた、って言っていた。

　けどもしも──

　本当はあの時、何の証拠も摑んでなかったとしたら？

　……父さんは、暗殺という言葉を口にして、その可能性を否定した。

　あれはひょっとして──

　イージスを動かした奴やつが、会話を盗とう聴ちようしていることを予想した上での誘さそいだったんじゃないの？

　あの時、父さんが言っていたことを考えてみれば──

　証拠を摑んでいる。次の役員会議で公表して相手を破は滅めつさせる。自分が害される可能性は考えていない……

　相手の盗聴を前提として考えるなら──

　急いで自分に暗殺者をさし向けろ、と言っているのと同じよ。

　そうやって相手をそそのかして──」

　さきほどの、ランドルフの言葉。

「今回のことで尻尾を摑んだ」

　──もしもそうなら──

　一連の事件の、本当の意味での黒幕は、イージスを操あやつっていた誰だれかではなく、目の前にいる自分の父、ランドルフ＝マイスターに他ほかならない。

　目的は──言うまでもない。イージスたちを操っている連中と全く同じ。

　会社内の派は閥ばつ争い、である。

　不満分子を煽せん動どうしてことを起こさせ、一いつ掃そうする。遠い昔から、権力者たちがよく使っていた手である。

「──違う？」

　父親の影かげを見み据すえて言葉を結ぶ。

　さまざまな光景ものがレティシアの脳のう裏りを去来する。

　ルードの顔。イージスと戦って地に這はわされたメニィの姿。サミィの不ふ機き嫌げんな顔。表情を見せないイーザー。そして──

　屋や敷しきの入り口で、襲撃側のイージスに殺されていたガードマンたちの姿。

　味方にイージスがいるのなら、彼らを歩ほ哨しように立てていれば、ガードマンたちは死なずに済んだはずだ。

　なぜそうしなかったのか──とは、レティシアは尋かなかった。

　答えはわかりきっていたから。

　もしイージスを歩哨に立てれば、今回の襲撃そのものがなかっただろう。

　言い換かえれば、相手のシッポを摑むこともできなかったことになる。

　ランドルフは、イージスたちはもとより、屋敷のガードマンたちも道具として使い捨てたのだ。

　違う、と言ってほしかった。納なつ得とくのいくようにちゃんと説明してほしかった。

　だが──

　返って来たのは、静かなまなざしと、静かな声。

「違う、と言えば信じるのか？」

　──かつて──惑わく星せいガレットで。

　レティシアが、火星に行くと宣言した時、サミィは言った。

　行く必要はない。ランドルフ＝マイスターはそれほど甘い奴ではない、と。

　──どうやら正しかったのは、あちらの方だったようである──

　レティシアは夢想していた。

　メニィのこと。サミィのこと。イーザーやイージスのこと。

　話し合えば、あるいはランドルフの心を動かすこともできるのではないか──と。

　だが──

　無理だ。

　彼女はそう悟さとった。

　普ふ通つうの人間であるガードマンたちをも使い捨て、久しぶりの娘むすめとの会話すら、対立者たちへの罠わなとして利用する──

　そんな男に、命を玩もてあそぶな、などという言葉が届くはずもない。

　今のレティシアにできることは、ただ、力なく佇たたずむことだけだった──




「──どういうことだ!?」

　火星の衛サテラ星イト・港ポートに停てい泊はくした、青い宇宙船の中で。

　Ｊ＝ベックマンは、答えが返って来るはずもない問いを吐はき出していた。

　定時連れん絡らくの時間を五分、過ぎている。

　マイスター邸ていを監視させている部下からの連絡の話である。

　数秒数十秒の誤差はご愛あい嬌きよう。一、二分の差は小こ言ごとで済ませることもできる。

　しかし、自分たちがやっていることを考えれば、連絡が五分遅おくれるということがどれほど致ち命めい的てきなことか、それくらいはわかるはずだ。

　最後に入った連絡は、イージス隊が突とつ入にゆうを開始した、というしらせ。

　それ以来、予定の時刻になっても連絡をして来ないのだ。

「……こちらから連絡してみますか？」

「論外だ馬ば鹿か者もの！」

　おそらくは気をきかせたつもりで言ったのだろう、オペレーターの提案を、ベックマンは不機嫌に一いつ蹴しゆうした。

　通信を探知されれば、この宇宙船ふねの存在も知られてしまうことになる。

　もっとも──

　何らかの理由で計画が頓とん挫ざしたのなら、そんな細かい心配をしている場合ではなくなるのだが。

　だが、失敗の可能性というのは、果たしてどれくらいあるのか？

　邸やしきを見張らせていた部下が見つかった？

　決してありえない話ではない。ランドルフの自室が見える場所に配置したが──逆に言えば、ランドルフの自室からも、その場所はある程度特定できる、ということでもある。

　だが、もしそれで部下を押さえられたとしても、襲おそい来るイージスたちを撃げき退たいすることは不可能のはずだった。

　対たい抗こう手段が皆かい無むとは言わない。

　単純な方法なら、襲しゆう撃げき側を上回る数のイージスを用意する。あるいは、パワード・スーツを多数準備し、火力と防ぼう御ぎよ力で圧おす。

　しかし──

　もしランドルフが、会社のイージスやパワード・スーツ群を動かそうとすれば、その動きはすぐさま、ベックマンの耳に入ってくるはずだった。

　そういった工場の警備全てを取り仕切っているのが、クロフト警備部門の責任者である彼なのだから。

　しかし今回、その痕こん跡せきはない。となれば、仮に計画が露ろ見けんしたとしても、ランドルフが動かせたのは、せいぜいシェリフスターのメンバー四人程度、といったところだろう。

　計画の阻そ止しは不可能のはずだ。

　はずなのだが──

　どうにも嫌いやなにおいがする。

　取り越こし苦ぐ労ろうならかまわないのだが、もしもそうでないのなら、何らかの手を打つ必要はあった。

　ベックマンはしばし黙もつ考こうし──

「──出港準備をしろ」

　命令に、艦橋ブリツジがざわついた。

「──し──しかし──」

「わかっている」

　とまどい顔のオペレーターに、ベックマンはうなずいた。

　もしも定時連絡の遅れが、単に通信系のトラブルだった場合、地上班を残して出港することによって、逆に計画が露見してしまう可能性が高い。

　たかだか五分の連れん絡らく遅おくれで算を乱して自分の首を絞しめた、とあっては、笑いものにしかならないだろう。

　だが──

　ベックマンが今の地位にまで上り詰つめることができたのは、自分の嗅きゆう覚かくを、カンを信じて来たからである。

　そのカンが囁ささやいているのだ。

　まずい、と。

　彼はそれを信じることにした。

「今すぐ出港手続きをはじめたところで、すぐに出られるわけではあるまい。三十分やそこらはかかるはずだ。

　それまでに連絡が入れば出港は中止する。それだけの話だ。

　港の管制官には、会社で非常事態が起こった、とか何とか適当なことを言っておけばいい」

「わ……わかりました」

　多少不安げに──それでもオペレーターが答えて手続きをはじめた時には、ベックマンはすでに、次のことを考えはじめていた。

　仮に地上班が押さえられたとして、どうやってトカゲのシッポ切りをしてゆくか。

　潔白だと思わせることは不可能だろうが、灰色グレイで済ませることは可能なはずだ。

　それには無論、同じ派は閥ばつの者をはじめとする、会社役員たちへの根回しは不可欠だろう。

　何人かの顔と名が頭の中に浮うかんでゆく。

　やるべきことは、いくらでもあった──




「落ち込んでるみたいだね」

「──別に──」

　ティモシーの問いかけに、レティシアは視線も向けずに答えた。

　マイスター邸ていとは別の場所にある、ティモシーの邸宅である。

　マイスター邸と比べればずいぶん規模の小さなものではあったが、火星の一いつ般ぱん的な住宅よりははるかに大きい。レティシアとメニィの二人が転がり込んだところで、さしたる不都合もない。

　結局のところ──

　イージスたちの襲撃事件にひと段落がついた後、ランドルフはティモシーに連絡し、レティシアたちの身み柄がらはそちらへと移されたのだった。

　それから何の連絡もないまま、丸二日。

　どうすればよいのかもわからぬまま、レティシアとメニィはここにいる。

　ティモシーが声をかけてきたのは、そんな日の夜──二人が特にやることもなく、リビングでジュースをすすっていた時のことである。

「……そうは見えないけどね」

　言いながらティモシーは、琥こ珀はく色いろの液体をたたえたグラスを手にして、レティシアの隣となりに腰こしかけた。

　グラスの中身は、色と香かおりからして、ストレートのウイスキーだろう。

　気の弱そうな見た目を裏切って、ティモシーは、家族の中では一番アルコールに強い。

　彼はグラスを幾いく度どか揺ゆらし、中身で口を湿しめらせてから、ＴＶのスイッチを点つける。

　夜のニュースが流しているのは、映画スターの離り婚こんの話題。続いて野球選手の結けつ婚こん。

　──芸能報道の時間のようだが、たとえいくら見ていても、昨日の襲しゆう撃げき事件が報道されることはない。

　あの一件は、ただの火事として扱あつかわれているのだから。

　どれほどの政治力と、どれほどのコネクションをもってすれば、そこまで無理のある情報操作が可能になるのか──レティシアには正直、想像もつかない。

　たとえば、昨日の襲撃で命を落としたガードマンたちについては、どんなつじつま合わせができるというのか──

　だが、その想像もつかない情報操作を、ランドルフはあっさりとやってのけている。

　父親はもう、自分の手の届かないところにいる。

　──いや──

　最初から彼は、自分の手が届く場所になどいなかったのかもしれない。

「Ｊ＝ベックマンという男がいる」

　聞こえた兄の声に、レティシアはのろのろとそちらに視線を向けた。

　ティモシーは、まっすぐにＴＶの画面を眺ながめていた。移り変わるモニターの光が、眼め鏡がねにちらちらと反射している。

「クロフト・グループの警備部門を統とう括かつしている役員だよ」

　言って、ウイスキーをちびりとひと口。

　待つが──彼はＴＶに熱中しているようなそぶりのまま。

　──一体何の話──？

　そう口にしかけて。

　レティシアは気がついた。

　ＴＶに目を向け、

「そいつが、イージスを動かした黒幕？」

「僕はそこまで言っていないよ」

　メニィが無言でピスタチオをかじりながら、うさんくさげなまなざしをティモシーの方に投げかけているが、彼はそのことに気づいているのかいないのか、ＴＶ画面の明かりを眼鏡で反射させながら、

「そこまで口にする権利はないからね。

　そういう人もいる、って話だよ。

　……ま、現段階では、だけど。

　なんでも今日は、会社に出て来なかったらしいよ」

　兄の立場はわかるが──今日はその言い方が妙みように鼻につく。

　──父親を連想させて──

「……ふぅん……」

　わざと気のない返事をする。

「現在は行ゆく方え不明。宇宙船を使って、どこかへ行ったらしい」

「……ふぅん……」

　さらにさらに気のない返事。

　もういい。もう十分だ。もうこんな事件には関かかわりあいたくない。もうこれ以上、父親の嫌いやな部分を見たくはない。

　しかしティモシーは言葉を続ける。

「──ふと思ったんだけど……

　誰だれかに操あやつられたイージスがどこかで大暴れでもしたら、世間は、そんなものはみんな破は棄きしろ、なんて騒さわぎ出すかもしれないね」

　──！

　気色ばみ、レティシアは立ち上がる。

　この場には──当人はあまり気にしてはいないように見えるが──メニィもいるのである。

　なのに──そんなもの呼ばわりとは──

　だがティモシーは冷静に、

「そうなるおそれは十分に考えられる、ってことさ。

　それだけは防がなくちゃならない──

　だろ？」

　ティモシーは振り向いて、ウインク一つ。

　レティシアの肩かたから力が抜ぬける。

「いや。レティがあんまり、『もう何もやらないぞー』って顔してたからさ。

　まだ事件は完全には終わっていない。

　──っと、そうそう、ロズウェル氏の護衛に関しては、当人の提出した相続権放ほう棄きの書類が受理されて、護衛依い頼らいは取り下げられることになったけど──」

　──届いたのか──書類が──

　レティシアはふたたび腰を下ろすと、ルードのことを思い出して自じ嘲ちようする。

　彼もまた、ランドルフに、駒こまとして利用された者の一人だろう。

　その護衛を放り出し、自分はここにやって来た。それで知らなくてもいい真実を知ってしまったのだから──世話はない。

　ティモシーの言葉は続く。

「クロフトからは、行方不明の役員を捜そう索さくして、身み柄がらを確保する旨むねの依頼が新たに入っている。

　チーム・モーニングスターの方をご指名の上で、ね」

「……なるほど……」

　身柄を確保、とはいうが、その役員がイージスを動かしたのならば、おそらくは戦せん闘とうになる。

　それを、ルードの護衛についていたサミィとイーザーの二人にやらせようというのだ。

　言い換かえるなら──これ以上この件に、レティシアを関かかわらせるな、ということなのだろう。

「とはいえ、だよ」

　と、ティモシーはややおどけた口調で、

「我がシェリフスター・カンパニーが、お客様サービスの一いつ環かんとして、もう一つのチームも動かしたとしても、どこからも文句を言われるすじあいはないよね」

「──そうね──」

　レティシアは小さく笑った。

「──で？　あたしはどう動けばいいの？」

　問うレティシアに、ティモシーは満足そうに微笑ほほえんで、

「──やっとレティらしい顔になった。

　まあ、やみくもにうろうろしても仕方ないし、とりあえず、役員の居場所が摑つかめるまでは待機、ってことだけど──

　いつでもすぐに動けるように、衛サテラ星イト・港ポートに停めた宇宙船ふねの中で待機していてほしい」

「──わかったわ」

　うなずくレティシアの瞳ひとみには、いつもの光が戻もどっている。

　無論──

　ここでレティシアが動いたところで、何かがどうにかなるというわけでもないだろう。

　それは彼女自身にもわかっている。

　だが、ここでただ落ち込んでいては、結果として、父親の書いた筋書きのツケをすべて、他人に押しつけることになる。

　それだけは──できなかった。

　何が、どこまでできるかはわからない。

　だが、何もしないよりはずっとマシのはずだった。

　レティシアはジュースのストローを抜くと、直接グラスに口をつけ、くいっ、と一気に飲み干して、

「じゃ、行くわよ。メニィ」

「[image: え]っ？」

　クリームソーダをストローでちびちび吸っていたメニィが目を丸くする。

「──いや、あくまでも待機なんだし、何も今すぐでなくても──」

　ティモシーもやや面食らって言うが、レティシアは首を横に振ふり、

「その役員がいつ見つかるか、なんてわからないでしょ？

　十日経たっても見つからないかもしれないし──十分後に見つかるかもしれない。

　できうる限りの可能性を考こう慮りよして、打てる手はすべて打つのがプロ──でしょ？」

　言うかたわらで、メニィが顔を真っ赤にしながら、ストローでクリームソーダを吸っている。

　対するティモシーは苦く笑しようして、

「……なるほど。

　まあ、そのあたりのことは、現場の判断に任せるよ」

「じゃあ──」

　レティシアは席を立ち──

　なんとかジュースを飲みきったメニィも、一いつ拍ぱく遅おくれて席を立ち、

「チーム・シューティングスター、これより母船での待機状態に移行します」

　言うなりくるりときびすを返し、振り返りもせず部屋を出てゆく。

　あとには──

　点つけっぱなしのＴＶと、空いたグラスが二つ。そして苦笑を浮うかべるティモシーが残った。

「──やれやれ──」

　彼はグラスに残った酒を喉に流し込むと、

「全く、誰に似たんだか……まあ、それがレティの面おも白しろいところなんだけど」

　つぶやいて目を向けたＴＶでは、大家族のほのぼのニュースをやっていた。




「この件、できればこの私に一任していただきたい」

　ランドルフ＝マイスターの口からこぼれた言葉に、ざわめいていた部屋の中はぴたりと静まり返った。

　クロフト・カンパニー火星本社の地下にある役員会議室。

　その席についた者の数はざっと二十名。いつもに比べるとあまりにも少ない。

　緊きん急きゆうに招集された会議である。問題が問題なだけに、宇宙のあちこちに散らばった全員の集合を待って後日──というわけにもいかない。

　無論、情報の漏もれるおそれが高い通信会議などは論外。

　外部に漏らすわけにはいかないのだ。クロフトの役員が、社長の暗殺を目もく論ろんだ、などという話は。

　警備部門を担当するＪ＝ベックマンが、独断でイージスを動かし、まずはシェリフスター・カンパニーの業務を妨ぼう害がい。それに失敗すると、ランドルフ自身の暗殺を狙ねらってイージス部隊を送り込んできた、というのだ。

　ランドルフからのその説明に、当然のことながら、役員たちは激しい動どう揺ようの色を見せている。

「……ちょっ……ちょっとお待ちください」

　ざわめきの中、役員の一人が挙手をする。

「──何か」

　ランドルフの視線を受けて、役員は、

「社長が噓うそや冗じよう談だんでこのようなことをおっしゃるとも思えませんが──どういった根こん拠きよで、ベックマンが黒幕であるという結論に至ったのか、そこのところをご説明願いたいのですが」

「無論です。

　まず、根拠は、イージスが動かされた、という事実そのものですが──」

　ランドルフはテーブルのコントロール・パネルを操作する。

　各役員の手元にある映像パネルに映し出されたのは──

　宇スペー宙ス・ポ港ートか衛サテラ星イト・港ポートかのロビーらしき場所のカメラ映像。

　そこに映し出されていたのは、人ごみの中に交じったイージス。

　一枚だけではない。映像は次々と移り変わり──

「過日、火星の衛星港サテライト・ポート及および宇スペー宙ス・ポ港ートの監かん視しカメラが捕とらえていた映像のものです。

　すべて我が社の系列外の港ですが──

　ご覧いただければ、これがイージス・シリーズであるということに異論をはさむ余地はないとご理解いただけるでしょう。

　イージスを動かすことのできる立場にいる人間など、限られています。

　糸を引いている可能性がある人間をおおよそ特定し、それを踏ふまえた上で、各イージス生産工場の人間に調査を行った結果、これがＪ＝ベックマンの指示によるものと判明しました。

　但ただし、ベックマンの所在が不明な現在、安全のため、証言者等の明確な所属や姓せい名めいを明かすことはできませんが、当然これは事件解決後、きちんとした形で報告させて頂く」

「しかしそうすると、動機はやはり……派は閥ばつ争い、ということですか……」

　苦い口調でつぶやいたのは別の役員。ベックマンとは同じ派閥──言い換えれば、ランドルフとは対立する立場の男である。

　彼はさすがに気まずげに、

「確かにベックマンはいささか短たん慮りよな部分もありましたが……しかしいくらなんでも……あまりにも短たん絡らく的な……」

「最初は、シェリフスター・カンパニーに失敗させ、私の失点とする──くらいのつもりだったのだろうね。

　ところが、その失敗で、タガが外れた。

　そういうことだろう」

「……私は彼と同じ派閥ではありますが……彼のそんな暴走に、気づくことも、止めることもできなかったのは、忸じく怩じたる思いです」

　言う役員に、ランドルフは静かなまなざしを向けて、

「きみが悔くやむ必要はないよ。ブラムハットくん」

「そうおっしゃっていただけると助かります。

　ともあれ、社長がご無事でなによりです。

　しかしそれにしても──イージスたちを退けるとは、一体どのようになさったのです」

「シェリフスターが手を貸してくれた」

　言ってランドルフは、コントロール・パネルを操作する。

　役員たちの手元に映し出されたのは、兵士姿のイージスたちと交戦するパワード・スーツの映像。

「我が家の監視カメラの映像だよ。

　シェリフスターは、イージスの介かい入にゆうがあった時点で、私への襲しゆう撃げきを予想して、護衛に当たってくれた。

　襲撃したイージスの数がそう多くなかったのと、装備が対パワード・スーツ戦を想定したものではなかったこともあって──私は今、ここに座っていられる」

　無論──かなり噓が入っているが。

　ベックマンのイージスを殲せん滅めつしたのは、レティシアとメニィの二人だけではないし、港のカメラに捕らえられたのは、ベックマンのイージスたちではない。

「──そういえば社長は、惑わく星せいダリングの上層部ともご昵じつ懇こんでしたね？

　イージス・タイプも大量に納入されていますし──」

　ふと思い出したかのように、ブラムハットが言う。

　あるいは彼は気づいたのかもしれない。

　ランドルフがすでにそのつてを頼たよって、ダリング軍のイージスたちを、自らの護衛のために火星に招き入れたことを。

　わざと宇スペー宙ス・ポ港ートや衛サテラ星イト・港ポートに姿を見せ、その映像をランドルフが、『ベックマンがイージスを操あやつっていた証しよう拠こ映像』として提示したことを。

　だがランドルフは平然とうなずいて、

「なるほど。

　ベックマンの身み柄がら確保に、彼らの力を借りるというわけか。

　悪くない案だ。社内で動かせる人員にも限りがあるからな」

「……ええ。

　いずれにしろ、社のスキャンダルになるようなことだけは絶対に避さけなければいけませんからね」

「同感だ」

　二人は顔を見合わせて小さく笑った。

　ランドルフは一同を見回すと、

「事後処理は一刻を争う。

　スキャンダルが露ろ見けんすれば、我が社の業績は大きな痛手を受けることになる。

　迅じん速そくな処理を行うためには、指令系統の一本化は必要不可欠。

　よって、この件は私に一任頂きたい。

　無論、本日の会議に間に合わなかった役員の方々には、後日、私の方から納なつ得とくの行くよう説明をさせて頂く。

　よろしいかな？」

　へたに異論を唱えて、ならお前がやれ、と、面めん倒どうな事後処理を押しつけられてはたまらない。

　当然ながら──首を横に振ふろうとする者は誰だれもいなかった。




「……………………メニイ」

「ん？　なに？」

　メニィが尋たずね──

　衛サテラ星イト・港ポートに停まった宇宙船スターシツプ『シューティング・スター』のリビングに、しばしの沈ちん黙もくが落ちた後──

「……なんでもないわ……」

　肩かたの力と息を抜ぬき、レティシアはつぶやいた。

　ここで待機状態に入って、今日で何日になるだろうか。ティモシーからの連れん絡らくはまだ来ない。

　無論レティシアたちとて、ただただ座して待っていたわけではない。あれやこれやと情報を集めてはみたのだが──やはりこういった場所にとどまったままでは、おのずと情報収集にも限界がある。

　そんな日々を過ごす中──レティシアは、何度も繰り返していた。

　メニィに呼びかけては言葉を濁にごす──そんなことを。

　言っておかなければならないことがあるのはわかっていた。しかし、それが感謝の言葉なのか謝罪なのか、レティシアにもわからない。

　口を開けばなんとかなるか、と、声をかけてみたところで、そうそう言葉が都合よく出てくるはずもなく──結局口を閉ざすことになる。

　自分はどうしてこうも不器用なのか。レティシアはつくづくそう思う。

「ねー、レティ」

　と、今度はメニィが声をかけ──

　──ツーッツーッツーッ──

　通信のコール音が響ひびいたのは、その時のことだった。

　二人は一いつ瞬しゆん、顔を見合わせて──

　そばの通信パネルに飛びついたのは、レティシアの方だった。

　回線を開くと、映し出されたのは、のんきな笑え顔がおのティモシー＝マイスター。

　開口一番、

『わかったよ』

「──待って。艦橋ブリツジの方で通信を受けるから」

　言って回線を一時的に閉じ、二人は艦橋ブリツジへと向かう。

　普ふ通つうの会話をするだけならリビングでもかまわないのだが、なにしろ話の内容が内容である。回線の記録や機密レベルの調整ができる艦橋ブリツジでの通信が当然だろう。

　通路を駆かけ抜けドアをくぐった先は、コントロール・パネルに埋うまった空間。

　窓の外には、ひろがる漆しつ黒こくを背に浮うかぶ、火星の青い姿があった。

　二人はシートに飛び込むと、レティシアが手早く通信の設定をし──

「──お待たせ。兄さん」

　再び回線を開く。

『Ｊ＝ベックマンは、惑星カクタスの衛星軌き道どう上にある研究・生産工場、『ナトゥーラ』にいる』

　ティモシーは変わらぬ笑みのまま言った。

　セリフから回りくどさが消えていることからすると、クロフトからも、正式に、ベックマンが事件の『黒幕』だとの発言があったのだろう。

　──ランドルフの書いたシナリオ通り。

『イージス生産工場の一つだよ。それで、どこかに逃にげようとしているらしい』

「わざわざ衛星工場に立ち寄ってから？」

　レティシアは眉まゆをひそめる。

　そこでイージスを手に入れれば、確かに戦力増強にはなるが、かわりに足そく跡せきを残すことにもなる。おせじにも賢かしこい選せん択たくとは言えないだろう。

　しかし画面の中のティモシーは、左右に小さく首を振り、

『いやいや。『ナトゥーラ』ごとどこかにワープするつもりらしい、ってことだよ』

「……衛星工場が……ワープ……？」

　レティシアは眉み間けんのシワを深くする。

　宇宙塵デブリの回かい避ひや軌道調整のため、衛星施し設せつに姿勢制せい御ぎよ用ようの推進器バーニアがついていることは知られているが……ワープ機関搭とう載さい、というのは初耳である。

『クローンに関する法案は惑星国家くにによって違ちがうだろ。

　カクタスじゃあかなり寛かん容ようだけどね。

　けど、いつ政権や法律が変わるかはわからない。

　で、もしカクタスでクローンに対する厳しい規制ができた場合、衛星工場ごと規制の緩ゆるい別の惑星に引っ越こしができるように、ってことらしい』

「……ひょっとして、基本設計はクイーンがやった、とか？」

　あまりにも壮そう大だいというか馬ば鹿かな話に、装備課にいるシュミ人の名を冗じよう談だん半分に挙げてみる。

　……ここでまかり間違って、首を縦にでも振られたら、かなり絶望的な気分になるのだが──

『いやいや。

　ずいぶん前に、別のところでそういうことが実際あったらしくてね。

　試算の結果、宇宙船ふねを使っての引っ越しにかかる費用より、最初から衛星施設をそういうふうに造った方が、大おお幅はばに安上がりだから、ってことらしい。

　ま、引っ越しがなければ確かにただの無む駄だな設備なんだけどね。

　ともあれ──

　あくまでも万一のための設備なんで、工場がワープ可能域に入るまで、まだかなりの時間がかかる。

　そこで──』

「それまでに追いついて、止めろ、と」

『そういうこと』

　ティモシーはこっくりとうなずいて、

『ベックマンはたぶん、工場ごと、イージス生産のノウハウを、ライバル企き業ぎようだか犯罪組織だかに売り渡わたして、その見返りにかくまってもらう、って気だろう。

　そんなことを許せばクロフトも傾かたむくことになる。

　作戦には、集められるだけの艦かん艇ていが集まることになる。『モーニング・スター』の二人にも、当然動いてもらう。

　ただし。

　言うまでもないと思うけど、『ナトゥーラ』がイージス生産工場だ、ってことを考えれば、出で迎むかえてくれる敵は、みんなイージスだ、ってことになる。

　作戦開始時刻は明確に決まってはいないけど、『ナトゥーラ』がワープするまでになんとかするしかない、という時間制限はある。

『シューティング・スター』の航行速度なら、なんとか間に合うはずだけど──

　行くかい？』

「何のために待機してたと思ってるの？」

　ティモシーの問いに、レティシアは即そく座ざに切り返す。

　艦かん砲ぽう射しや撃げきのみでカタがつけば面めん倒どうはないのだが、当然、ベックマンとやらは、それを考えて、何かの手を打って来るだろう。

　となればおそらくメインになるのは、

『ナトゥーラ』への突とつ入にゆう戦。

　相手はイージスたち。当然、楽な戦いになるはずもないが──

　かといって、ここでただ座して待つわけにもいかない。

『──わかった』

　ティモシーはうなずいて、

『なら、今からカクタスまでの最短航宙プランと各種データ、それに、あるプログラムを送る。

　プログラムはパワード・スーツに保存して、突入後、『ナトゥーラ』のプログラム回線に接続して実行してほしい』

「何のプログラムなの？」

『イージスに対する行動阻そ害がいプログラム……っていったところかな？　ただし、『モーニング・スター』の二人にも同じものを渡す予定だから……

　もし『ナトゥーラ』に突入して、施設のライトが点てん滅めつしていたら、実行する必要はない』

「ライトが……点滅？」

　レティシアは眉をひそめてつぶやいた。

　ナトゥーラの回線に流す対イージスプログラム？　ライトが点滅していたら必要はない？

　全く意味不明である。

『詳くわしくは聞かないで』

　苦く笑しようして言うティモシーに、レティシアはとりあえずうなずいた。

　おそらくはクロフトから回ってきた何かなのだろうが──兄自身もその内容をよく理解していないか、秘ひ匿とく回線とはいえ、あちこちに傍ぼう受じゆされている可能性があるこの通信で、うかつなことは言えない──そのいずれかなのだろう。

　まあ、まかり間違って、『ナトゥーラ』の自じ爆ばくプログラムか何かだったらシャレにもならない。念のためにあとで解かい析せきしてみればいいだろう。

「──了りよう解かい──それじゃあ──」

　レティシアは、画面に向かって姿勢を正し、

「シェリフスター・カンパニー、チーム・シューティングスター。

　これより、『ナトゥーラ』潜せん伏ぷく中のＪ＝ベックマン身み柄がら確保任務に向かいます」




　そして──

『シューティング・スター』は宇宙を駆ける──







　　　６




　闇やみに遠い星々がまたたいている。

　いや。

　真空の宇宙で星がまたたくはずもない。

　すでに始まっているのだ。戦いが。

　ワープアウトとともにその状じよう況きようを見て取って、『シューティング・スター』の艦橋ブリツジは一気に慌あわただしくなった。

「レティ、『モーニング・スター』がいる！」

　響ひびくメニィの声。

「航こう跡せきからすると、自動航行モードに入ってるみたい！」

「つまり──二人はもうあそこに向かったってことね」

　レティシアは、メインディスプレイに映し出された人工の球体に目をやった。

　クロフト社の衛星工場『ナトゥーラ』。

　イージス生産工場の一つでもあり、今は、権力争いの果てに暴走した男──Ｊ＝ベックマンに支配された動く基地でもあった。

　レティシアは船体を加速させ、一気に戦せん闘とう空域へと向かった。

　その間にもメニィはあたりの情報を集めている。

「ほかにも、クロフトの船とかＴＶ局の船とかがいっぱい来てる！」

「マスコミが？」

　レティシアは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめる。

「うん。なんか、テロリストが人ひと質じちを取って『ナトゥーラ』を乗っ取った、ってことになってるみたい」

「──なるほど」

　レティシアは納なつ得とくし、余計な通信が入らぬように、周波数を、一いつ般ぱん回線用からクロフト社共有周波数に切り替かえた。

　情報は、おそらくベックマン側が流したものだろう。

　目的は言うまでもない。

　クロフトの部隊を『ナトゥーラ』内部に誘さそい込むためである。

　もしもクロフト艦かん隊たいが、艦かん砲ぽう射しや撃げきで『ナトゥーラ』という施設そのものを破は壊かいしようとすれば、ベックマン側に抗こうする術すべはない。

　重要施設とはいえ『ナトゥーラ』はあくまで衛星工場なのである。艦隊戦を制するほどの戦闘装備などあるはずもない。

　だが、マスコミを集め、中に人質がいるという話にすれば、クロフトは砲撃戦を行えなくなる。

　もしそんなことをやれば、テロリストともども人質を殺した会社として、クロフトは大幅なイメージダウンをする。それによって受ける痛手は、ことによると、『ナトゥーラ』をとり逃にがすのより大きいかもしれない。

　ならば、突入しての内部制圧より他ほかに手はなくなる。

　つまりこれでベックマン側は、手持ちのイージスたちをフル活用できる、というわけである。

　当然レティシアたちもあそこに乗り込むことになるだろう。兄からは、対イージス用のプログラムとかいうわけのわからないものを渡わたされてはいるが、それが一体どこまで役に立つかは不明。

　となれば、他にも何かの策が必要かもしれない。

　──などと思っていると。

　ツーッツーッツーッ。

　通信のコール音が響いた。

『モーニング・スター』チームからか、あるいは他のクロフト艦からの通信か。

　思ってレティシアが回線を開くと──

『ＵＮＡＴＶのキャサリン＝フランネルです！　そちら、船せん籍せきからすると、クロフト傘さん下かのトラブルシューターの方々ですね！　テロリストの鎮ちん圧あつに来られたんですね!?　状況はどうなっていますか!?』

　早口にまくし立てる知らない女の声に、レティシアは口をへの字に曲げた。

　どうやってこの周波数をつき止めた？　まったくマスコミというのは、変なところで鼻だけはきく。

　そんなグチを胸の裡うちでつぶやきながら──

　ぷち。

　彼女は、外見上は至し極ごく冷静に回線を切った。

　ツーッツーッツーッ。

　ほどなくまたまたコール音。つないでみると──

『切らないで！』

　と、また同じ女の声。

『そちらにも都合があるのは理解しています。

　けれど今、宇宙中の人たちがこの中ちゆう継けいを、固かた唾ずを吞のんで見守ってい』

　ぷち。

　ツーッツーッツーッ。

『緊きん急きゆう事態だということは理解し』ぷち。

　ツーッツーッツーッ。

『家族がそこにいる人だっ』ぷち。ツーッツーッツーッ。『あの』ぷち。ツーッツーッツーッ。『き』ぷち。ツーッツーッツーッ。

　何度目かに回線を開くと、相手はしばし沈ちん黙もくしてから、

『……ひょっとして……からかってます？』

「当たり」

　と、ひとこと答えて、ぷち。

　今度は着信そのものを拒きよ否ひ。これでうっとうしいコール音にわずらわされることもなくなったわけだが──

　これではろくに、味方に連れん絡らくすることさえできない。

　レポーターは取材が仕事だということは理解できるが……分別も良識もない取材方法に好感が持てるはずもない。

　そもそも彼らは、情報というものが、戦いの中にあってどれほど重要なのか、理解しているのだろうか──

　………………

　頭の中で渦うず巻まくグチが、ふとある形を取りはじめた。

　これはひょっとしたら──使えるかもしれない。

　レティシアは、はるか火星にいる兄へと向けて通信回線を開いた。

　マスコミにもかぎつけられないはずの秘ひ匿とく回線で。




　惑星ほしの蒼あおが、遠い。

『ナトゥーラ』は本来あるべきカクタスの衛星軌き道どうから、すでに大きく離はなれている。

　移動用の巨きよ大だいな推スラ進スタ器ーは、推すい進しん剤ざいが尽つきたのか、はたまたどこかを壊こわされたのか、もう作動していない。慣性の働くそのままに、人工の衛星は惑星ほしから遠ざかりつつあった。

　ワープ可能域に到とう達たつするまで、あとどれほどの時間が残されているのか。

　数分数十分というせっぱ詰つまったものではないだろうが、悠ゆう長ちように構えていられるほど長いものでもないはずだった。

『シューティング・スター』が『ナトゥーラ』の近くにやって来た時、すでに外部での戦いは沈ちん静せい化していた。

　衛星はほとんどの対空砲ほうを潰つぶされており、本来ならいるはずの、護衛機の姿も見当たらない。おそらくはすでに戦闘で沈しずめられたのだろう。

　普ふ通つうの戦いならこれで大勢は決するところなのだが──今回の場合、本番はこれからだった。

『シューティング・スター』は『ナトゥーラ』のそばをかすめて過ぎ──

　同時に船体から衛星へと、二つのかがやきが放たれた。

　レティシアの操あやつるパワード・スーツ『セイレーン』と、メニィのパワード・スーツ『ウィンディーネ』。

　当然のことながら、火星の戦いで破損した『ウィンディーネ』の右みぎ腕うでパーツは修理済みだった。

　レティシアの視界──正確に言うなら『セイレーン』のモニターを『ナトゥーラ』の鋼はがねの大地が埋うめる。

　事前に渡わたされたデータによれば、あたりにエアロックがあるはずだが──

『エアロック発見～』

　スピーカーから、なぜか妙みように楽しげなメニィの声が流れ出る。

　どこ？　と問い返すより早く。

　──ヴィーッ！

　けたたましい警告音が鳴り響ひびく！

　──照準された!?

　レティシアはあわててバーニアを吹ふかして回かい避ひ機動を行った。視界の隅すみでメニィの機体も不規則な軌道を描えがく。

　直後、モニターが一いつ瞬しゆんだけ明るくなったような気がした。

　ビームかレーザーが視界を横切ったのだ。

　まだ生き残っていた対空砲からの攻こう撃げきである。

　強引に突っ切るよりは潰しておいた方が得策。そうレティシアは判断し、

「メニィ！　今の対空砲の位置──」

　言い終えるまでもなく、『ナトゥーラ』の一角に小さな光の花が咲さいた。

「……気がきくわね」

『違ちがう。今の、あたしじゃなくて、他ほかのパワード・スーツがやったの』

「他のパワード・スーツ？」

　戦せん闘とう機きではなくパワード・スーツだというのは、話ができすぎているというか、準備がよすぎる気はするが──

『うん。これ』

　声と同時に画像が送られて来る。

『ウィンディーネ』の映像記録からのものだろう。こちらに背を向けた、ダークグリーンのパワード・スーツが映っている。

　その機体にどこか見覚えがあるような気もしたが、それよりも今、問題なのは──

「味方、って考えていいのね」

『たぶん』

　と、メニィ。

　敵でないのならばいい。

　クロフト対それに反旗を翻ひるがえす者。いずれにせよ、この戦いで使われるのは、クロフト製のものばかり。どこで敵と味方を見分けるか。そこを間違えば命取りになりかねない。

　対空砲が沈ちん黙もくすると、もはやそれ以上何の抵てい抗こうもなく。

　さして長くもない宇宙遊泳の末、二機は『ナトゥーラ』にたどり着いたのだった。




　エアロックから中に入ると、誰だれもいない白い通路がそこにはあった。

　前も後ろも隔かく壁へきで閉ざされており、明めい滅めつし続ける照明が、通路を光に、影かげに、交こう互ごに彩いろどっている。

　パワード・スーツの光学フィルタが光量をある程度自動補正してくれるので、それほど気にはならなかったが、普通に外にいたならば、かなりチカチカとうっとうしいだろう。

　レティシアは兄の言っていたことを思い出す。

　もし『ナトゥーラ』に突とつ入にゆうした時、施し設せつの明かりが点てん滅めつしていたら、すでに『モーニング・スター』チームが活動を開始し、対イージス用プログラムを実行している証あかしだと。

　もっとも──そのプログラムが何の役に立つのかはわからなかったが。

　レティシアはここに来るまでの間に時間を見つけて、念のため、そのプログラムを解かい析せきしてみたのだ。

　まかり間違って、『ナトゥーラ』を自じ爆ばくさせるようなモノだったりしてはたまらない。

　しかしそれは、ごく簡単な照明制せい御ぎよプログラムにしか見えなかった。どこが対イージス用なのか、意味不明である。

　ともあれ、それが実行されているなら、レティシアとしては別の方の手を試ためしてみる。

「メニィ、あたりの警けい戒かいお願い」

『らぢゃ。』

　レティシアは最も寄よりの制せい御ぎよ端たん末まつを探し、パワード・スーツの端末と接続する。同じクロフト社製品同士。ここまでは何の問題もない。

　彼女は、早さつ速そくその作業にとりかかった。

『──レティ！』

　メニィの声と発はつ砲ぽう音おんとは同時に聞こえた。

　通路の先で、一枚の隔壁が開きかかっている。

　そこに向かってメニィが一いち撃げきを放ったのだ。

『来た！』

　おそらく敵は、こちらが何かの細工をしようとしていることに気づいてさし向けて来たのだろう。

　イージスを。

　まともに戦やれば勝ち目は薄うすい。実際、火星の戦闘でも、こちらがパワード・スーツを身につけているという優位にもかかわらず、決して楽勝とはいかなかったのだ。

「なんとかしばらく保もたせて！」

　言ってレティシアは作業を続行。

『りょーかいっ』

　気軽なメニィの返事とともに──

　ばぎばきばりばきゅょっ！

　けたたましい音が通路に響き渡わたった。

　反射的にレティシアが目をやれば──そこには、腕うでを通路の壁かべにつき立てて、壁材をまくり上げる『ウィンディーネ』。

　ここの壁に使われているのは、宇宙の施設によく使われる、金属よりあたたかい手て触ざわりで、金属に近い特性と強度を持つことがウリの樹じゆ脂し構造材。

　メニィはその一面を、べりべりはがしてぐるぐる巨きよ大だいなロールに巻き、奥の方へと押しやってゆく。パワード・スーツあってこその力ちから業わざである。

　引きはがしておおざっぱに巻き、通路をほぼ覆おおい塞ふさぐまでに要した時間は、さほどない。

　これで即そく席せきバリケードの完成である。

　メニィがその作業を終えるとほぼ同時に。

　そのバリケードの一部が灼しやく熱ねつし、小さな穴が空く。

　向こうからイージスたちがビームを撃うってきたのだ。幸い、それほど大出力のものではないようだが──

『あんまり長くはもたないよ！』

　メニィの情けない声。
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　なにしろ素材がただの壁材である。強度はあるといっても、当然、ビームを防ぐような処理はなされていない。

「大だい丈じよう夫ぶ。こっちも今──よしっ」

　最後の仕上げに音声の周波数変化処理を施ほどこし、レティシアは、たった今乗っ取った施設内放送回線を使って呼びかける。

『コントロールセンターよりナトゥーラの全イージスに緊きん急きゆう連れん絡らく』

　しゃべったのはレティシア。しかし施設のスピーカーを介かいして流れ出たのは、野太い男の声。

　それは、ここを占せん拠きよした、Ｊ＝ベックマンの声と同じもののはずだった。

　ここに着く前、兄を経由して取り寄せた、ベックマンの声のデータをもとに、レティシアの声を音声変へん換かんして放送しているのだ。

　周波数を変えただけのものなので、聞く者が聞けば当人のものでないことは明白だろうが──逆に言えば、当人をよく知らない者たちにとっては、それらしい声に聞こえるはずだった。

『指令回線が乗っ取られた。以降、無線からの指示は無視しろ。

　改めて作戦を指示する。防戦しつつコントロールセンターに集結せよ。

　繰くり返す。

　全イージスは、以降、無線からの指示は無視し、防戦しつつコントロールセンターに集結せよ』

　無論こんな初歩的な噓うそで、あっさりだまされてくれる者はそうそういないだろう。

　相手が普ふ通つうの兵ものならば。

　だが。

　放送の終しゆう了りようとともに、メニィが築いた即席バリケードを叩たたく火線の量が減る。

　ひっかかったのだ。イージスたちの一部が。

　ここで動員されたイージスたちは、基本能力こそ高いものの、実戦経験のない者ばかり。

　中には戦せん闘とう教育が不十分なまま出された者もいるだろう。

　ならば、初歩的な情報操作も有効かもしれない──そう考えたレティシアの作戦が当たったようである。

　放送回線との接続を切り──

「行くわよ」

『うんっ！』

　呼びかけに元気に答えて。メニィはまたまたべきばり壁を引きはがし、奥に向かって巻いてゆく。

「……その進み方はやめましょ」

『じゃ、こうする～』

　言ってメニィの『ウィンディーネ』は、腕から分子振しん動どうブレードを突つき出した。




　迎げい撃げき側のイージスたちは混乱していた。

　新たな侵しん入にゆう者しや二人に対して、迎むかえ撃うつべく送り出されたイージス、その数は十。

　武装の方は全員、ビームガンを手にしているものの、簡易宇宙服を身につけている者は七人。残り三人は、ありあわせのジャケットしか着ていない。

『ナトゥーラ』には確かに、調整中・調整済みのイージスが多数存在するが、その数に見合うだけの十分な武装は置かれていなかった。

　無論そのことを予想したベックマンは、占拠の際、多数の火器を持ち込んでいるが、防具の方までは手が回らなかったのだ。

　パワード・スーツ相手に十分な装備とは言えなかったが、基本能力と数の差を考えれば、勝てない戦力ではないはずだった。

　だが──

　今。イージスたちはさまざまな問題を抱かかえ込んでいた。

　まず、さきほどからほとんどのイージスたちが感じている、原因不明の頭痛や嘔おう吐と感。

　戦闘中ゆえ口には出さないが、それは確実に彼らの判断力を鈍にぶらせていた。

　そして今度は、侵入者たちが壁をめくって造った即席バリケードに向かい、攻こう撃げきをしていた最さ中なか。

　おかしな放送があった。

　無線には従わず、コントロールセンターに戻もどれというのだ。

　直後、放送は無視して戦闘を続けろとの無線通信。

　イージスたちは混乱した。

　どちらを信じていいのかわからない。

　指示系統の不明化に、戦力の分散は愚ぐと知りながら、一部のイージスたちは引き返し、一部のイージスたちはその場にとどまり──

　その、とどまったイージスたちに向かって、ひきはがされた壁がぐるぐる巻きにされながら迫せまって来た。

　こんな事態は、教えられた戦闘パターンの中には存在しなかった。なら、どう対処するのが正解なのか。

　通常なら通信で指示を仰あおげばいいのだが、その通信を信じるな、との放送があったばかりである。

　──何度か戦闘経験がある者たちなら、適当に判断をしていただろう。

　しかし、総力戦で駆かり出され、戦闘知識教育さえ不完全な彼らに、そんな経験などあろうはずもなく。

　直接指示を仰ぐべく、さらに何人かのイージスが、コントロールセンターの方に向かって退たい却きやくをはじめる。

　指揮系統は、もはやずたずたになっていた。

　かろうじて数人のイージスが、その場にとどまり、侵入者が壁かべで造った即席バリケードに向かって銃じゆう撃げきを続けていたが──

　壁材をロールに巻いたバリケードの、根元の部分が壁から離はなれたのは、そんな時だった。

　ちぎれたのではない。壁の向こうにいる侵入者が、分子振動ブレードで切り離したのである。

　一体、何をする気なのか。

　イージスたちがそれを想像するより早く。

　どガンッ！

　けたたましい打だ撃げき音おんとともに、ロールに巻かれた構造材が、イージスたちに向かって吹ふっ飛とんで来た！

　幅はばはほとんど通路一いつ杯ぱい。身をかわす隙すき間などない。

　それでも、いつものイージスたちなら、退さがって横道に退たい避ひすることもできたかもしれない。

　だが、頭痛と嘔吐感で反応速度と判断力が鈍った今は──

　構造材ロールに直撃されたイージスたちは、もろともに、通路の奥へと吹っ飛んで行った。




　けたたましい音が通路の奥へと消えてゆく。

　もしその向こうにイージスたちがいたとしたなら……ずいぶんと、やるせない倒たおされ方をしたことだろう。

　壁バリケードをパンチで吹っ飛ばした『ウィンディーネ』の後ろ姿を眺ながめながら、レティシアは思わず一いつ瞬しゆん、イージスたちに同情した。

　だが今は、同情は無用。前へと進むのみ。

「一気に押すわよ！」

『りょーかいっ！』

　二機のパワード・スーツが通路を駆ける。

　相手は完全に混乱していた。チャンスは今である。

　イージスを見かけたら撃つ。レティシアは自分自身にそう言い聞かせた。

　迷いがあるのは自覚していた。火星の戦いでも抱いだき、一度は吹っ切ったはずの迷いが。

　イージスを目にするたびに、同じ顔を持つ仲間のことが頭をよぎる。

　イージス彼らが生まれたのがここ、『ナトゥーラ』でなかったら──いや、父やベックマンがつまらない権力争いなどしなければ、彼らがこんな戦いに駆り出されることもなかっただろう。

　今の彼らの姿が、あるいは、自分たちの明日の姿かもしれないのだ。

　だが。説得できる相手ではない。手加減できる相手でもない。

　ならば。今のレティシアたちにできることは一つだけ。

　戦い、終わらせること。

　足裏のキャタピラを使って前進し、隔かく壁へきを分子振しん動どうブレードで切り裂さく。

　もはや何枚目かもわからぬ隔壁を切り開いた、そのとたん。

　ヴュッ！

　光条ひかりが『セイレーン』の腕うでにはじけた！

　レティシアの目は捉とらえていた。隔壁の向こうに。宇宙服を纏まとってビームガンを手にした一人のイージスの姿を。

　銃口がこちらを──カメラアイの部分を向いて──

　はじけた。

　イージスの方が。

『レティ！　だいじょうぶ!?』

　ビームバルカンでイージスを一撃したメニィが、悲鳴に近い声で呼びかける。

　レティシアは、冷静に機体のチェックを行い、

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　腕の第一装そう甲こうが多少破損した程度である。

　イージスが持っていたのがビームガン程度だったことも幸いしていた。

　何発も何十発も受ければさすがにただでは済まないが、一発二発程度なら活動に支障はない。

　とはいえ──

　この先何人のイージスたちに出会うかを考えれば、パワード・スーツの防ぼう御ぎよ力任せで無策に進むのはまずいだろう。

　レティシアはあたりを見回し──あるものに目をつけた。




　けたたましく響ひびいた音に、イージス三人はそちらを振り向いた。

　後ろの隔壁が、音を立てて切り裂かれている。

　来たのだ。敵が。

　コードナンバーを入力し、隔壁を開いては閉じを繰くり返しつつ、コントロールセンターに戻もどるその途と中ちゆうである。

　敵の侵しん入にゆうを阻そ止しするためにも、隔壁を開けっ放しで戻るのは論外なのだが──困ったことに、普ふ通つうの隔壁の開閉速度というのは決して速くはない。

　どうやらそのせいで、隔壁を切り裂いて進んできた侵入者たちに追いつかれたようである。

　こうなれば迎げい撃げきと撃破あるのみ。イージスたちは得物を構えた。

　一人が前衛。二人が後衛。前衛の一人が盾たてとなり、倒されたとしても、後衛の攻こう撃げきで敵を仕留める。

　一人は捨て駒ごまになるわけだが──恐きよう怖ふや死の意味を知らぬ彼らにしてみれば、ごく合理的な戦法だった。

　突つき出た分子振動ブレードの切っ先が、隔壁に、ぐるりと大きな輪を描えがき──

　イージスたちが身構えたその時。

　どんっ！

　打撃音とともに、切り抜ぬかれた隔壁が吹っ飛んで来て、前衛のイージス一人を打ちすえる！

　だがそのスキに、後衛の二人は、侵入者が空けた穴に向かって次々にビームを撃うち込んだ。

　しかし、光が叩たたいたのは、侵入者のパワード・スーツではなく──一枚の壁。

　事態を理解しようと、二人のイージスが射撃の手を休めた瞬間。

　侵入者の放った榴りゆう弾だんが、イージスたちの体を引き裂いていた。




『──レティ！』

「いちいち騒さわがないの。無事だから」

　泣きそうなメニィからの呼びかけに、レティシアは静かな声で答えた。

　とはいえ──実際今のは、これがなかったら危なかったかもしれない。

　彼女は自セイ機レーンが手にした金属の塊かたまりに目をやった。

　雨のようなビームを浴びてぼろぼろになったそれは、前に切り裂いた隔壁だった。

『セイレーン』でそれを持ち歩き、盾として使ったのである。

『ウィンディーネ』の分子振動ブレードで隔壁を切除。向こうにイージスがいた時のことを考えて、切除した隔壁を、メニィパンチで奥へと吹っ飛ばし、さらにそこで空いた穴を、『セイレーン』が隔壁の盾で防御する。

　そうやって進んで来たのだが、役に立ったようである。

　今のでぼろぼろになった隔壁は、もはや盾としては使えないが、かわりはあたりにいくらでもある。

　たとえば、たった今切り離した隔壁──

「……………………」

　それが、イージスの一人を押しつぶしていることにはじめて気づいて、レティシアは顔をしかめる。

　さすがにそんなものを盾として使うのは気がとがめた。

　仕方なくレティシアは、来た道を少し引き返し、前に切きり離はなした隔壁を拾いに向かったのだった。




　こんなことはいつ終わるのだろう。

　自分は一体何をやっているのだろう。

　明めい滅めつする明かりの中で、白い通路を進みつつ。出会うイージスを片かた端はしから屠ほふりつつ。レティシアは自らに虚むなしくそう問いかけていた。

　頭の奥のどこかが麻ま痺ひしてゆく感覚。それはこの明滅する明かりのせいか。あるいは倒したイージスたちに、自分たちの未来が重なり見えるせいか。

　だがそれでも。

　レティシアとメニィは、隔壁を破り、立ちはだかるイージスたちを倒して前へと進む。

　何人を倒したのかも覚えていない。

　全体の状じよう況きようがどうなっているのかもわからない。

　ただ、戦って。戦って。

　やがて気がつくと。

　二人は一枚のドアの前に立っていた。

　隔壁ではない。普通のドア。

　視界隅すみのモニターが示している。

　その先が目標の場所──『ナトゥーラ』のコントロールセンターなのだと。

　これで──終わる。

　当然のごとくロックされてはいるだろうが、普通のドアに普通のロック。パワード・スーツの力なら、破ることは造作もない。

　罠わなが待つ可能性は十分にあるが、それを恐おそれてとどまっていては意味がない。

『セイレーン』の手がドアノブを摑つかみ──スライドドアを、力任せに引き開ける！

　カギの壊こわれる金属音。ドアが横へとスライドし──

　迎むかえたのは、銃じゆう口こうだった。

　だがそれを構えていたのは、イージスではなく──

「……早かったわね」

　レティシアは憮ぶ然ぜんと、相手に向かって言った。

　銃を手にしていたのは、長い金きん髪ぱつの女──別のどこかから突とつ入にゆうしたサミィと、そばに佇たたずむダークブラウンのパワード・スーツ。

　その中身は当然イーザーだろう。

「こっちも今来たところ」

　と、サミィ。

　それはいい。

　しかし一体、これはどうなっているのだろうか？

　コントロールセンターには、レティシアやサミィたちの他ほかにも、何人もの人物がいた。

　その全員が動きを止めている。

　部屋の中央近く──サミィたちとレティシアたちとにはさまれるような位置に、降こう伏ふくの姿勢を取った数人の男たちが寄り集まっていた。

　そのさらに中心に、男が一人、倒たおれている。

　血の海に沈しずんで。

　あおむけの顔には覚えがあった。

　写真で見たことのある──Ｊ＝ベックマンの顔。

　レティシアたちにイージスを送りつけてきた──そして、『ナトゥーラ』を乗っ取った張本人。

　もう息がないのは見ればわかった。顎あごの下から頭を撃うたれている。

　一体何が起こった？

　サミィたちの方も事情は知らないらしく、男たちを見み渡わたし、声を上げる。

「それで──？　一体、何がどうなって──」

　どんっ！

　問いを遮さえぎり、別の扉とびらが吹ふっ飛んだ。

　あふれ出たのはダークグリーンのパワード・スーツの一団。

『ナトゥーラ』の外で、レティシアたちを狙ねらう対空砲ほうを潰つぶしたのと同じ機体である。

　ならば味方ではあるのだろうが──

　その時、ふと。

　レティシアは唐とう突とつに思い出していた。自分が前にそれをどこで見たのか。

　かつて惑わく星せいメルキアの自動部隊暴走事件で、鎮ちん圧あつに当たった、惑星ダリングのものと思われるパワード・スーツ部隊。

　それが、目の前にいるのと同じタイプのものだった。

　彼女は知っている。自分の父親と、ダリング政府上層部との間に、太いパイプがあることを。

　ならたぶん、彼らもまた父が準備したシナリオの部品。そしておそらく──

　中にいるのはやはり、イージス。

　彼らはなだれ込むとともに、部屋の中央にいた男たちに武器を向け──

「状じよう況きよう終しゆう了りよう！」

　レティシアはとっさに声を上げていた。

　止めなければ、パワード・スーツの彼らは男たちを撃つ。そう思ったのだ。

「現状にて待機！」

　もとより撃つ気などなかったのか。あるいは呼びかけが功を奏したのか。いずれにせよ、パワード・スーツたちが動きを止めた。

　沈ちん黙もくがコントロールセンターをしばし支配して──

「……もう……ついて行けなかったんだ……」

　かすれた声で呻うめいたのは、中央にいた男の一人だった。

　まだ若い──三十にも届いてはいないのだろうが、黒い服と、疲つかれ切った表情が、男をずいぶんと老ふけて見せていた。

　その足もとに転がっているのは一丁の銃。

　Ｊ＝ベックマンの血に濡ぬれて。

「……ついて……行けなかったんだ……」

　だから──撃ったのだろう。ベックマンを。

　それが。

　いともあっけない、事件の幕切れだった。




　衛星工場『ナトゥーラ』を占せん拠きよしたテロリストたちは、クロフト社自身の手によって壊かい滅めつさせられた。

　しかしその際、クロフト社警備部門の責任者、Ｊ＝ベックマンがテロリストたちの手によって命を落とした。

　──後日の公式発表では、そういうことになっている。

　戦せん闘とうが終わったのは、『ナトゥーラ』が、惑星カクタスの法定管理空域を出たあとであり、クロフトの公式発表を検証できる外部組織はどこにも存在しなかった──




『結局のところ──役者は、きみの父上の方が上だったようだね』

　画面の中で、白衣の男は苦く笑しようを浮うかべながら言った。

　どこにいるのか、いや、本名さえもわからない──現在はレヴィアン＝コラードと名乗るその男のことを、ティモシーは、教せん授せいと呼んでいた。

　太陽系は火星にある、シェリフスター・カンパニー本社。

　コラードから送られてきた通信端たん末まつに連れん絡らくが入ったのは、ティモシーが、『ナトゥーラ』での戦いの報告を一通り受けたすぐあとのことだった。

　まるで、計っていたようなタイミングである。

「今回はもともと、父さんの書いたシナリオでしたからね」

　ティモシーも肩かたをすくめて、

「レティシアもいろいろ動いていたようですが……全部手のひらの上、ですよ。

　もし父さんにとって予想外のことがあるとすれば──

　教せん授せいに教えていただいた、イージスの弱点のこと、くらいでしょうね」

『役に立ったかね？　私のアドバイスは』

　にこやかに問うコラードに、ティモシーもまたにこやかに、

「ええ。

『ナトゥーラ』の照明を明めい滅めつさせるプログラムを組んで、うちのチームに渡しましてね。

　話によれば、明滅開始後、明らかに、イージスたちの反応速度が落ちたみたいですよ」

『──だろうな』

　コラードは当然のようにうなずいた。

　アドバイス、というのは他ほかでもない。イージスたちの弱点のことである。

　彼らは左右の瞳ひとみが別の特性を持つがゆえ、常人をはるかに圧する視し認にん能力を得──しかしそれゆえまた、常人よりはるかに、明かりの明滅刺し激げき等による悪あく影えい響きようを受けやすくなってしまっているのだ。

　強度の──あるいは長時間の光学刺激を受ければ、程度の差はあれ、頭痛や吐はき気を引き起こし、戦闘能力は低下する。

　こればかりは、戦闘プログラムやにわか訓練で克こく服ふくできるものではない。

　そのことを見み抜ぬいたのは、他でもない、このマッドサイエンティストだった。

「けどひょっとしたら、クロフトも、これで彼らの弱点に気づいたかもしれません。

　もしそうなると──

　クロフトはどう動くでしょうね？」

『どう動くか、といえば、むしろきみの妹の方が興味深いがね』

「レティシアが、ですか？」

　眉まゆをひそめるティモシーに、画面の中でコラードはうなずき、

『これで彼女が、クロフトを見限る理由は整ったはずだよ』

「確かに見限る理由はできたでしょうが……

　けどレティがへたに動けば、マリオンの名を持つ三人を死なせてしまうことになりますからね。

　動けないでしょう」

『私が、動けるようにしてやっても？』

　コラードの言葉にティモシーは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしてから、

「……なるほど。それは──面おも白しろいかもしれませんね」

　言って、ほがらかな笑えみを浮かべた。




　アップテンポの曲をバックに、タイトルロゴが画面に現れ、消える。

『ＵＮＡＴＶのキャサリン＝フランネルです。今晩はよろしく』

　赤いスーツを着た黒髪ブルネツトの女性キャスターは、ＴＶ画面の中でにこやかな笑顔を見せた。

　あるＴＶのインタビュー番組である。

　向かいのソファに座る紳しん士しも、優やさしい笑みを浮かべて名乗った。

『クロフトのランドルフ＝マイスターです。こちらこそよろしく』

　画面の下には、『クロフト社代表取とり締しまり役やく・ランドルフ＝マイスター』とのテロップ。

　宇宙そらを行く『シューティング・スター』のリビングで、それを見ていたレティシアは、小さく紅茶を噴ふき出していた。

「レティ、行ぎよう儀ぎ悪い～」

　メニィが注意するも、レティシアは無反応。

　仕方なく、メニィもＴＶに目を向けた。

　そこではランドルフが、女性レポーターからの質問に笑顔で受け答えをしている。

　実を言うとメニィは、この男が好きではなかった。

　クロフトの社長だから──ではない。この男の名前や姿が出るたびに、レティシアが、嫌いやそうな顔をするからである。

　表情はほとんど変わらないのだが、メニィには、そのわずかな変化が見て取れた。

　彼女にはよくわからないが、たぶん、痛い時というのはあんな顔になるんだろうな、などと漠ばく然ぜんと思う。

　レティシアにとってランドルフはオトウサンというもののはずだが──それでなぜ、レティシアが痛そうな顔になるのか、やはりよくわからない。

　ただ、レティシアがそんな顔になるのは嫌だった。だからメニィは、ランドルフのことが好きではない。

　レティシアは最近、よくこんな顔をするようになった。場合によっては、自分を見る時にさえ。

　レティシアがＴＶのチャンネルを変えた。

　また、あの痛そうな顔で。

「レティ」

「何よ」

　呼びかけに、振り向きもせぬままの答え。

「だいじょうぶだから」

「──は？」

　やっとレティシアは振り向いてくれる。その時にはすでに、顔から、痛みの翳かげは消えていた。

「何が？」

　問われてメニィは、満面の笑みを浮かべて言った。

「なんでもない」

「……意味、わからないわよ」
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「あたしもよくわからない」

「あのねぇ」

　たあいもないやりとりを続けながら。

　メニィは思うのだった。いつか、レティシアがあんな顔をせずに済むような日々が来ればいい──と。




　街は陽かげ炎ろうに揺ゆれている。

　男は歩みに呼吸を合わせ、通りをゆく。

　車を降りてからそれほど歩いたわけでもないのに、額を頰ほおを、すでに汗あせが伝いはじめていた。

　暑い。

「──またやってるの？」

　聞こえた声に目をやれば、いつの間に近づいて来たものか──すぐそばの路上に赤いスポーツカー。

　男──ルード＝Ｄ＝ロズウェルは、車の二人に見覚えがあった。

　トラブルシューターの二人。確か名前は、レティシアとメニィ。

「いや──今は知り合いの紹しよう介かいで、車を転がす仕事をしててね。

　ちょいとメシがてらにひと休み、ってところだ」

　ルードは、ハンドルを握にぎるしぐさでウインク一つ。

「食事もドライブ・インで済ませりゃあ早いんだろうが、はじめての町に行くと、ついついぶらぶらしたくなっちまってな。

　──で、あんたらは？

　まさか──また俺が誰だれかの遺産を相続した、って訳でもないだろ？」

　レティシアはしばし沈ちん黙もくし、

「──謝りに来たの。結局……あたしは何もできなかった……」

「いいさ。

　あんたが途と中ちゆうで仕事を抜ぬけたのには、ちゃんと理由があったんだろ？

　それに何より、俺はこうやって無事に仕事をしてる。いくらかたくわえができたら、また旅にでも行くかもしれん。

　だから──

　あんたが謝ることはないさ」

　──違ちがう──

　レティシアは心の中でつぶやいた。

　謝りたかったのは、仕事を途中で抜けたからではない。自分の父親が、彼を一連のごたごたに巻き込んでしまったからである。

　だが結局、それを口に出すことはできず。

「ごめんなさい」

　ただ、そうとだけ言った。

「気にするな。じゃあ」

　ルードは手を挙げ、きびすを返して歩きはじめる。

「それじゃあ──」

　言ってレティシアも車を出した。

　互たがいに振り返ることもなく──

　それが、彼らの別れとなった。




　ハンドルを握るレティシアの胸には、ただ無力感が渦うず巻まいていた。

　自分は何もできなかった。何も。

　自身で考え、行動したつもりでも、それは全て父親、ランドルフに踊おどらされていただけの話だった。

　あの、Ｊ＝ベックマンという男と同じに。

　ベックマン。権力欲にくらみ、ランドルフに踊らされたあげく、クロフトに反旗を翻ひるがえした男。その末路があれである。

　自分が唯ゆい一いつ、直接知っているベックマンの姿──頭を撃うたれてこと切れた姿が脳のう裏りに浮うかぶ。

　もしも──

　レティシアは夢想する。

　もしも自分たちが、クロフトを離り反はんしようとしたなら、やはり同じ末路が待っているのだろうか──と。

　何も考えずにそんなことをやったなら、まず確実に待っているのは、メニィやサミィ、イーザーの確実な死。

　仮にそれがなかったとしても、クロフトが見み逃のがしてくれる可能性は低い。

　自分がランドルフの娘むすめであるということは、たぶん免めん罪ざい符ふにはなるまい。今回のことで、レティシアはそう確信していた。

　だからといって、クロフトにおとなしく従い、今の状態を続けていたなら、いずれメニィやサミィやイーザーは、道具として使い潰つぶされることになるだろう。

　レティシアの父親に。

　火星で。『ナトゥーラ』の中で。倒たおれていたイージスたちのように。

　──自分は一体どうすればいいのか──

　問うても無論答は出ない。

　宇スペー宙ス・ポ港ートへと向かう車を、そしてゆく手の道のりを。昼の太陽がぎらぎらと容よう赦しやなく照りつけていた──







　あとがき







　注：このおはなしは『シェリフスターズＭＳ０４』の別視点からの物語です。




　というわけでお送りしますＳＳ０４。

　同じことでも視点が違ちがうとニュアンスが違ったり、一方で語らなかったことをもう一方で語ったり、というふうにやってみたのですが、いかがだったでしょーか。

　このおはなしと、前に出たＭＳ０４との関係は、食べ物に例えるとすればそう──まさにお豆とう腐ふと湯葉のようなっ！

　………………………………って……

　自分で言ってて何ですが、今のたとえは外れてる気がします。

　ムダにひねるのはやめて素す直なおに表現すれば、裏と表……というか右と左という感じでしょーか。

　ＭＳの方を読んでくださっているみなさんはきっと、「どこかで読んだ気がするなぁ」とお思いでしょうが、気のせいではありません。

　現に作者も書いていて、「あれ？　なにゆえ俺は同じこと二回も書いてんだろ？」とかデジャヴに襲おそわれることしばしば。

　──じゃ、片方だけ読めばいーってことじゃん。

　という合理的……もとい。子供の頃ころの探求心を忘れてしまっているひとには、次の言葉を贈おくりましょう。

『それは言わない方向でー！』

　……よしっ。（何がだ。）




　さてこのシェリフスターズもいよいよ大おお詰づめ。

　好き放題の親会社、クロフト相手に、レティシアたちはどう出るのか？

　このままずるずる無難に過ごし、友達と小料理屋で食事しながらグチこぼしたあげく、代金は交際費として会社に請せい求きゆうするようなオトナになってしまうのか？

　それとも、何らかの形で反旗を翻ひるがえすのか？

　マッドサイエンティストやシュミ人たちはちゃんと出て来るのか？

　そしてそもそも、こいつらちゃんと宇宙で活かつ躍やくしてくれるのか!?

　ともあれ今後、シェリフスターズはＭＳとＳＳ、両方の流れを一本にまとめて書き下ろしで展開してゆくことになるわけですが──

　問題は、サブタイトルや通しナンバーをどーしよーか、とゆーことだったりします。

　きっとそのうち、どーいう順番で本ほん棚だなに並べたらいいのかビミョーに迷う物体が出ることになるはずですが、大だい丈じよう夫ぶ。かみつきません。

　とはいっても、とーぜんシェリフスターズというメインタイトルは変わらないわけで。

　これからもどーかよろしくお願いします。




　……って、それはそれとして、こうしてちゃんとあとがきっぽいあとがきを書いてると、なぜか不安になってくるのは一体どぉいうことなのか？

　自らの性格に小首をかしげる夏の宵よい。

　ともあれそれではこのへんで。
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